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この報告書 は,日 本 自転車振 興会か ら競輪収 益の一部

で ある機械工 業振興 資金の補 助 を受 けて,昭 和61年 度

に実施 した 「企業 間 システム運用基準 に関す る調査」の

一環 として と りまとめた もので あ ります。
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は じ め に

わが 国 の産 業 界 の情 報 化 の 進 展 は,極 め て著 し く,特 に ネ ッ トワー ク化 は,こ

れ ま で の各 企業 レベ ル の 企 業 内 オ ン ラ イ ン化 か ら企 業 間 ネ ッ トワー ク へ と拡 大 し,

商 流 ・製 造 流 ・物 流 ・資 金 流 と い った流 れ を有 機 的 に結 合 して 広 域 的 な 広 が りを

み せ っ っ あ りま す。

この よ うな状 況 か ら,ネ ッ トワー ク構 築 の効 率 化 や 効 果 的 な マ ー ケ ッテ ィ ング

戦 略 の た めVANを 構 築 ・利 用 す る企 業 あ る い は業 界 団 体 等 が 急 速 に増 加 して お

り,将 来 産 業界 の ネ ッ トワ ー ク展 開 に お い てVANは 重 要 な 役 割 を 果 た す もの と

期 待 され て お りま す。

そ れ だ け に,産 業界 全 体 と して の 情 報 化,ま た,ユ ーザ ー サ イ ドに立 った サ ー

ビス提 供 等 の観 点 か らVANの 健 全 な あ り方 にっ いて 様 々 な検 討 の 必 要 性 が 指 摘

され て お りま す が,現 状 で は第 二 種 電 気 通 信 事 業 者 を中 心 に 業 界VAN,あ る い

は系 列VANと い った 多 種 多 様 なVANが 存 在 して お り,そ の 実 態 が 十 分 把 握 さ

れ て い る とは 言 え ま せ ん 。

本 調査 で は,こ の よ う な観 点 か ら産 業 界 の ネ ッ トワ ー ク ・ノ ー ドと して位 置 づ

け られ るVANを 第 二種 電 気 通 信 事 業 者 に よ るVANサ ー ビス と業 界 団 体 や 特 定

の企 業 グル ー プに よ るい わ ゆ る業 界VANの2つ の 形 態 に大 別 し,そ の検 討 ・構

築 ・運 用状 況 等 を 調査 分 析 し,考 察 を加 え て み ま した。

従 って,本 報 告 書 は,産 業 界 の ネ ッ トワー ク化 の 中 で 重 要 な役 割 を果 すVAN

の今 後 の方 向 を検 討 す る たムめ の基 礎 的 資料 で あ り,こ れ を基 に新 た な立 場 か ら多

角 的 な検 討 が 進 め られ る こ とが 必 要 と思 わ れ ます 。

昭 和62年3月

財団法人 日本 情 報 処 理 開発 協 会

産 業 情 報 化 推 進 セ ン タ ー
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産 業 界 に お け る ネ ッ トワー ク 化 の 概 況
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1章:産 業 界 に お け る ネ ッ トワー ク化 の概 況

1 .1第 二種 電気 通 信 事 業 者 の 概況

産 業 界 の情 報 化,ネ ッ トワ ー ク化 の 進展 は,著 しい もの が あ り,法 制 度 的 に も

第 一 次 デ ー タ通 信 回 線 の 自 由化 が 実施 され,中 小 企 業 を 対象 と した い わ ゆ る中小

企 業VANが 認 め られ た 。 これ に よ り,民 間 の 企 業 も通 信 サ ー ビス を 提 供す る こ

と が で き る よ う に な り,さ らに 昭 和60年4月 の 電 気 通 信 事 業 法施 行 に よ り規 制

が緩 和 され 広 くVAN事 業 の 門 戸 が 解 放 され た。

昭和62年1月10日 現 在 で,届 出 され て い る一 般 第二 種 電 気 通信 業 者 は316

社,登 録 され て い る特 別 第 二 種 電 気通 信 業者 は10社,合 計326社 もの第 二 種

電 気通 信業 者 が存 在 して い る。60年4月 か ら,わ ず か1年 半 の間 に300社 以

上 もの業 者 が 新 規 参入 した 業 界 は,か って なか った こ とで あ ろ う。

した が って,い わ ゆるVAN事 業 で あ る この第 二 種 電 気 通 信 事 業 に お いて,

。あ ま りに も多数 の業 者 が 急 激 に 参入 した こ と。

。VAN事 業 に対 す る1日来(昭 和58年 頃 か ら昭 和60年 頃)の 「フル ー ツ

フル」 な イ メ ー ジと,現 実 の きび しさ との 間 に 大 き な落 差が あ る こ と 。

。事業 の 範 囲,メ ニ ュ ーな どが確 定 で きず に きた こ と。

。電 気 通 信事 業 法 の 規 定 に もあい ま い さが あ った こ と。

な どの 理 由か ら,本 来 産業 界 の ネ ッ トワー ク化 の 推 進 に重 要 な 役割 を 果 す べ き で

あ る と ころが,実 態 と して は,多 くの 問題,課 題 を抱 え て そ の 目的 を 達 成で きな

い で い る とい うの が 現 実 で あ ろ う 。

そ もそ も'VAN事 業 の 萌 芽 が,旧 電 気通 信 法 上の 特 別 措 置 と して の 「中小 企業

VAN」 と して ス タ ー ト した こ とが,あ る意 味 で は課 題 の 原 因 の 一つ に な って い

る と言 って よか ろ う。 即 ち,中 小 企 業VANに お いて,と くに初 期 に届 出 され た

もの の 大 半 は,

。量 販 店 と卸 売 業 も し くは納 入業 者 の 間 の受 発 注 デ ー タの 交 換 業 務

1



。運 送業 者 間 の 荷 物 デ ー タの 交換 業 務

で あ った。 これ らの 業 務 は,確 か に 従 来 の公 衆 電 気 通 信 法 下 で は や りに くい こ と

は あ ったが,決 して不 可 能 で は な く,個 別 認 可 に よ って 実 施 す る こ と も可 能 性 と

して は あ った 。 しか しな が ら手 間 や コ ス トをか け て ま で や る こ とに躊 躇 して い た

の が実 態 で あ ろ う。

そ こに,法 改 正 に伴 うVANの ブー ムが発 生 し,業 者 と して は 一番 容 易 な シス

テ ム で か つ ニ ー ズ の あ る シス テ ムか ら手 掛 け た の が 先 の 二 つ の業 務 で あ った。 こ

れ ら業 務 は,デ ー タ量 は 多 い もの の,1デ ー タ当 りの経 済 的 価値 は小 さ い(例 え

ば,量 販店 か ら納 入業 者 には,1個50円 の食 品1個 とい った 注 文 デー タ も流 れ

る)こ とか ら,結 果 と して業 者 側 に支払 われ る料 金 も安価 な もの にな らざ る を得

なか った。 こ うい った 状 況 が今 日,1件 当 りの デ ー タ交 換 料 金 が か な り低 い価 格

と な ってい る原 因 にな って お り,VAN業 者 の採 算 性 に問 題 を起 して い るrつ の

要 因 とな って いる 。

本 来,VAN事 業 の料 金 は,1つ は コス トの側 面 か ら,も う1っ は利 用 者 の利

便 性 の側面 か らの2つ の 側 面 か ら決定 され るべ きで あ る。 と こ ろが,VAN事 業

は設 備投 資 先 行 型 業 種 で 固定 負 担 が 大 きい とい わ れ なが ら,初 期 の立 ち上 り時 期

に,利 用 者 の 利 便 世 一 しか もか な り経 済 的 に は小 さい もの 一 に基 づ い て あ る

一 定 の料 金が 定 ま っ て しま った こと は,あ る意 味 で 不 幸 な こ とで あ った と言 え よ

う。

今 回 の ア ンケ ー トを 集 計 した結 果か ら,改 め て感 じた点 は,

。VAN事 業 は ま だ ま だ離 陸 時期 に もな って い な い。

。従 って,こ れ か ら事 業 と しての 基 盤 整 備 が 必 要 で あ り,そ の た めの 投 資 も

必 要 で あ る。

。また,現 在 届 出,登 録 して い るす べて の業 者 が,事 業 と して成 立 す るわ け

で は な さ そ うで あ る。

VAN事 業 及 び 業 界 が 果 す べ き役割 と して,健 全 な 産業 界 の ネ ッ トワ ー ク化 の

推 進 とい うテ ー マ が よ く掲 げ られ て い る。
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この役 割 の 遂行 と い う点 か らみ る と,サ ポ ー ト して い る企 業 間 ネ ッ トワー クの

過半 数 は,メ ー カ ーか ら小 売 に至 る流 通 ・物流(具 体 的 には,受 発 注,出 荷 納 品)

デ ー タの 交換 業務 が 主 で あ り,そ の処 理 形 態 も60%以 上 が フ ァイ ル転 送 型 の サ

ー ビスで あ る こ と を考 え る と決 して高 度 化 され た ネ ッ トワ ーク を サ ポ ー トして い

る と は言 え な い状 況 で あ る 。

基 盤 整 備 の 面 で も,例 え ば運 用 体制 を み た場 合,テ ス ト用 の ネ ッ トワ ーク設 備

を も って い る業 者 は全 体 の3分 の1に も満 た な い 状 況 で あ る。 ま た,ネ ッ トワー

ク監 視 セ ンタ ーを保 有 して い る業 者 も4割 程 度 で あ り,十 分 な ネ ッ トワー クの 管

理 を行 って い る業 者 は,少 な い と思 わ れ る。 これ は,ネ ッ トワー クの 迂回 路 構 成

に つ い て も35%の 業 者 が 実 施 して い る にす ぎな い こ とか ら も言 え よ う。初 期 設

備 投 資 がか か る とは言 え,通 信 ・情 報 サ ー ビス事 業 を行 う体制 と して は充 分 で は

な い こ とが 容 易 に 理 解 され る。

これ らにつ いて は,回 線 数 別 にみ た場 合 に は も っ とは っき り した 傾 向 を示 して

い る。

例 え ば ネ ッ トワ ー ク監 視 セ ンタ ーは,回 線 数21以 上 で は51%の 業 者 が保 有

して い る の に 対 し,20以 下 で は12%に す ぎ な い。 また,ネ ッ トワ ー クの迂 回

路 構 成 に つ い て も回 線 数21以 上 で は,41%が 実施 して い るの に 対 し,20以

下で は10%に す ぎな い 。

以 上 の よ う に,同 じ第 二 種 通 信 事 業 者 と言 え ど もその規 模 に よ って サ ー ビス内

容,ビ ジネ スへ の 取 組 姿 勢 に大 き な差 が み られ るの が現実 で あ る。資 本 金 規模 で

み て も全 体 の68%が10億 円 未満 で あ り,さ らに資 本 金1億 円 未 満 の 企 業 も全

体 の4割 近 い37%を 占 め て い る。 全 国 ネ ッ トワ ー クを構 築 す るに は少 な くと も

50～100億 円の 投 資 が必 要 と言 わ れ て い るが,そ のよ うな投 資 額 に耐 え る に

は 相 当 な資 本 力,企 業 体 力 が必 要 で あ る と考 え られ るが,そ の よ うな投 資 に耐 え

られ る企 業 は それ程 多 くな い こ とが 見受 け られ る。 また,回 線 数 によ って み て も

20回 線 以 下 に35%が,500回 線 超 に20%が 集 中 して お り,明 らか に 二 極

分 化 現 象 が 見受 け られ る。
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一 般 に ,情 報 シス テ ムの発 展 過 程 は,次 の よ うな もので あ ると考 え られ る。

①企 業 内 バ ッ チ 処 理

、'

② 企 業 内 オ ン ラ イ ン 処 理

、'

③ 企業 グル ー プ内 ネ ッ トワーク

〆

④ 企業 間/業 種 間 ネ ッ トワー ク

図1-1情 報 システムの 発 展 過 程

発 展 過程 を 図 の よ うに 捉 え る と,通 信 サ ー ビス を 中 心 と したVANは,そ れ ら

を実 現 す る た め の 道具 立 て の1つ と して の位 置 づ け とな る。 上 か ら下 に い くに従

って,そ の 業 務 内容 は,複 雑 と な り,と くに ビジネ ス プ ロ トコル と して 設定 す べ

き項 目 も増 大 す る。 従 って 単 な る通 信 サ ー ビス の み で は対 処 しきれ な い ニ ー ズ も

多 数 でて くる。 その 結 果,② か ら③,③ か ら④ に進 展 す る につ れ て,情 報 処 理 に

よ って何 らか の 処 理 サ ー ビス を行 う必 要 性 も増 大 して くる と言 え よ う。

こ こ に単 純 な通 信 サ ー ビス を ね ら ったVAN業 者(と くに情 報 ・通 信 分 野 へ の

新 規 参 入業 者)と 従 来 か らの情 報 処 理 サ ー ビス業 者 か ら発 展 したVAN業 者 との

間 の 差 が発 生 して く る と考 え られ る。

ア ンケ ー ト調 査 の 結 果 に お い て も,圧 倒 的 多 数 の 業 者 が,「 今 後 重 点 的 に提 供

予 定 の サ ー ビス」,及 び 「採 算 が とれ る と思 わ れ る サ ー ビス」 の 両 方 の 質 問 に対

して 「企業 間情 報 処 理 サ ー ビス」 を あ げて い る。 しか も,そ れ が 他 の サ ー ビス に

比 べ て,「 提 供 予 定 サ ー ビス 」 の回 答 数 と 「採 算 が とれ る と思 うサ ー ビス 」 の回

答 数 とのか い 離 が最 も小 さ い点 は 非常 に興 味 深 い こ とで あ る。

一4一

'



一
、

以 上 の よ うに ア ンケ ー ト調 査 の結 果 か らみ られ る特 徴 の い くつ か を述 べ て き た

が,こ れ らをま とめ ると 次 の2点 に集 約 で き るの で は な か ろ うか 。

。ビ ジネス ユ ー スを 中 心 に 全 国 的展 開 を し,そ の 基 盤 も従 来 か らの情 報 処 理

サ ー ビス業 や ソフ ト ウ ェア業 に お く,比 較 的 大手 以 上 の 企業 群 と,パ ソ コ

ン通信 を その サ ー ビス の 典 型 とす る新 規 参 入型 の比 較 的小 企 業 とのこ 極 分

化 傾 向 が見 られ る。

。通 信 サ ー ビス の み で は ,採 算 性 は悪 く,か つ ユ ー ザー ニ ー ズ に応 え るた め

に は,必 然 的 に情 報 処理 サ ー ビス の提 供,充 実 を 求 め られ る こ とに な る。

ま た,情 報 処 理 サ ー ビス の方 が採 算 性 が 良 い 。

第 二 種 電 気 通 信 事 業 者 の 概 況 を述 べ て き たが,ま だ様 々 な課 題,問 題 を抱 え て

い るが,こ れ らを 解 決 す る ため の と りた て て良 い 妙 薬 が あ る とは考 え に くい。 し

た が って,む しろ,業 者 自身,ユ ー ザ ー,関 係 官 庁 そ れ ぞ れが 課 題 を認 識 し,場

合 に よ っ て は意 識 改 革 を行 い,ブ ー ム状 態 か ら目覚 め る等 々,現 状 認 識 を 改 めて

行 うこ とが 重 要 で あ ろ う。

、

1.2業 界 団体,特 定 企 業 グ ル ープ の概 況

産業 界 の ネ ッ トワー ク化 は,企 業 内 の オ ン ライ ン化 か ら企 業 間 ネ ッ トワー ク へ

と拡 大 し,南 流,製 造 流,物 流,金 流 とい った 流 れ を 有機 的 に結 合 し,産 業 界 全

般 へ広 が りつ つ あ る 。 、

この よ うな 中 で,ネ ッ トワ ー ク構 築 の 効 率 化 や 円滑 な 業 務 処 理 を 行 うた め,特

定 の 企 業 グ ル ー プや業 界 団 体 が ネ ッ トワー クを 構 築 す る,言 わ ゆ る業 界VANが

急 速 に増加 して い る。業 界VANと い う言 葉 は,明 確 な定 義 が な いま ま新 聞,雑

誌 等 で 使用 され て お り,混 乱 を生 じさせ やす い。 本 来 的 に は,業 界 構成 企業 の圧

倒 的 多数 の 賛 同 に よ り構 築 され る業 界 共 同 ネ ッ トワー クが 狭 義 の意 味 で業 界VA

Nと 言 え よ う。

しか し,現 状 で は,一 企 業 の 大 規模 な社 外 ネ ッ トワー クや 特 定 企 業 グル ープ に
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よ るネ ッ トワー ク な どを 含 めて 業 界VANと 呼 ば れ て い る傾 向 が あ る。

従 って,一 般 に言 わ れ て い る業 界VANの 動 き は,産 業 界 全般 の情 報化 の動 き

と密 接 な 関 係 が あ り,大 き な ネ ッ トワ ーク ・ノ ー ドとな って い る。

この よ うな 点 か ら,業 界 団 体,特 定 企 業 グ ル ー プ ご とに広 く業 界VANを 捉 え

その 概 況 を 述 べ る。

業 界 団 体 が 中 心 と な って構 築 し,稼 動 して い るVANは,現 在 そ れ程 多 くな い。

これ らの業 界VANは,実 際 に業 界 団 体 自 らが シス テ ムの構 築 ・運 用 を 行 う も

の と,資 金 的 ・技 術 的 問 題 や公 平性 を 期 す る とい う意 味 か ら,第 二 種 電 気 通信 事

業 者 の提 供 す る各 種 の リソ ース ・サ ー ビス を 利 用 す る もの の二 通 りが あ る 。

ま た,業 界VANを シス テ ムの 機 能別 に捉 え た 場 合,

。共 同 デ ー タ ベ ー ス型

。共 同 情 報 交 換 型

。共 同受 発 注 型

の3つ に大 き く類 別 出 来 よ う。

こ の よ うな中 で,水 平 型 ネ ッ トワー ク と言 わ れ る同 一ー一業 界 内のVAN,つ ま り

共 同 デ ータ ベ ース 型,共 同 情 報 交換 型 が現 状 で は 最 も多 いが,他 業 界 と の 垂 直 ネ

ッ トワ ークで あ る共 同 受 発 注 型 も次第 に増 加 して き て い る。

今回 実 施 した ア ンケ ー ト調 査 で も,165団 体 中 ネ ッ トワー ク化 を 中心 と した

情 報化 の検 討 に っ い て,検 討 中 及 び 今後,検 討 が 必 要 と回 答 した団 体 は60%,

99団 体 で あ り,そ の 必 要性 が 認 識 され て い る。

一 方 ,特 定 企業 グ ル ー プ や 大手 企 業 を 中心 と した ネ ッ トワ ー ク化 も活 発 化 して

お り,日 用 品 雑 化,眼 鏡,文 具,食 品,医 薬 品,ス ポ ー ツ用 品,物 流,金 融 な ど

の業 界 で既 に稼 動 して お り,こ れ ら も業 界VANと 呼 ばれ て い る。

ネ ッ トワ ー ク化 は,企 業 体 質 の 改善 や 商圏 の拡 大,顧 客 サ ー ビス の 向上 な ど極

めて 企業 の 経 営 戦 略 と密 接 な関 連 が あ る。 同 時 に,あ る程 度 以上 の ネ ッ トワー ク

規模 にな らな けれ ば十 分 な メ リッ トは発 生 しな い と い う特 性 が あ る。 この よ う な

こ とか ら・業 界 大手 企 業 に よ る大 規 模 ネ ッ トワ ー クや業 界 の 枠 を超 え た企 業 グル
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、

、

検討の必要 性な し

66団 体

(40.0%)

検 討 中

38団 体

(23.0%)

今後,検 討 が 必 要

61団 体

(37.0%)

(回 答 三65団 体)

図1-2ネ ッ トワーク化 の 検 討 の必 要 性

一プ に よ って 様 々 な ネ ッ トワ ー ク ・シス テ ム が構 築 され て い る。 さ らに,VAN

同 士 の 相 互 接 続 が 一部 で始 ま っ て きて い る が,ま だVANとVANが ノ ー ド間 で

接 続 す るよ う な網 間接 続 で はな く異 な るVANの ホ ス ト ・コ ン ピュー タ間 の 接 続

で あ る。 将 来 的 に は,ユ ーザ ーの ニー ズか ら流 通,物 流,金 融 な どのVANが 網

間 接続 され,複 数 のVANを 意 識 せ ず に利 用 す る こ とが可 能 と な ろ う。
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第 二 種 電 気 通 信 事 業 者 の 現 状 と課 題
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2章 第二種電気通信事業者の現状と課題

2.1第 二 種 電 気 通 信 事 業 者 の 実 態

本 ア ンケ ー ト調 査 は産 業 界 に おけ る ネ ッ トワ ー ク化 にお い て重 要 な役 割 を果 し

っ っ あ る第 二 種 電 気 通 信 事 業 者 の実 態 を把 握 し,相 互 運 用性 に関 連 す る業 際 問 題,

技 術 問題 等 の 検 討 課 題 を抽 出 ・整 理 す るた め 実施 した もの であ る(調 査 期間62

年1月23日 ～3月16日)。

調 査 に 当 た って は,昭 和62年1月10日 まで に 届 出 さ れ て い る一 般 第二 種

316社,特 別 第 二 種10社 の 計326社 の 中 よ り316社 を 抽 出 して実 施 した。

その 結 果,次 表 の よ う に135社(44.1%)よ り回 答 を得 られ た が,実 施 中,

又 は具 体 的 なサ ー ビス 計画 の あ る企業(有 効 回答)は126社 で あ る。

表2-1回 答事業者 の業種

建 設 業(
1)

建 設 業 1 物 流 業

(9)

運 輸 業8

印 刷 業 印 刷 業 1 倉 庫 業1
(1)

製 造 業 鉄 鋼 業 1 情報 産 業 新聞放送広告通信業5
(13)

非鉄金属 ・金属製品 3
(93)

情報処理 サーヒズ ソフ71
トウエァ 情報提供業

電 気 機器 製 造業 6 第二種通竿 董墓
)17

一般機械器具製造業 2

そ の 他 製 造 業 1 そ の 他
(5)

流 通 業 卸 売 業 3

(12)

代 理 商・仲 立 業 1

小 売 業 8

金 融 業 金 融 業 1

(1)

(回 答135社)
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(1}第 二種通信事業者 の事業規模 一大 き く二 極分化 の傾向 に

回答 事 業 者 の 規 模 の指 標 と して,こ こで は 資 本 金 と回 線 数 を取 上 げ て み た。

前 者 は 企業 の 規模 を み る もの で あ るが,全 体 の68.1%が 資本 金10億 円

未 満 で あ りs.さ らに資 本 金1億 円未 満 の 企 業 も全 体 の4割 近 い37%を 占め

て い る 。 この よ うに,資 本 金 だ け で み た 限 りで は,資 本金10億 円を境 に し

て 企業 規模 は 大 き く二 分 さ れ て い る こと が判 るが,こ れ は第 二 種 通 信 事 業者

の 圧 倒 的 多 くが 情 報 産 業 を 中心 とす る サ ー ビス業 で 構成 され て い るた め と推

定 され る(表2-1参 照)。

また 回 線 数 は サ ー ビス 規模 を想 定 す る指 標 の1つ で あ るが,そ の 集 中 度

合 は20回 線 以 下 に41社(35.3%)と500回 線 超23社(19.8%)

に集 中 して お り こ こで も2極 分 化 の 傾 向 が うか が われ る。

社
数

41

40一

30一

2〔　 19

2

一

!4
一

1〔L

⊥54

市[[
㎜
・
・

首

線

⑤
回
線

～智

線

甘

線

甘

線

輌
回
線

㊨
回
線

社161答回

図2-1資 本 金 規 模 図2-2回 線 数 の 規 模
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亀

(2)VAN事 業の参入動機 －VAN事 業の将来性を見込んでの参入は2割 弱

参 入動 機 を 記 入 した もの の 内,新 しい ビジ ネ ス チ ャ ンス やVAN事 業 の将

来 性 を 狙 って い る の は16%で あ るの に 対 し,本 来 なん らかの 業 務 を 行 っ

て い る とこ ろ に,付 加 サ ー ビス を加 え る とい った意 味 の 目的 一 業 容 の 拡 大,

業 務 処 理 の 高 度 化,新 サ ー ビスの実 施 な ど 一 を 挙 げ るも の が52%近 くあ

る の は,VANの み で の採 算 性 に疑 問 を持 って い るので あ ろ うか 。 ま た,法

規 制 に抵 触 す るか ら とか 顧 客 の 要 請 に応 え て と い った消 極 派 も20%あ るの

は興 味 深 い。
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積
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図2-3VAN事 業 参 入 の動 機

そ
の
他

工暴
ひ

地
域
の
情
報
化
推
進

(回 答118社)
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(3)ネ ッ ト ワ ー ク 形 態 一 ネ ッ ト ワ ー ク 指 向 の 形 態 は 少 数

ホ ス ト集 中 型 及 び ホ ス ト中心 ネ ッ トワ ー ク型 は,従 来 の オ ン ラ イ ン ・シス

テ ム の延 長 と考 え られ る。 これ らの 形 態 が 多 い の は,従 来 の オ ン ラ イ ン ・サ
ー ビス の拡 張 と してVANサ ー ビスを 始 め た業 者 や

,設 備 の 余 剰 能 力 の 有効

利 用 と してVANサ ー ビス を行 って い る業 者 が 多 い た め で あ ろ う。

これ に対 して,ホ ス ト/ネ ッ トワー ク分離 型 や分 散 ネ ッ トワー ク型 は,ネ

ッ トワー ク指 向 型 の 形 態 と考 え られ るが,こ の よ うな形 態 を と って い る業 者

は少 数 で あ る。 ネ ッ トワ ー ク機 能 を主 体 と したVANサ ー ビス を行 って い る

の は,比 較 的 少数 の業 者 に 限 られ て い る とい うのが 実 態 で あ ろ う。

表2-2ネ ッ ト ワ ー ク 形 態

ネットワーク構
成回線数 ホス ト集 中型

ホ ス ト中 心

ネットワーク 型
●

ホス トネ ッ トワ
ーク分離 型

(・ザ ソト 網)

分散 ネッ ト
ワーク 型

そ の 他

回線数20以 下
(39社)

29 9 0 0 1

回線数21以 上(
75社)

25
.

23 12 7 8

回線数無回答

(8社)
2 2 4 0 0

計 56 34 16 7 9

(回 答122社)

1.ホ ス ト集 中型

メール・ボックス

業 務DB

公衆網
DDX
他VAN

ユーザ ー端 末

3.ホス ト/ネ ットワーク分 散 型(バ ケ ッ ト網)

2.ホ ス ト中 心 ネ ッ トワ ー ク型

4.分散 ネ ッ トワー ク型

ノード・コンピュータ

図2-4ネ ッ ト ワ ー ク ・ パ タ ー ン
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4

(4)サ ポ ー ト ・プ ロ トコ ル ーJ手 順 は7割 以上,全 銀手順は半数 以上の業者がサポート

上位 プ ロ トコルに関 しては,い わゆる業 界標準手順 で あるJ手 順 が7割 以上,全 銀

手順 で半数 以上の業 者が サポ ー トしている。

下位プ ロ トコルに関 しては,X.25は 全 体 の半 数 に近 い業者 がサポ ー トしている

が,X.75に 関 しては,回 線数21以 上 の事業者 の うちで も7社 が提供 しているに

とどま ってい る。 これ はデー タ網 間 の接続 を行 う予定の事 業者 が少な い ことを明確 に

示 してい ると思われ る。
一般 ,メ ーカ ープ ロ トコルに関 しては,IBM系 の プ ロ トコルは,ほ ぼ半数 の事業

者 が提供 してお り,他 の 日本電気,富 士通,日 立の ベー シ ック系のプ ロ トコル提供率

2割 程度 と比較す るとか な り高 率 なことが注 目され る。

回線数 によるサ ポー ト ・プ ロ トコルを比 較 す る と明 らか に回 線 数21以 上の事業

者 が豊富 な プロ トコルを提供 している ことがわか る。具 体的に は,回 線数21を 境 に

してサ ポー ト・プロ トコル事業者比率(提 供事業者数/全 体事 業者数)は 約3割 程度

21以 上 の事業 者の方が サ ポー ト ・プ ロ トコルが多い。

表2-3サ'ポ ー ト ・ プ ロ ト コ ル

上 位 プ ロ ト コ ル 下 位 プ ロ ト コル

J手順 全銀手順 その他 回答社数
.

X.25 X。75 その他 回答社数

72(78.3%) 53(576%) 29(31.5%)
92

.

52(867%) 8(133%) 16(267%)
60

46 21 40 9 18 10
`

39 9 7 0 8 6

メ ー カ ー プ ロ ト コ ル

SDLC BSC(ポ) BSC(コ) HDLC 日 電
ベーシック

富 士 通
べーシソク

日 立
ベー シック 臓 撒

47(37.3%) 61(629%) 58(59B%) 42@3.3% 19(196%) 22(227%) 20(20.6%)
97

35 8 40 16 39 13 364 17 2 16 3 18 1

(回 答100社)

囲 回線数無回答の企業にっいては,合 計回答社数のみにカウント

合計回答社数

回線'
21以
の企業

　

21以下

企業
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{5)提 供 サ ー ビス ー基 本通 信 で は専 用線 サ ー ビ スが 過 半数,高 度 通 信 で は
フ ァイ ル処 理 が4分 の3を 占め る。

今 回の 調 査 で は,VAN業 者 の提 供 サ ー ビス を4っ に大 別 し,集 計 した。

・基 本通 信 サ ー ビ スに 関 して は専 用 線 サ ー ビス(回 線 の リセ ー ル)が 過半 数

を 占め てお り,ユ ーザ ーの 回線 コス ト削 減 ニ ー ズに 対 応 した サ ー ビス が 成

り立 って い る と考 え られ る。 サ ご ビス予 定 の 中で はパ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス

が他 と比べ わずかに多 いが,設 備投資面 での問題 が 解 決 す れ ば今後 の 発 展 に期

待 で き よ う。

・高 度 通 信 サ ー ビス に 関 して は ,パ ソ コ ン系 の サ ー ビス(①,③,④,⑤)

とオ フコ ン ・大型 系 の サ ー ビス(②,⑪)が 各3分 の1ず っを 占め て お り

他 の メデ ィアの サ ー ビス に 関 して は,今 後 の 発 展 が 期 待 され る。

・情 報 処 理 サ ー ビス は ,規 模 の大 小 は別 と して 約6割 の 企 業 が 何 らか の形 で

サ ー ビス を 行 っ て お り 次 頁 の 図 か ら もわ か る よ うに卸 ・小 売 間 の受 発 注

が 活発 で あ る。

表2-4提 供 して い るサ ー ビス

提供状況サービスの 提 供 中 予 定 計
(1)基本通 信 サー ビス 54 42.9% 1ユ 8.7% 65

①専 用線 サ ー ビ ス 44 349 12 9.5 27

②・サ ット交換ナ ビス 12 95 15 119 27

③ 回線 交換サ ー ビス 18 143 12 9.5 30

④そ の 他 5 40 2 1.6 7

②高度通信 サー ビス 92 73.0 9 7.1 101

① パ ソ コ ン 通 信 27 214 14 11.1 41

②集 配 信 サ ー ビ ス 61 484 8 6.3 69

③電 子 メ ー ル 38 30.1 17 13.5 55

④電 子 掲 示 板 29 23D 14 11ユ 43

⑤ ビ デ オ テ ッ クス 8 6.3 15 11.9 23

⑥音 声 メ ー ル 7 56 11 87 18

⑦ ファクシミリ 伝送 5 4.0 16 12∫7 21

⑧電 子 会 議 5 4.0 8 6.3 13

⑨ メディア変 換(FAX⇔ コー ド) 8 6.3 12 9.5 20

⑩ 〃(音 声 ⇔ コー ド) 6 4.8 10 7.9 16

⑪ フ ァ イ ル 中 継 31 24.6 12 9.5 43

⑫ リ ア ル 中 継 22 17.5 11 87 33

⑬そ の 他 6 48 1108 7

(3情 報処理 サ ー ビス 75 59.5 一1一 75

(4情 報提供サ ー ビス 43 34.1 _1_

1
43

一14一

(回 答126社)
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(6)VANに よ る企 業 間 ネ ッ トワ ー クの状 況 一物 流を 中心 に 進 展

VANサ ー ビスの 利 用 は,卸 ・小 売 間 で 約20%を 占め,メ ー カ ーか ら小

売 まで を含 め る と過 半数 を 占め て い る。

メー カ ー間 の 取 引 に関 して は,原 材 料 一中 間 材 料 の流 通 が あ り,代 理 商 ・

仲 立 業 の 介 在 が あ る もの と考 え られ る。

メ ー カ ー ・運 輸 ・倉 庫 まで は,メ ーカ ーの 物 流 と して一 体 化 され て お り,

一 方 で これ 等 に対 して 出荷 を コ ン トロール して いる
。

物 流 と比 較 す る と資 金 の流 れ に関 して は,VANの 利 用 が 進展 して お らず

信 頼 性,安 全 性 の 面 か ら銀 行 が 行 って いるCMS等 と個 別 に接 続 して い る こ

と と考 え られ る。 基 本 的 に は,取 引先 ・件数 が 多 い分 野 か らVAN利 用 が 進

展 して い る と言 え よ う。

2

製19製

造 造.

金 融
19

5

鰹要

】1

罐

運6
輸

運
輸

4
1

6

倉
庫

卸
売

卸
売

32

| 倉
庫

4

図2-5VANに よ る企業 間 ネ ッ トワ ー ク(物 の流 れ を 中心 と した もの)
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(7)VAN事 業 で 利 用 の他 社 ネ ッ トワー ク ー第 二 種 電 気通 信 事業 者 の1/3は

NTT以 外 の ネ ッ トワー クを 利 用

マク ロ的 に 見れ ば,第 一種 事業 者 の ネ ッ トワー クを 利 用 した 基 本 通信 サ ー

ビス(専 用線 再販 な ど)と 特 別 第 二種 通信 事 業者 の ネ ッ トワー クを利 用 した

高 度通 信 サ ー ビス,情 報 処 理 サ ー ビスが 多 い よ うで あ る。

さ らに ・ ア ンケ ー ト結 果 か ら判 断 す る と回 線 の数 は わ か らな いが,全 体 の

利 用 企 業 数 は41社 あ り,回 答 企 業 の3分 の1はNTT以 外 の 回 線,ネ ッ ト

ワ ークを 最 低1本 で も利 用 して い る と言 え よ う。

第 一 種 電 気 通 信 事 業 者 の 利 用状 況 は20企 業 とま だ 僅 か で あ る。

表2-5VAN事 業で利用の他社 ネ ッ トワーク
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(8)契 約 形 態 一 約款 ベ ースは基本通信 ・高度通信 サー ビスで も20%程 度

電 気 通 信 事 業 法 に お い ては,特 別 二 種業 者 は契 約 約 款 を掲 示 して 営 業 す べ

き こ とが 定 め られ て い るが,実 態 と して標 準 約 款 で 提 供 で き る サ ー ビス に は

限界 が あ る よ うで あ る。 サ ー ビス種 別 でみ て も,約 款 に しや す い基 本 通 信 サ

ー ビス ,高 度 通 信 サ ー ビス に お い て も,20%前 後 が 約 款 ベ ースで サ ー ビス

提供 して い る に す ぎ な い。 また,情 報 処 理 サ ー ビ スに お い て は4%の み が約

款 ベ ー スで あ り,他 は個 別 契 約 に依 って い る。VAN業 界 にお け る価 格 比較

が 困 難 で あ る と い う声 を よ く聞 くが,そ の 理 由 の 一端 を示 して い る と言 え よ

つo

基本通信
サービス

%,

高度通信
サービス

ち 、

情報処理
サービス

契 約 書
丁

σ'e
p二丁

約 款

81.1% 18.9%

正 正 正 一 ⑭/丘 」ヒ

79.7% 20.3%

＼
＼

正 正 正 一一↑ @

図2-6サ ー ビス別 にみ た 契 約 方 法 の割 合
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(9)料 金 体 系 一 従量制 料金が 一般 的に多いが,情 報処理 サ ー ビスでは個別契約が4割

従 量制 料 金 が各 サ ー ビ スで4割 程 度 を 占め て い る。 通 信 の性 質 上 か ら もこ

の 傾 向 は,今 後 も続 くで あ ろ う。 個 別 契 約 も各 サ ー ビス で か な りの 割 合 を 占

め て い る。特 に情 報 処 理 サ ー ビスで は4割 を 占め て お り 基 本 通 信 サ ー ビス

で は従 量 制 とほ ぼ 同 じ割 合 を 占め て い る。 個 別 契約 の割 合 が 比較 的 多 い の は

小規 模 なVAN業 者 で は 料 金 体 系 が確 立 して い な い こ とや,同 一 企 業 グ ルー

プ内 で の 共 同 利 用 が 多 い こ とな どが理 由 と して考 え られ る。

基本 通 信 サ ー ビ ス にお い て,他 の サ ー ビスよ り も従 量 制 料 金 の 割 合 が 低

いの は,パ ケ ッ ト交 換 機 等 の 処 理 能力 を持 った ノ ー ド ・プ ロセ ッサ を持 た な

い場 合,課 金 データの収 集 が 困難 で あ るこ と,及 び専 用 線 の 使用 が 多 い た め で

は な いか と思 われ る。

高度 通 信 サ ー ビス にお いて,従 量 制 料 金 が 多 いの は,こ の形 態 が 現状 で は

質 的 に も技 術 的 に も最 も従 量 制 に馴染 み や す いた め で あ ろ う。

①
基本料金+従 量制

②
基本料金+月

③
ユ・ザ との個別契約 そ の 他

基本通信
サービス

高度通信
サービス

＼
＼

N
＼

＼

＼
＼ ＼ |

4.∈

39.1% 18.5% 38.0%
%

、 '

＼ " / 1

＼ ' / 1
＼ ' /

、
r / 1

46.8% 9.7% 28.5% 15.0%

、

、 1 ＼
1

、 / ＼
1

「 、 1

'

情 報処 理

サ ー ビス 48.7%
37

%
40.2%

M

%

図2-7サ ー ビス別 に み た 料金 体 系 の 割 合
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OO)処 理 形 態 一情 報 処 理 サ ー ビス で は,フ ァイル転 送 型 が6割

情 報 処 理 サ ー ビス に お け る処 理 形 態 は,フ ァイ ル転 送 型 が6割,ト ラ ンザ

ク シ ョ ン処 理 型 が4割 で あ る。

異 業 種 間 の情 報 交 換 は,フ ァイル 転 送 型 の処 理 が多 い と考 え られ るが,遠

隔 地 を 含 め た オ ン ラ イ ン処 理 シス テム の実 現策 と して端 末 あ る い は パ ソ コ ン

と ホス ト間 の通 信 をVANを 介 して行 って い る と考 え られ る。

トラ ンザ ク シ ョン処 理 型 で は,異 機 種 間接続 の 場合 に通 信 プ ロ トコル や 業

務 処 理 上 の問 題 な ど に よ り実 現 で きず,フ ァイル 転 送型 で対 応 して い る場 合

もあ る。

今 後 は,OSIの 推 進 な どに よ り異機 種 間 の トラ ンザ ク シ ョ ン処 理 型 も増

加 す る もの と思 わ れ る。

トランザク ション

処 理 型

89サ ー ビス

(39.7%)

図2-8情 報処 理 サ ー ビス にお け る処 理 形 態
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(11)VANサ ー ビス の 利 用 者 一一般取 引先相 互が3割,企 業 内,関 係間が これに

次 い で い る。

・企 業 内 に 於 て は ,基 本通 信 サ ー ビス に よ る回線 コス トの 削 減 及 び情 報 処 理

に関 す る利 用 が 多 い が,機 器 の統 一等 が あ る程 度 は コ ン トロー ル可 能 で あ

る点 か ら高度 通 信 サ ー ビス の利 用度 合 は相 対 的 に低 い。 一方 利 用 者 の 割 合

が 高 い 一般 取 引先 相 互 に 関 して は,各 種 の機 器 を 接 続 する必要 か らか,基

本通 信 サ ー ビス と高 度通 信 サ ー ビス とを 同 時 に 受 け て い る と考 え られ る。

資 本 ・業 務 関係 の あ る ケー スで は,処 理 ニ ー ズ よ り も通 信 サ ー ビスが 強 い。

・一般 取 引先 ,同 業 種 特 定 グ ルー プ等 に 於 て 情 報 処 理 サ ー ビ ス 利 用 の 比 率

が 高 いの は,従 来 の 計算 セ ン ター型 の 利 用 が 多 い もの と考 え られ る。

高 度 通 信 サ ー ビスの 中で,そ の他 利 用 者 の割 合 が高 いの は,パ ソ コ ン通 信 の

よ うな 不 特 定 多 数 が 利 用 して い る た め と考 え られ る。

基本通信

サー ビス

高度通 信
サー ビス

情 報処理

サー ビス

_鐡_一_熾__澗 竃1轡

27.3% 3」.3% 240%
4.7

%

476.7

%%
」

//1//ノ

.////////一 場
,//,!/

1
1

17.3% 30.0% 21.8% 8.5%
3」

%
、

17.7%

＼

＼ ＼ ＼ ＼ ＼ 、ミこ1・・%
、 ＼ 、 ＼ ＼ こ＼

20.4%35.6% 173% 13.9%
54

%

6.4

%

L 1.0%

図2-9サ ー ビス別 に み た利 用 者 の割 合
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(12)提 供 サ ー ビス と異 種 性 一異種 ホス ト,異 ネッ トワーク接続 は今後の課題

VANブ ー ムの 初 期 段階 で よ く言 わ れ た コ ー ド変 換,フ ォ ー マ ッ ト変 換.

異 機 種 接 続,ネ ッ トワ ー ク接 続 な どめ基 本 機 能 も,今 回 調 査 の 結 果 で み る と,

それ 程 実 現 され て い な い よ うで あ る。 結 果 だ け か らみ た 場 合,機 能 が提 供 さ

れ て い な いの か,ニ ー ズ が な いた め不 要 なの か,不 明 で あ るが,VAN利 用

の 理 由 に よ く挙 げ られ る異 種 ホ ス ト接 続,異 ネ ッ トワー ク接 続 は ま だ 少 な い

と言 え よ う。 情 報 処 理 サ ー ビス に お い て は 異種 ホス ト接 続 が 約30%あ るが

情 報 処 理 サ ー ビスの か な りの もの が,フ ァイ ル転 送 ベ ースで あ る こ とを 考 え

る と,本 格 的 リア ル タイ ム ベ ース で の 異 種 ホス ト接 続 は これ か らの課 題 と言

え よ つ。

表2-6提 供 サ ー ビス と異 種 性

提供 サー ビス

提供 中の
サー ビス

件 数

異 香巨 性
デ ー タ
コ ー ド

(変 換)
.

フ ォ ー

マ ッ ト

(変 換)

異 種
ホ ス ト

(接 続)

異 ネ ッ ト
ワ ー ク

(接 続)

高

度

通

信

サ

ー

ビ

ス

パ ソ コ ン 通 信 27 4 2 3 4

集 配 信 サ ニ ビ ス 61 29
.

34 22 8

電 子 メ ー ル 38 6 4 4 6

電 子 掲 示 板 29 2 2 1 3

ビ デ オ テ ッ ク ス 8 3 3 2 1

音 声 メ ー ル 7 2

フ ァ ク シ ミ リ 伝 送 5 3 2

電 子 会 議 5 1

メデ ィア変 換(FAX⇔ コード) 8

.

1
1

1

メ ディア 変 換(音 声 ⇔ コート) 6 1 1 1

フ ァ イ ル 中 継 31 10
.

11 8 5

リ ア ル 中 継 22 10

1

8 7 4

そ の 他 6 4
1

2 2 1

情 報 処 理 サ ー ビ ス 201 81 106 67 15
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(13)運 用 体制 一整 備 され つつあ るが業 として行 うには十分とは 言 え な い

ホ ス ト ・ネ ッ トワ ー ク部 分 の 運 用 体制 の 独 立,各 種 記録 の 集 計 ・分析 管 理

等,あ る程 度 は実 施 され て い る。苛

しか し,テ ス ト用 の ネ ッ トワー ク設 備 を保 有 して い る業 者 は,3分 の1に

満 た な い状 態 で あ る。 ま た,電 気 通 信 主 任 技 術 者 が い る業 者 は半 数 以 下で あ

り その う ちの2分 の1は5人 以 下 で あ る。

ネ ッ トワー ク監 視 セ ンタ ーを 保 有 して い る業 者 は4割 程 度 で あ るが,規 模

な どか ら推 測 す る と 十分 な ネ ッ トワー ク管 理 を行 って いる とは 思 わ れ な い。

小 規模 なVAN業 者 が多 く,初 期設備投 資が掛 か るとは言え 通信 事 業 を行 う

体制 と して は十 分 とは 言え な い で あ ろ う。

表2-7運 用 体 制

1.ホ ス ト ・ネ ッ ト ワ ー ク部 分 の

運 用 体 制 が 独 立 して い る 。

2.ネ ッ トワ ー ク監 視 セ ン タ ー が

あ る 。

3.テ ス ト用 の ネ ッ ト ワ ー ク設 備

が あ る 。

4各 種記録 の集 計,分 析管理 を

行 って いる。

5電 気通信主任技術者がいる。

回 答 社 数

(42.9%)

(32.1%)

(62.5%)

(42.990)

(回 答112社)

24(50%)

平 均9.6人(48社 平均)
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(14運 用 時 間 帯 一24時 間 休 日な しが大 多数,そ の 実態 は?

運 用 時 間 につ いて,サ ー ビスの 性 質 上24時 間 休 日な しが 多 い よ うで あ る。

図2-5,VANに よ る 企 業 間 ネ ッ トワ ー ク に み られ る よ うに,ユ ー ザ

ー の業 種 が 製 造 ・物 流 関 係 に 多 い た め,こ れ らの業 種 の 業 務 時 間 を カ バ ーす

る必 要 が あ る こ と,及 びVANを 流 れ る企業 間 デ ー タは,個 々 の ユ ーザ ーの

通 常業 務 終 了後 に発 生 す る ケ ー スが 多 い ことな どか ら,必 然 的 に この よ うな

サ ー ビス時 間 帯 が必 要 に な って くる もの と思 わ れ る 。一 方,24時 間 サ ー ビ

ス を行 わ な い 業 者 で は,運 用 時 間 は20時 間 及 び そ の他 の 回答 が 多 い。 こ

れ らの業 者 は単独 ユ ー ザ ーや 同 一 業 種 の ユ ー ザ ー に の み サ ー ビス を 行 って

い る た め,比 較 的 長 時 間 の サ ー ビス停 止 が可 能 にな って い る と思 わ れ る。

表2-8VANサ ー ビス の運 用 時 間 帯

(a)休 日

休日無 し 日 曜 祝 祭 日 日 ・祝 祭 日 土 ・日 ・祝 祭 日 そ の 他

81(73.6%) 5(4.6%) 2(18%) 19(17.3%) 2(18%) 1(0.9%)

(回 答110社)

(b)運 用時間

24H 23H 22H 21H 20H そ の 他

70(60.3%) 2(1.7%) 1(09%) 1(0.9%) 16(138%) 26(224%)

(回 答116社)
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q5)セ キ ュ リテ ィ ・障 害 対 策 一暗号化 によ る不正傍受防止,ネ ッ トワークの

迂回路 構成 は,ま だ不十分

デ ー タの機 密 保 護 方 式 で は,ユ ーザ ーID,パ ス ワー ド等 に よ る不 正 ア ク

セ ス防 止 策 と 入退 室管 理 は,ほ とん どの 事業 者 で行 わ れ て い る。 これ らに 比

較 して 暗 号 化 に よ る通 信 情 報 の 不 正 傍 受 防 止 あ るい は,閉 域 接 続 な どの ハ ー

ドを基 本 と した 強 力 な機 密保 護 対 策 は あ ま り実 施 され て いな い こ とが 明 確 に

出 て い る。

障 害 対 策 で は,モ ニタ リン グ,テ ス ト機 能,定 期 保 守 な ど各 種 ツー ル に よ

る障 害 の 早 期 検 出対 策 と 障 害発 生時 の 障 害 切 分 け機 能 や リカ バ リ機 能 に 関 し

て は,多 くの事 業 者 が設 備化 して い るよ うで あ る。 しか しなが ら,設 備 の二

重 化 や ネ ッ トワ ー クの 迂 回路 構 成 に 関 して は,設 備 費 用 が 掛 か るた め か あ ま

り実施 され て い る とは 言 え な い 状 況で あ る。 特 に,回 線 数20以 下 の 企 業 で

ネ ッ トワ ー クの迂 回 路 構 成 を実 施 して い る と ころ は,4社(30/o)だ けで あ

る。

表2-9セ キ ュ リ テ ィ ・障 害 対 策

データの機密保護方式 回答社数

1.ユ ー ザ ーID,パ ス ワ ー ド

等 に よ る 不 正 ア ク セ ス 防 止

111(902%

2暗 号化による通信情報の

不正傍受防止
15(122%

3.入 退 室 管 理 91(74D%

4.閉 域 接 続 41(333%

5.そ の 他 4(3.3%

(回 答123社)
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障 害 対 策

1設 備の二重化

2.モニタリンズ テスト機能,

定期保守 など各種 ツール
による障害 の早期検 出

3.障害発生時の障害切 分

け機能 や リカバ リ機能

4.ネ ッ トワー クの迂回路

構 成

5.そ の 他

回答社数

52(47.3%)

97(882%

72(65.5%

39(35.5%

4(3.6%

(回 答110社)



〔16)VAN事 業 の 展 開 と採 算性 一提供予定 サ ー ビスが採算性 が あると思 う

サ ー ビスを上回 る

一 見 して わ か るよ うに興 味 深 いの は ,す べ て の サ ー ビス に お いて重 点 的 提

供 予 定 サ ー ビス と して 挙 げ た もの が,採 算 性 の 取 れ る と思 わ れ る もの を 上 回

っ て い る こ とで あ る。 「も うか り そ う もな い が,提 供 せ ざ るを 得 な い,も し

くは メニ ュ ーを 揃 え ね ば な らな い」 と い った傾 向 は どの よ うに理 解 す べ き で

あ ろ うか 。 ま だ提 供 メ ニ ューが 揃 って い な い た め採算 を度 外 視 して で もサ ー

ビス提 供 を す る とい った傾 向 は健 全 な事 業 形 態 とは言 え な い と思 わ れ る 。
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q7)VAN事 業 の 売 上 げ規模 一本格大 手企業 とパ ソコン ・サー ビス中心 の小規模
企業 の2極 化

事 業 規 模 の 部 分 で資 本 金 と回 線 数 で み た場 合,2極 分 化 の 傾 向 が うか がえ

る こ とを述 べ た。 収 支 の分 計 に おい て は2極 分化 の 傾 向 は うか が え な いが,

売 上 規 模 で み た場 合 下 位 グル ー プ と上 位 グル ー プ に は大 きな 隔 りが あ る こ と

が わ か る。

特 に,売 上10億 円 未 満 が63%を 占 め る こと か らみ てVAN業 界 が,

ビジネスユーザ ー中心 に情報 処 理 サ ー ビス を手 広 く手 掛 け る本 格 大 手 企 業 と,

パ ソ コ ンサ ー ビス を 中心 に した(主 と して個 人 に近 い マ ー ケ ッ トを 狙 う)

小 規模 企業 とに2極 化 して い る と み て よ い の で は な か ろ うか 。

収 支 を 分 計

36社

(31.6%)

収支を分計

していない

78社

(回答114社)

50億 円 以 上

12社(185%)

12社

(18.5%)

1億 円 未 満

19社

(29.2%)

(回答65社)

図2-11収 支 の 分 計 状 況 図2-12VAN事 業 の売上高
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C18)VAN事 業 にお け る従 業 員 数 一5人 以下 の企業 が3割,平 均37.5人

VAN事 業 は,一 般 的 に は イ ンフラス トラクチ ャーを 創 造 す る仕 事 だ と考 え

られ て い るが,今 回 の調 査 結 果 で は 従業 員数 平 均37.5人 との 予 想 外 に小 さ

な数字 で あ った 。

これ は,こ の 間 の 回 答 企業65社 の 平 均 で あ り,残 り61社 は 無 回 答 で あ

る。 無 回 答 企業 は,VAN事 業 に専 従 して い る従業 員 は いな い とい う こ とか

平 均 が37.5人 とな って い るの は,50人 以 上 の 企 業 が13.8%を 占め,

ま た100人,150人 とい った 従業 員 を抱 え る大 手 企 業 が 何 社 か あ るた め

平 均値 を高 め て い る と思 わ れ る。 無 回 答 企業 約5割 と考 え 併 せ る と実 際 は も

っ と低 い値 とな る ことが 予 想 され る。

従業 員数20人 以 下 の 企 業 は42社(約7割 弱)で あ り,VAN事 業 に対

して ご く少数 の専 従 者 を お き,他 の事 業 を そ の収 入の 中 心 と して い る こ とが

売 上 規 模 等 と 併 せ て考 え る と予 想 で き る。

表2-10VAN事 業 に お け る従 業 員 数

1人 2人 3人 4人 5人 6～10人

6(9.2%) 4(62%) 5(7.7%) 2(3.1%) 2(3.1%) 13(20D%)

11～15人 16～20人 21～25人 26～49人 50人 以上 平 均

6(92%) 4(6.2%) 4(62%) 9(138%) 9(13B%) 375人(65社)
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2・2第 二 種 電 気 通 信 事 業 の 今 後 の 課 題

(1)運 用 基 準 等VAN業 界 内 の課 題

VAN業 界 内 の 実 態 は,2.1で 述 べ た よ う な状 況 で あ り,今 後 ます ます 発 展

して い くた め に は,ネ ッ トワ ー クの 整 備,サ ー ビス の高 度 化等 だ けで な く,ユ

ー ザ ーが 安 心 して 利 用 で き るよ うな体 制 づ くりが 必 要 とな る
。 契 約 ・約 款 や料

金 面 な ど の 整 備 も今後 の 課 題 で あ るが,特 に安 全 性 ・信 頼 性 の 確 保,セ キ ュ リ

テ ィ対 策 な どは 通信 業 者 と して は,当 然 整 備 す べ き事 項 で あ る。 また,事 業 者

の 経営 基 盤 に つ いて言 え ば 調 査 結 果 か ら もわか る よ うにVAN事 業 で の採 算 は,

ほ とん ど の 企業 で とれ て お らず,収 益性 を 度 外視 した サ ー ビス提 供 を行 って お

り,今 後 は,収 益 性 の 改善 も課 題 と な ろ う。

① 安 全 性 ・信 頼 性 の 確 保

基 本 的 に は,業 と して他 人 の 通信 を媒 介 す る社 会 の イ ン フ ラス トラ クチ ャ

と して 機 能 してい くに は安 全性 ・信 頼性 は最 低 限 の 条 件 で あ る。 しか しなが

ら,パ ソ コ ン通 信 を 主体 と した 小 規模 グ ル ープ と汎 用 的 な サ ー ビスを 提 供 し

て い る大 規 模 グル ー プ に 大別 さ れ,安 全性 ・信 頼性 に対 す る対 応 や考 え 方 等

もそれ ぞれ 異 な る。

事 業 規模 や 個 々の 業 務 内容 に よ り安 全 性 ・信 頼 性 に対 す る要 求 は必 ず しも

一 律 で は な く ,そ れ ぞれ の要 求 に合 った もの を 提 供 して い くと い う事 も必 要

で あ る。 しか し,あ ま りに も質 の低 い サ ー ビス の 提 供 は,VANそ の ものへ

の社 会 的 な信 頼 を 失 うこ とに もな り,VAN市 場 の健 全 な 発 展 を 疎 外 す る要

因 に もな りか ね な い。

現 在,通 商 産業 省 の 「安 全 対 策 基準 」 に よ る公 的 な認 定 制 度 等 もあ る が,

情 報 処 理 シス テ ム 全般 を対 象 と した もの で あ り,VAN事 業 に 対 す る基 準 と

して は,不 十 分 と思 わ れ る。

ま た,電 気 通 信 事 業 法 に も,特 別 第 二 種 通 信 事 業 者 に対 す る設 備 規定 はあ

るが,一 般 第 二 種 通 信 事 業 者 に 対 す る規 定 は設 け られ て い な い。

ユ ーザ ー利 益 の 保 護.VAN市 場 の発 展 の た め に も,一 般 第 二種 通 信 業 者
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を 含 め た,VANサ ー ビス に お け る安 全 性 ・信頼 性 に対 す る公 的 な基 準 の制

定 が 必 要 で あ り,ま た 業 界 内 にお い て も,安 全 性 ・信頼 性 に対 す る再 認 識 と,

その 確 保 の た め に よ り一 層 の努 力 が 必 要 で あ る。

② セ キ ュ リテ ィ対 策

今回 の 調査 結 果 か ら もいわ れ るよ うに,安 全 性 ・信 頼 性 と同様 で 十 分 な 対

策 が 行 わ れ て い る と は言 い難 い。

回 答 結 果 を 見 る と 「ユ ーザ ーID,パ ス ワ ー ド等 に よ る不 正 ア ク セ ス防 止 」

は,ほ とん どの業者 で実施 され て い るが,そ の他 の機 密保 護 方 式 は余 り実 施 さ

れ て い な い。

通 信 業 務 に お ける機 密 保護 は,最 も基 本 的 な条 件 の一 つ で あ る が,VAN

業者 が こ の こ とを 十 分 理 解 してい るか 疑 問 に 思 わ れ る。 もち ろ ん① と同様,

業 務 の 内 容 に よ って は必 ず し も全 てが 機 密 保護 を 必 要 とす る とは思 え な い が,

通 信 を業 とす る もの で あれ ばあ る程 度 の対 策 は,実 施 す べ きで あ ろ う。

一 般 に セ キ ュ リテ ィ対 策 は ,利 用 の容 易性 及 び コ ス トと相反 す る もの で あ

る が,VANが ユ ー ザ ーか ら信 頼 され る もの に な るため に もセ キ ュ リテ ィに

対 す る再 認 識 が 必 要 で あ る。

③ 収 益性 の改 善

VAN業 者 にと って,現 在 最 大 の 問 題 は,収 益 性 の悪 さで あ ろ う。 この こ

と は,採 算 性 に対 す る質 問 にお いて,採 算 が とれ て い る と回 答 した企 業 が わ

ず か で あ る こ とか らも判 断 で き る。

ま た,「 今 後,採 算 が とれ ると思 わ れ る サ ー ビス」 に関す る質 問 に つ い て

も採 算 性 に 対 して明 る い見 通 しを 持 って い る企業 は ほ とん ど な い 。

収 益 性 の 悪 さ に つ い て は,次 の よ うな 原因 が 考 え られ る。

⑧ 過 当 競 争

VAN業 者 の 提 供 サ ー ビス に関 す る回 答結 果 をみ る と各 サ ー ビス に お け

る利 用 者 数 が少 な く,ま た 売 上 高 につ い て も ほ とん ど が10億 円 以 下 で あ
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この よ うな 現 状 のVAN市 場 は,近 年 の 経 済 事 情 もあ って,様 々 な業 種

か ら参 入 して き て お り,明 らか に過 剰 な 状態 とな って お り,ユ ー ザ ー獲 得

の た め に不 当 な価 格 競争 を 行 っ て い るの が 実情 で は な い だ ろ うか 。 事 実,

明 らか に コ ス ト割 れ,あ るい は 開発 ユ ス ト無視 の 価 格 提 示 が 行 わ れ て い る

例 も多 々見 受 け られ る。

⑤ 採 算 性 度 外 視

VAN事 業 への 参 入 の動 機 及 びVAN事 業 の 採 算 性 に対 す る考 え 方 に関

す る回答 を 見 ると 次 の 様 な意 見 が 多 い。

。関連 機 器 拡販 の 手 段 と して 参 入

。情報 処 理 サ ー ビスを 行 う上 で顧 客 確 保 の た め の 必要 性 か らVANサ ー

ビスを行 って い る。

。顧 客 サ ー ビ スの 一 環 と考 え て い る(パ ソ コ ン ・ネ ッ ト,運 送業 に お け

る荷 主 サ ー ビス等)

。既 存 余 剰 設 備 の 有 効 活 用 。

。採 算性 に つ い て は考 え て い な い 。

これ らの意 見 に共 通 す る考 え方 は,VANサ ー ビスを 独 立 した事 業 と考

え てお らず,従 って,そ の 収 益 性 にっ いて も,必 ず しも重 視 して い な い と

い う こ とで あ る。

また,前 述 の市 場 にお け る 過 当 競 争 と い う状 況 もあ り,多 くのVAN業

者 は,現 状 を市 場 獲 得 の た め の投 資 期 間 と考 え て お り,採 算 性 を度 外 視 せ

ざ る を得 な い,あ るい は あ き らめ て しま って い る とい うの が本 音 で はな い

だ ろ うか 。

◎ 設 備 投 資 が 過 大

一 定 の サ ー ビス 品 質 を保 証 す る た め に は,安 全 性 ・信頼 性 の確 保,セ キ

ュ リテ ィ対 策 等 に 多額 の 設 備 投 資 を要 す る。 また,こ れ らは,ユ ーザ ー規

模 に合 せ て順 次 投 資 す る こ とが 困 難 な もの が 多 く,先 行 投 資 の 形 を と らざ

る を得 な い。
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⑧ で も述 べ た よ うに,現 状 の 各VAN業 者 は ユ ー ザ ー数 が 少 な く,こ れ

らの設 備投 資 を回 収 す る こ と は,現 状 で は困 難 なケ ース が 多 い と思 われ る。

④ 多様 化 す る個 別 ニ ーズ へ の対 応

VANに お け る各 提 供 サ ー ビス の契 約 形 態 に 関 す る回 答 結 果 を 見 ると個

別 契 約 が 多 く,こ れ か ら推 測 す る と現 在提 供 され て い るVANサ ー ビス は

オ ン ラ イ ン情 報 処 理 の 延長 的 な面 が 強 く,個 別 対応 せ ざる を得 な い状 況 と

な って い る 。

通 信 手 順 につ い て もJ手 順,全 銀 手 順 へ の集 約 化 の傾 向 は あ るが,ま だ

種 々の 手 順 が 存 在 し,個 別 に サ ポ ー ト して い る。 これ らも,シ ス テ ム 開発

コ ス トの 増 大 を まね く原 因 の 一 つ と な ってお り,収 益 性 を低 下 させ て い る

とい え よ う。

これ ら収 益 性 を悪 化 させ て い る原 因 の う ち,VANの 採 算 性 を 度 外 視 す

る よ うな考 え方 は,VAN産 業 の 健 全 な発 展 を疎 外 す る重大 な問 題 で あ る

と思 わ れ る。 特 に,一 部 の メ ーカ ーが,自 社 製品 販 売 の 市 場 拡 大 の 手 段 と

して 不 当 な価 格 設 定 を行 う こ とや,NTTの よ うに市 場 開 放 以 前 に独 占状

態 で 採 算 ライ ン に達 す る市場 を確 保 して い る企 業が 市 場 開拓 段 階 に あ るV

AN業 者 を 圧迫 す る よ うな こと は,VAN業 者 の健 全 な成 長 を 疎 外 す る も

の で あ る。

各業 者 が,コ ス トダ ウンの た め に一 層 の努 力 をす る こ とは 当 然 必 要 な こ

とで あ るが,そ れ 以 外 に も適 正 な価 格 の 遵 守 が必要 で あ り,VAN業 務 の

分 計化 義 務 付 け等,価 格 の 適 正 化 政 策 の 検討 が必要 と思 わ れ る。

④ ネ ッ トワー クの一 様 性,拡 張 性 への 対 応

現状 のVANは,提 供 サ ー ビ スの 利用 者 に 関 す る回 答 か ら もわ か るよ う に

比 較 的 小規 模 の 関連 企 業,業 界 グル ー プ間 で の デ ー タ交 換 が多 いが,今 後 は

これ らの グル ープ は拡 大 して い き,か っ グ ル ー プ間 で の デ ー タ交 換 も発 生 し

て い くもの と思 わ れ る。 また,社 会 の情 報 化 の進 展 に と もな って,ネ ッ トワ

ー ク化 は流 通 の 川 上 か ら川 下 へ と浸透 して い くで あ ろ う。
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しか し,流 通 の 川 下 で あ る小 売 業 者,あ るい は,中 間 に位 置 す る卸業 者 は,

一般 に複 数 の 企 業 グ ル ープ ,ま た は業 界 と取 引 を行 って お り,そ の 間 に デ ー

タ交 換 の必 要 が 生 じて い る。

これ らの ニ ー ズ に対 応 して,ユ ー ザ ーの利 便 性 を確 保 して い くた め に は,

VAN産 業 全 体 と して,ネ ッ トワー クの一 様 性,拡 張 性 へ の配 慮 が必 要 で あ

る。

具 体 的 に は,次 の よ うな課題 が考 え られ る。

④ 通信 手順 の 問題

前 に も述 べ た が,現 状,通 信 手順 は種 々の もの が存 在 し,そ の 機 能 も必

ず しも等 価 な もの で は な い。 現 状 の ま ま で は,複 数 のVANを 利 用 しよ う

とす る ユ ーザ ーは,個 々のVANに 合 った通 信 手 順 を準 備 し,場 合 に よ っ

て は 適 合 す る機 器 を 購 入 しな け れ ば な らな い事 態 も生 じ る。

ま た,現 在 比 較 的 多 く使 用 さ れ て い るJ手 順,全 銀手 順 は,今 後,増 加

す る もの と思 われ る会 話 型 処 理 に は 不 向 な こ とや,VANの 介在 を前提 に

考 え て い な い こ と な どの 問題 を抱 え て い る 。 今後,よ り有 効 なVANの 利

用 を 推 進 して い くた め に は,通 信 手順 の 再検 討 及 び統 一化 を 推進 して い く

必 要 が あ る。

⑤VAN間 接続 へ の対 応

ユ ー ザ ーの 利 便 性 を考 慮 す る と き,今 後 当 然 発生 して くる と思 わ れ る課

題 で あ るが,現 状 は,ま だ実 例 は少 な い よ うで あ り(提 供 サ ー ビスの 異 ネ

ッ トワー ク間 接続 に関 す る質 問)対 応 もま だ本 格 化 は して い な い よ うで あ

る。(X.75の サ ポ ー ト,OSIに 関 す る質 問)

しか し,こ れ は 近 い 将 来 の 問 題 で あ り,以 下 の よ う な項 目 に つ いて,業

界 内 で の調 整,標 準 化 を 急 ぐ必 要 が あ る。

。サ ー ビス時 間 帯 等 運 用 に関 す る基 準 作 成

。セ キ ュ リテ ィ ,安 全性 に関 す る基 準 作 成

。OSI等 標 準 プ ロ トコ ルへ の対 応
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⑤ サ ー ビス 内容 の 明確 化

VANサ ー ビス と呼 ば れ る もの には回 線 リセ ールか ら情 報 提 供 ま で 様 々な

も の が あ る が,市 場 にお い て こ れ らサ ー ビスの 種類 ・内容 は 正 し く理 解 され

て い な い。

例 え ば,電 子 メ ー ル ・パ ソ コ ン通 信 ・集配 信 サ ー ビス ・フ ァイ ル中 継 等 の

サ ー ビス を 明 確 に区 分 す る こ と は可 能 で あ ろ うか 。 ま た,ザ ー ビス時 間,安

全 性 ・信 頼 性,セ キ ュ リテ ィ対 策 等 サ ー ビス の 品質 に つ いて も正 し くユ ー ザ

ーに提 示 され て い る と は言 い難 い 。通 信 事 業 の 自由化 に よ り,様 々 な サ ー ビ

ス が 生 れ る こ とは望 ま しい こ とで あ るが,現 状 のVAN市 場 で は サ ー ビス の

内 容 ・品 質 の定 義 が あ いま いで あ り,ユ ー ザ ー への提示 が 不 十 分 で ある と思

わ れ る。

この こ と は,ユ ー ザ ーがVANに 対 して 不信 感 を抱 く原 因 とな り,ま た,

価 格 の混 乱 を ま ね く恐 れ もあ る。

した が って,業 界 と して サ ー ビス内 容 の 明確 化,用 語 の 統 一,サ ー ビス品

質 に 関 す る指 標 の制 定 等 の 対策 が 必要 と思 わ れ る。

以 上VAN業 界 に お け る主 な問 題 点 及 び課題 に つ いて 述 べ たが,こ れ ら諸

問 題 の 根 源 に あ る もの と して,業 者 自身 のVAN事 業 へ の 取 り組 み方 の あ い

ま い さが あ る 。

この こと が,過 当競 争,採 算 を度 外 視 した価 格 設定,拡 張 性 ・利 便 性 へ の

配 慮 不 足 等 の 問題 を生 み 出 して い る と思 われ る。 また,一 方 で この こ と は,

セ キ ュ リテ ィ,安 全 性 へ の 対応 不足 等社 会 的 責任 の認 識 不 足 を まね い て い る

と も考 え られ る。

情 報 化 社 会 の イ ンフ ラス トラ クチ ャと してのVAN産 業 を 考 え る と き,一

定 レベ ル の 品 質 確 保,業 界 の 健 全 な発 展 が 不可 欠 で あ る。

今後,業 界 内 において,こ れ ら諸問題 に対 す る認識を新た にし,VAN産 業健 全

化の努 力 をす ると ともに,行 政的 に も何 らかの指導,法 的措置の検討 が望 まれ る。
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(2}OSIの 推 進 等 技 術 的課 題

VAN事 業 を 展 開 し,発 展 さ せ てい くた めに は,利 用 者 の 多 様化 す るニ ー ズ

に的 確 に対 応 して い くこ と が必 要 で あ り,そ の た め に は,VAN間(網 間)接

続,異 種 ホ ス トと の接 続 と い った相 互 接 続 の 問題 や セ キ ュ リテ ィ対 策,24時

間365日 フル稼 動 して い くた め の技 術 的 な 対 策 な ど の検 討 が重 要 で あ る 。

こ こで は,特 に相 互 接 続 の 問題 を解 決 す る た め に 国際 的 に標 準 化 が 進 め られ

注 目 され て い るOSI(OpenSystemsInterconnection開 放型 システ ム間

相 互 接続)の 動 向 を中 心 に 技 術 的 な課 題 に つ い て 述 べ る。

① ア ンケ ー ト調 査 結 果 とOSIの 動 向 に つ い て

サ ポ ー トプ ロ トコル に関 す る集 計 結 果 を 見 る と上 位 プ ロ トコル に 関 して は,

J手 順 が7割 以 上,全 銀 手順 で半 数 以 上(回 答 社 数92社)の 業 者 が サ ポ ー

トして い る。

これ は,チ ェ ー ン ・ス トア業 界 の標 準手 順 で あ ったJ手 順,銀 行 業 界 の標

準 手順 で あ った全 銀 手 順 が,そ れ らの業 界 を越 え て汎 用 的 な フ ァイ ル転 送手

1順と して 一 般 化 し広 く各 種 業 界 で利 用 され て い る証 しと いえ よ う。

J手 順 と全 銀 手順 の 大 き な違 いは,デ ー タ の透 過 性 で あ り,漢 字 コ ー ドや

イ メ ー ジ ・デ ー タ送 信 での 自由度 が 全 銀 手 順 で は大 き くな っ て い る点 で あ る。

この よ うに フ ァイ ル転 送 に お いて は 標 準 化 が 進 ん で い るが,一 方 で は,相

互 接 続 に お け る トランザ ク シ ョン型 の 処 理 に対 す る要 求 が 大 き くな って き つ

つ あ り,今 後 は,よ り高 度 な相 互 接 続 サ ー ビス と して トラ ンザ ク シ ョ ン型 処

理 形 態 が 増 加 して い くもの と予 想 され る。 ま た,こ の トラ ンザ ク シ ョ ン型 処

理 の 標準 化 の 要 求 も強 くな っ て きて い るが,標 準 化 の 大 きな 流 れ と して,国

際 的 に検討 さ れ て い るOSIの ア プ リケ ー シ ョン層 で の トラ ンザ ク シ ョ ン処

理 標 準化 作 業 が 注 目され て い るが,ト ラ ンザ ク シ ョン処 理 の標 準 化 作 業 は,

国 際 規 格 草 案(DraftProposal:DP)検 討の フ ェ ー ズ にあ る。

今 まで の トラ ンザ ク シ ョン型 処 理 で は,個 々の シ ス テ ムで 独 自 の形 態 で処

理 され て いた が,今 後 は,OSIの 標 準 化 作 業 が 進 む につ れ て,OSIの ト
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ラ ンザ ク シ ョ ン型処 理 の標 準 化 を意 識 した 開発 が 行 われ て い く もの と想 定 さ

れ る。

日本 で は,こ の よ うなISOのOSIの 標 準 化 作 業 に直 接 た ず さわ っ て い

るの は,情 報 処 理 学 会 で あ るが,こ の 推 進 の た めに情 報 処 理 相 互 運 用 技 術 協

会(INTAP)が 機 能 標準 化 を 行 い,OSI推 進 協 議会(POSI)で は,

OSI化 の 推 進 を積 極 的 に行 って い る。

ま た,ユ ー ザ ーの立 場 か らは,(財)日 本 情 報 処 理 開 発 協会 産 業情 報 化 推 進

セ ンタ ー にOSIユ ーザ ー懇 談会 が 今春(1987年)に 設 立 されOSIに

つ い て の ス タ デ ィ とユ ーザ ーの意 見 や要 望 を メ ーカ ーの 標 準 化作 業 に 反 映 さ

せ るた め にOSIの 機 能 や性 能 等 につ いて の 具 体 的要 求 を と りま とめ よ うと

い う動 きが あ りOSI化 へ の動 き が活 発 化 して きて い る。

一 方 .今 回 の ア ンケ ー トによ る第 二 種 電 気 通 信 事業 者 のOSIへ の取 り組

み方 を 見 る と,

。す ぐにで も採 用 した い1L9%

。様 子 をみ て決 め る64 .3%

。採 用 す る予 定 は な い4 .8%

。わ か らな い,無 回答19 .0%

で あ り,あ ま り積 極 的 な姿 勢 は見 られ な い。 現 状 で は,OSIト ラ ンザ ク シ

ョ ン型 処 理 の 国 際 規格 草 案 もで きて い な い段 階 で あ り,メ ー カ ー に よ る基 本

機 能 対 応 や ユ ーザ ー動 向 を 見 て か ら対 応 しよ う と い う待 ちの 姿 勢 に な って い

る と考 え られ る が,こ の1～2年 で大 き く変 わ らざ るを得 な い状 況 に な る と

思 わ れ る。

少 な くと も,ユ ー ザ ーに と ってVANの 利 便 性 が 向 上 す る トラ ンザ ク シ ョ

ン型 処 理 形 態 は,こ の数 年 の うちにVANの 利 用 形態 の 主流 とな り,そ の 技

術 的 基 盤 は,OSIト ラ ンザ ク シ ョ ン処 理 モ デ ル がベ ース とな って い くもの

と想 定 され る。

な お,OSI標 準 化 作 業 にお い て,ネ ッ トワー ク ・セ キ ュ リテ ィの標 準 化
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も並行 して 進 め られ て お り,必 要 と さ9・れ る機 能 とOSI参 照 モデ ル の各 層 で

サ ー ビス され る機 能 との 対 応 づ けが 作 業 中 で あ る。

②OSIに お け るセ キ ュ リテ ィ ・ア ーキ テ クチ ャの 動 向

セ キ ュ リテ ィ ・ア ー キ テ ク チ ャは,OSI環 境 下 に お い て安 全 な情 報 転 送

を行 うた めの 原 則 とそ の 機 能 構 造 を明 確 に した概 念 で あ り,セ キ ュ リテ ィを

確 保 す るた めの セキ ュ リテ ィ ・サ ー ビス とそ の サ ー ビ スを 実現 す るた め の メ

カ ニ ズ ムの 概 念 を示 し,さ らに,こ れ らの サ ー ビス と メ カ ニ ズ ムの 関 係 を 明

確 に して,こ れ らのOSI参 照 モ デル に お け る位 置 付 け を 明 らか に して い る。

OSI参 照 モ デル は,コ ン ピュー タ ・シス テ ム間 相 互通 信 の た め の 諸機 能

を7つ の階 層 に 分類 し,各 層 の 機 能 や サ ー ビス な ど を 定 義 した もので あ る。

7階 層 の うち1つ の 層 を<N>層 とす る と,そ の1層 上 の 層 を 〈N+1>層

と呼 び,そ の1層 下 の層 を 〈N-1>層 と呼 ぶ 。<N>層 内 に は,そ の層 の

機 能 を実 行 す る機 能 モ ジュ ー ルで あ る エ ンテ ィテ ィが 存 在 す る。 複数 の コ ン

ピ ュー タ ・シス テ ム の同 一 層 の エ ンテ ィテ ィを同 位 エ ンテ ィテ ィと 呼 び,こ

の 同位 エ ン テ ィテ ィ間 で の 通 信 規 約 を 〈N>プ ロ トコ ル と称 す る。また<N>

層 が〈N+1>層 に提 供 す る サ ー ビス,例 え ば 論理 的 な通 信 路 で あ る コ ネ ク

シ ョンを設 定 した り,デ ー タを 転 送す る こ とを<N>サ ー ビス とい う。<N>

同 位 エ ンテ ィテ ィ間 で や りと り され る情 報 の 単 位 を<N>プ ロ トコ ル ・デ ー

タ単 位(PDU)と い い,〈N+1>層 と〈N>層 間 の イ ンタ フ ェ ー ス で や

りと りされ る情報 の 単 位 を 〈N>サ ー ビス ・デ ー タ単 位(SDU)と 呼 ぶ。

OSIの セ キ ュ リテ ィ ・ア ー キテ クチ ャ関 連 の 標 準 化 作業 と して 以 下 の3

項 目が あ る 。

③OSIに お け るセ キ ュ リィテ ィ ・サ ー ビスの 概 念 抽 出

OSI環 境 下 で 提 供 可 能 な サ ー ビス(例 え ば 通 信 相 手 の正 当性 を認 証 し

た り,不 正 な ア クセ ス を防 止 す る な ど)を 抽 出 し整 理 す る。

⑤ セ キ ュ リテ ィ ・サ ー ビス実 現 の た め の メ カ ニズ ム

④ で 抽 出 した セ キ ュ リテ ィ ・サ ー ビス を実 現 す るた め に必 要 な メカ ニ ズ
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ム を 整理 し,そ の 対 応 関 係 を 明 確 にす る。

◎OSI参 照 モ デ ル との 対 応 づ け

③,⑤ の セ キ ュ リテ ィ ・サ ー ビスお よ びそ れ らを実 現 す る メカ ニ ズ ムが,

OSI参 照 モ デ ル の ど の層 に適 用 で き るの か 整 理 を行 う。

応 用

ホス トコンピュータま た は 端 末

(開 放 型 シス テ ム)

プ レゼ ンテー ション層

セ シ ョ

ト ラ ン ス ポ ー ト 層

ネ ッ

デ ー タ リ ン ク 層

物 理

ホス トコンビュタ また は 端 末

(開 放 型 シス テ ム)

層

ション層

ン 層

一 ト層

一 ク 層

ン ク 層

層

応 用 プ ロ トコルく
P

プ レゼ ンテ ー シ ョ ン ・プ ロ トコル レ

セ シ ョ ン ・プ ロ ト コ ル
「 一

ト ラ ン ス ポ ー ト ・プ ロ ト コ ル
「

<

'

中 継 シス テ ム
,1

ネ ッ トワー ク ・プ ロ トコル

デ ータ リンク

プ ロ トコ ル
　頃 ヨ囲

物 理

プ ロ トコル

〉

データ リンク

プ ロ トコ ル
ト頃 ひ{

物 理

プ ロ トコル
司噺 ●図 司【 レ

～ 物 理 媒 体
物 理 媒 体1

図2-130SI参 照 モ デル

③ シ ス テ ム の安 全性,信 頼 性 に 関 す る課 題.

シス テ ム の安 全 性,信 頼 性 に対 す る考 え方 は,一 般 的 に は,コ ン ピュ ー タ ・

ネ ッ トワー ク等 の機 械 だ けを安 全 性,信 頼 性 の対 象 と して考 慮 す る傾 向 が 強 い

が,以 下 で 考 慮 す べ き範 囲 と して は,図2-14に 示 す よ うに 利用 す る人間,

管 理,教 育 す る人 間 系 ま で を 含 めて考 え る こ と と したい。
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者

支援者

図2-14シ ステ ムの安全性,信 頼性 のための考 慮範 囲

① 安 全 性,信 頼 性 の 基 本 的 考 え方

安 全 性,信 頼 性 は シス テ ムの必 須要 件 で あ るが,す べ て に優 先 す る最 大,

最 重 要 の要 件 で あ るか と考 え ると あ る意 味 で は正 で あ り,あ る意 味 で は否 で

あ る。 これ は,そ の シス テ ムで 扱 うデ ー タの重 要 度 の認 識 に よ り異 な るで あ

ろ う。 それ は,そ の シス テ ムで扱 う情 報 がた とえ ば どん な 簡 単 な もの で あ っ

て も,シ ス テ ム利 用 者 の 立場 か ら は,か け が えの な い重要 な もの とみ なせ る

場 合 に は,安 全 性,信 頼 性 が コ ス トなど と比 較 して 最 重 要 要 件 と考 え られ る 。

一 方 ,趣 味 の パ ソ コ ン通 信 ク ラ ブの シス テ ムの よ うな場 合 に は,利 用 料 金

が 安 い こ と,便 利 な こ とを最 優 先 項 目 と考 え れ ば シ ス テ ム の 障害 等 が た とえ

起 った と ころで 問 題 に は な らな い で あ ろ う。

これ は,利 用 者 側 の 要 求 で その シス テム が 安 か ろ う悪 か ろ うで も可 の 場 合

と,安 全性,信 頼 性 が最 重 要 要 件 で あ り,料 金 は そ れ に 見合 うだ け の合 理 的
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な もの で あ れ ば高 くて も可 の場 合 まで さ ま ざ ま の レベ ルが あ る と考 え られ る。

これ らを 混 同 して議 論 され るこ とが 多 い た めVANの 安 全性,信 頼 性 に 関

す る問 題 を は な は だ複 雑 な もの にす る場 合 が 多 い。

② 障 害 の 実 態

コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム の障 害 の実 体 は,関 係各 種 団体 によ り調 査 され て

い るが,こ こで は(財)日 本 情報 処 理 開発 協 会 編 の'86コ ンピュータ白書 の 資

料(表2-11)に よ って 実 態 を 分析 す る。

システ ムの 形 態(オ ン ライ ン システ ム と それ 以 外)か ら見 る と,

③ ソ フ トウ ェア障 害 の割 合 が30%程 度 オ ン ライ ンシ ス テ ムの 方 が 高 い。

⑤ 電 源 故 障 の割 合 が オ ンラ イ ン シス テ ムの 方 が55%多 い。

が特 徴 と して あ げ られ る。

これ らの理 由 は,

④ オ ン ラ イ ン シ ス テ ム の ソ フ トウェア の量 が一 般 的 に多 い こ と,さ らに 端

末 と ホ ス トとの 通 信 タ イ ミング,通 信 処 理 の 異 常系 等,ソ フ トウ ェアの 難

度 が オ フ ラ イ ン処 理 に く らべ て高 い こ とで,障 害 の 度合 が高 くな る こ とが

推 測 され る。

⑤ オ ン ライ ン シス テ ムで は,電 源 の 障 害 が シス テ ム全 体 の 障 害 に 直接 結 び

つ くが,オ フ ラ イ ン シス テム で は基 本 的 に電 源 を修 理 交 換 す る時 間 的 余 裕

が あ るた め,シ ス テ ム障 害 を 引 き起 さ な い こ と。 そ れ ぞ れのJobが 再 実 行

可能 な こ と で電 源 障 害 が 直 接 システ ム ダ ウ ンに結 び つ か な い た め,表 面 に

現 れ る障 害 率 は低 い こと が推 測 され る。

◎ 当 然 で あ ろ う。

一 方 ,オ ン ライ ン利 用 者 の障 害 要 因 を 見 る と,

③ ハ ー ド障 害 は,ほ とん どの 利 用者 が 経 験 して い る。

⑤2人 に1人 の オ ン ライ ン シス テ ム利 用者 は ソ フ ト,ハ ー ド,空 調 の 故 障

を経 験 して い る。

◎3人 に1人 の オ ン ライ ン シス テ ム利用 者 は,人 間 の過 失 によ る事 故,電
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源 故 障 を経 験 して い る。

が特 徴 で あ る。

表2-11シ ス テ ム故 障 ・障害 状況

●

全 コ ン ピ ュー タ ・ユ ー ザ ー オ ン ラ イ ン ・ユ ー ザ ー

現「!1まての 総経験 過 去1年 の舗.験 現6三までの総経験 過去1年 の経験

回 若 者 数 936 858 637 604
(%) (100.0) {100.0) (100.0) (100.0)

ハ ー ド ウ ェ ア 障 害 853 681 584 474
(9L1) (79.4) (9L7) (78.5}

ソ フ ト ウ ェ ア 障 害 632 471 493 388
(67.5} (54.9} (77.4) (64.2}

空 調 故 障 468 218 344 162
(50.ω (25.4} (54.0} (26.8)

'電i原 故1欲
276 126 219 96

(29,5) (14,7} {34.4) (15.9)

匝|辛 泉 高文1㌫ 450 313 418 296
(48.1) (36.5) (65.6) (49.0)

n己 ホ泉 田tI員 61 15 51 12
(6.5} (L7) (8.0) (2.0)

漏 水 に よ る'芦 故 ・障 害 105 16 90 15
(11.2} (1.9) (14,1) (2.5}

自 然 水 害に よ る'11故 ・障 害 32 7 24 4
(3,4) (0,8) (3.8) (0.7}

火 災 に よ る,1;故 ・1章 コC 14 3 】3 3
(1.5) (0,3、 (2.0) (0.5、

煙口任 に よ る'套ll没 ・15Σ」;: 3 0 1 0
(0.3) (0.0} (0.2} (0.0}

地 震 に よ る'ド 故,・1摩 害 20 4 17 4
(2.D (0.5) (2.7) (0.7}

人の 過 フこに よ る1;故 ・情 害 314 193 2.甚7 147
(33.5) (22.5) (38β} (24.3)

人の 悪 意 に よ る 」`故 ・侵'蒔 4 2 2 0
(0.4) (0,2} (03} (0.0)

そ の 他 26 20 16' 11
(2.8} (23) (2.5) .(L8)

(注}「 その 他 」では.落 川 ・ハ ム 無 線 の 混 陪 な どが あ が っ て い る .

('86コ ン ピ ュ ー タ 白 書)

業種 別 オ ンラ イ ン シス テ ム利 用 者 の障 害 経 験 表(表2-12)を 見 る と,

④ 金 融業 で は,全 産業 合 計 と比 較 して,ソ フ ト障 害 が多 い 。空 調 故 障 が少

な い,回 線 障 害 が 多 い。

⑤ 食 品製 造 業 で は,人 の 悪意 に よ る事 故:シ ス テ ム障 害 がか っ てあ った 。

◎ 電 気機 械 器 具 製 造業 で は,空 調 故 障 が 多 い。

⑥ 卸 業,商 社,小 売業 で は,ほ とん ど が平 均 に近 い。 さ らに小 売 業 で 人 の
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悪 意 に よ る事 故 が か って あ った 。

◎ 運 輸,通 信 業 で は,ソ フ ト障 害 が少 な い。 空調 障 害 が 少 な い。 回線 障 害

が 多 い。

① 情報 処 理 サ ー ビス業,ソ フ ト ウェア業 で は,人 の過 失 に よ る事 故 が 少 な

い。

⑧ 地方 公 共 団 体 で は,ソ フ ト障 害 が少 な い 。

が それ ぞ れ 特 徴 で あ る。

これ らの 理 由 は,

④ 金 融業 に関 して は,プ ロ グ ラム作 成 量 が 他 の 平 均的 オ ン ラ イ ン シス テ ム

と比較 して も極 め て 多 いた め に必 然 的 に障 害 の 原 因 とな る プ ロ グ ラム バ グを

作 り込 む こ とで,プ ロ グ ラム障 害 が 多 くな る と思 わ れ る。 ま た,金 融 業 にお

け るオ ン ライ ン シス テ ム に対 す る品 質 機 能要 求 が 高 いた め,プ ロ グ ラム障 害

とみ な す 割 合 が高 い と も考 え られ る。 次 に,金 融 業 で は,空 調 故 障 が少 な い

の は,付 帯 設 備 に も十 分 な 投 資 を行 って い るた め に故 障 が起 らな い と推 測 で

き る。 ま た,回 線 障 害 の 比 率 が 高 いの は,ソ フ ト障 害の 場 合 と同 じよ う にオ

ン ライ ン化 比率 が高 い こ と。(つ ま り,単 純 に シス テム あ た りの回 線 数 が 多

い こと),リ アル タ イ ム によ る厳 重 な使 用 を前 提 とす るた め回 線 の瞬 断 障 害

が シ ス テ ム に検 出 され て しま う,あ る いは 人 的 に も,道 具 的 に も シス テム 分

析能 力 が 高 いた め,障 害要 因 の 分 析 が,回 線 ま で可 能 な こと が理 由 と して推

測 され るρ

◎ 電 気機 械 器 具製 造 業 の 空 調 故 障,◎(運 輸)通 信 業 の 回 線故 障 が そ れ ぞ

れ 多 いの は,い わ ば紺 屋 の 白袴 的 現 象 と考 え られ る。

⑦ 情 報処 理 サ ー ビス業 で の 人 的 障 害 の少 な さは,こ の 業 界 の シス テ ム障 害

に対 す る と り組方,重 要 度 の あ らわ れ か,あ るい は,ア ンケ ー トの 集 計 と い

う形 で は,建 前 を 回 答 す るた め か,判 断 つ きか ね る。

⑧ 地 方 公 共団 体 の ソ フ ト障 害 の少 な さは,公 的機 関 で シ ス テ ムを発 注 す る

場 合 には,民 間 会 社 の発 注 す る場 合 よ り,時 間 的 に も,金 銭 的 に も余裕 の あ
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る システ ム設 計 に な るた め 障 害 の度 合 が 低 い こ とが 推 測 され る。

表2-12 事故 ・障害等の過去1年 間の経験(業 種別)
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③ 安全性,信 頼 性の面か ら見たVAN事 業者 の分類

③ 事業者 の平均的 イ メージ

今回 の調査 によ る安 全性,信 頼性 に関す るVAN事 業者 の平 均的 イメー

ジにつ いて以下 に述べ る。但 し,平 均 とは各項 目の有 効回答数 の平 均で あ
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りそ の項 が 無 回 答 な らば,

⑦ 所 有 ホス ト台数3.8台

④ 所 有 ノー ド台 数14.2台

◎ 回 線 数(500bps換 算)179.2本

㊤ ア クセ ス ポ イ ン ト数63.9

㊧ 電 気通 信 主 任 技 術 者 の 数9.6人

⑳ 従業 者 数37.5人

ホ ス ト台数,

有 効 回 答 とみ な して いな い 。

ネ ッ トワ ーク構 成 を 見 るか ぎ り,ホ ス トを所 有 して い る事

業者 は地 域 的 に分 散 した利 用 者 か らの処 理 要 求 を4台 程 度 の ホ ス トで 集 線,

多 重 集 中 して 処 理 して い るよ うに 見 え る。 ま た,ノ ー ドの 台数 か らは地 域

的 に分 散 した利 用 者 を14カ 所 程 度 の場 所(あ るい は設 備)で 集 線 して い

る。 回 線 の数 で い え ば180回 線 を,か な りの 事業 者 は ほ と ん ど迂 回 路 な

しに(迂 回 路 所 有 事 業 者数 全 体 の30%)使 用 して い る。 な お か っ,こ の

回 線 数 は,1200bps換 算 な ため,一 般 的 に は最 低 で もア ナ ロ グ回 線 で

は,9600bps程 度 の速 度 を使 用 して い る と推 測 で き る た め,実 際 の 使

用 回 線 数 の 本 数 は1/8以 下 の23本 程 度 と考 え られ る。 つ ま り14カ 所

の ノ ー ドを23本 の 専 用 線 で結 ん で いる よ うな 形 が平 均像 で あ る。

⑤ 回 線数 か ら見 た 事 業 者 の実 態

回 線 数 を パ ラ メ ー タ に して,各 種 の調 査 項 目を 図 示 した もの が 表2-13

～16で あ る。
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表2-13回 線 数 と ホ ス ト台数

ー

』
昏

ー

回線数

ホス巨数

1～

5

6～

10

11～

20

21～

30

31～

40

41～

50

51～

60

61～

70

71～

80

81～

90

91～

100

101～

150

151～

200

201～

250

251～

300

301

500
500超

0 1 1 1

1 11 9 11 2 3 2 1 1 2 2 1 3 3

2 1 3 1 1. 1 3 1 2 1 1 3

3 1 2 2 1 2 1 2

4 1 1 1 1 1 1 2

5台 以上 1 1 1 1 2 2 11

無 回 答 1 1 2 1 1
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表2-14 回 線 数 と ノ ー ド台 数

回 線数

ノード

1～

5

6～

10

11～

20

21～

30

31～

40

41～

50

51～

60

61～

70

71～

80

81～

90

91～

100

101～

150

151～

200

201～

250

251～

300

301～

500

500超

0 3 2 2 1 2 1 2 1

1 2 3 3 1 1 1

2～

5

1 2 3 1 1 1 1 1 1 1 1 5

6

～10 1 1 1 2 3

11

～

15

1 3

16台 以上 1 1 10

無 回 答 10 5 7 4 4 3 1 2 1 3 1 3 2 1 1
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表2-15 回 線 数 と ア ク セ ス ・ポ イ ン ト数

回線数

アクセ
ポイント

1～

5

6～

10

11～

20

21～

30

31～

40

41～

50

51～

60

61～

70

71～

80

81～

90

91～

100

101～

150

151～

200

2'01～

250

251～

300

301～

500

500超

0 1 1 1 1

1

～5 8 6 6 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 2

6

～

10

1 1 2 2 1 1 2 1 2 2

竜

11

～

20

2 1 1 2 4

21

～

30

1 1 1

31～

50

'

1 1 1

51～

100

1 1 1 6

111
200

1
,

2

201

31。
1 P

ノ

300超 1 1

無 回 答 5 3 4 3 1 2 1 3 1 2 1 3

.■ べ ひ



1

』
ベ

ー

表2-16回 線 数 と電気通信 主任技術者の数

回線数

技術者

1～

5

6～

10

11～

20

21～

30

31～

40

41～

50

51～

60

61～

70

71～

80

81～

90

91～

100

101～

150

151～

200

201～

250

251～

300

301

500

500超

1人 2 2 1 2 1 1 1 1 1 1

2人 1 1 1 1

3人 1 1 1 1

4人 1 1

5人 1 1 1 3

6～9人 1 1 1 1

10人 以上 、 1 1 13



◎ 扱 うデー タに よ る事 業 者 の差 違

事業 者 の サ ー ビ ス品 目の う ち,金 融 関係 の情 報 を扱 っ て い る もの と,そ

れ以 外 の もの を比 較 して み る。 基 本 的 に,金 融 関 係 の情 報 も送 信,受 信 す

る時 点で は 単 に数 値 デ ー タ で あ る こ とで は他 の 集 配 信 サ ー ビス の 場 合 とか

わ りが な い 。た だ し,そ れ らの 数 値 が直 接 各 利 用 会 社 の 金 銭 的 な 損 得 に関

係 す るた めVAN事 業 者 と して は,注 意 深 く扱 って い る は ず だ との 認 識 が

あ る 。

⑥ 各 種 の デ ー タか ら見 た事 業 者 の分 布

③ に 述 べ た よ うに,平 均 的 な 事 業 者 像 は,常 識 的 なVAN業 者 像 よ り

少 し簡 素 な方 に偏 って い る よ うに見 うけ られ る。 さ らに,⑤,◎ で述 べ た

よ うに,回 線 数 を パ ラ メ ータ に して各 種 安 全,信 頼 性 の パ タ ー ンを 表 に し

て見 る とあ き らか に事 業 者 群 は二 極 分 化 して い る よ うに 思 わ れ る。

④ 安 全 性,信 頼 性 の面 か ら見 た 今 後 の 課 題

③ で 示 した よ うにVAN事 業 者 を安 全 性,信 頼 性 の面 か ら分 類 す る と,パ

ソ コ ン通 信 を 主 体 とす る小 規模 グ ル ー プ と汎 用 的 サ ー ビス を提 供 して い る大

規 模 業 者 の二 群 に大 別 され る 。

パ ソ コ ン通 信 主 体 の小 規 模 グル ープで は ,基 本 的 に電 気 通 信 事 業 法 の 制 約

の た め に 消極 的 理 由 で届 出 を 行 っ て い ると考 え られ る。 これ は,他 人 の 通信

を媒 介 す る業 者 は特 殊 な例(利 用 会 社 が1社 とか,利 用 形 態 が いわ ゆ るRC

Sの み)を 除 いて,届 出 の義 務 が 発生 す るた め に届 出た もの と思 わ れ る。

これ らの 企業 は,あ る程 度 の ネ ッ トワー クを 安 い ラ ンニ ン グ コ ス トで 網 を

運 用 しな け れ ば な らな い。 こ の た め 基 本 的 に は,あ る コス ト以 上の 費 用 が か

か る場 合 には,安 全性 ・信 頼 性 に対 す る投 資,人 件費 等 の 出費 も制 限 せ ざ る

を得 な い企 業 が あ る こ と も十 分考 え られ る 。 法律 的 に は,通 信 の 秘密 の 保護,

重 要 通 信 の確 保,各 種 届 出 の 提 出,事 故 の 報告,業 務 改 善 命 令 等 の 規 定 を す

べ て守 るべ く記 述 され て い る。

パ ソ コ ン通 信 を主 体 に運 用 して い る企 業 に対 して ,こ の よ うな法 律 的 枠 組

一48一



み を は め る べ きか ど うか の 議 論 も起 っ て くるの で は な いか と思 わ れ る。

一 方 ,汎 用 的 な サ ー ビス を提 供 して い る大 規 模 グル ープ に は,法 律 的 な枠

組 み の 特 別 第 二 種 と,そ れ 以 外 の 実 質 規模 の大 き な企 業 に よ って 構 成 され る。

この 場 合,各 種 の 規 制 が あ る と と もに,税 制 等 の優 遇 措 置 が与 え られ て お

り,基 本 的 に は 第 一種 通 信 事 業 者 が 停 止 の な い安定 した信 頼 の 高 いサ ー ビス

を提 供 す る こ とが前 提 であ る に して も,独 自で 迂回 路 を 設 定 す る こ とや,電

気 通 信 主 任 技 術 者 の 重点 配 備,安 全 対 策,教 育,非 常 時 の マ ニ ュ ア ル,体 制

な どの き め細 か い 対策 を 確 立 す る必 要 が あ る。

(4)税 制 優 遇 等 業 界 振興 及 び政 策 的 課 題

VAN事 業 は,設 備 投 資先 行 型 の 産 業 で あ る とい われ て お り,障 害 対 策 の た

め に は,設 備 の二 重 化,ネ ッ トワー ク の迂 回路 構 成,あ るい は テ ス ト用 の ネ ッ

トワ ーク設 備 な ど多大 な設 備 投 資 が か か り,こ の 投 資 が 事業 者 の収 入 に 結 びつ

き に くいた め 十 分 な設 備 と な っ て い な い のが 現状 で あ ろ う。

一方 ,VAN事 業 の 採 算 性 の 面 を 見 る とVAN事 業 の 収 支 を 分 計 して い る と

こ ろ は,ま だ まだ少 な い た め 明確 に は 判 らな い面 も多 いが,全 体 と して競 争 が

激 しい こ と,セ キ ュ リテ ィ,障 害 対策 に も多 大 な設 備投 資 が か か る こ とな ど か

ら採 算 が と れ て い な い企 業 が 多 い。 採算 が とれ て い る と回 答 した サ ー ビス の な

か で は,情 報 処 理 サ ー ビス が最 も多 く,つ いで専 用線 サ ー ビス等 の 基 本 通 信 サ

ー ビス であ る。本 来 のVANと いえ る高 度 通信 サ ー ビスが最 も低 くな って い る。

VAN事 業 を 顧 客 サ ー ビス の一 環 と考 え てお り,採 算 を度 外 視 してい る事 業

者 も あ る。

ま た,情 報 処 理 サ ー ビスを 含 め て採 算 を取 る と考 え て い る事 業者 も多 い。

売 上 規模,ユ ー ザ ー数 が どの 程 度 に なれ ば,採 算 ライ ンに乗 るか との 問 い に

関 して は,そ れ ぞれ の 事業 者 の サ ー ビス 内容,設 備 規模 等 が 異 な る こ と もあ り,

明 確 な数 字 を把 握 す る こと は 困難 で あ るが,VAN事 業 が 軌 道 に乗 るに は ま だ

か な りの時 間 がか か りそ うで あ る。

この よ うな現 状 か ら,VAN業 界 を 振 興 して い くため の,各 種 方 策,課 題 等
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を以 下に述 べる。

①VAN業 界振興策 のあ り方

VAN事 業 は,電 気通信の ニ ュー メデ ィアと一般 にいわれてお り,新 規参

入 も活 発で あるが,VANを 利用 す る側 か らす る と企業 の中枢 で ある情 報流,

物 流,金 流等 を任 せ ることにな り,安 心 して利用で き ることが最 も重要 とな

る。 このためには,VAN事 業者 も単に利用者 の業務処理を サポ ー トす るシ

ステムを構築 す るだ けでな く,イ ンフ ラその ものに十分な安全性,信 頼 性 を

具備 していなけれ ばな らず,多 額の初期投資を必要 とする。 また,新 規事業

と しての リスクもある ことか ら,VAN事 業 の健全 な発展 のためには政策 的

な配 慮を要 し,税 制の優遇措置 及 び低利 な融資制度 の充実 が必要 とな って い

る。

② 税制 の優遇措置

第二種電気通信 事業 に適用可能 な税制 と して以下 の ものがあ る。

④ 電気通信事業用設備の耐用年数 の整備

第 二種電気通 信事業者 が サービスを行 ううえ で主要 設備 となるデ ジタル

交換 設備 及 び電 気通信 処理設備 の法定 耐用年数 が6年 と省令 で定 め られ て

お り,有 利な条 件 とな って いる。

⑤ 中小 企業新 技術体化投 資促進 税制(メ カ トロ税制)

第 二種電気通信事業者が投 資 する設備 に関 して,1件140万 円を越 え

る物 件 は,初 年度30%の 特別償却 または取得 価格の7%の 税 額控除(納

付 す べき税額の20%が 限度)を 受 け られ る。対象者 は自己の設備投 資 ま

た は リース業 者 とな っている。

◎ プ ログ ラム開発準備金制 度

プロ グラムの汎用化 は社会全体 と して はプログ ラム投 資の効率 化につな

が ることか ら,1979年 にプ ログ ラム開発準備金制度 が創設 されてお り,

これの期 限を2年 間延長 して今後 もソフ トウェア対策 を引続 き推進 す るこ

とにな って いる。具体的内容 はIPAに 登録 した汎 用プ ログ ラムの売上 高
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の30%を 準 備金 と して 積 立 て(損 金 算 入)る こ とが で き る。

以 上 の よ うに 現 行 の 税 制 は第 二 種 通信 事 業 者 に 取 って,ま だ 限 定 され た

範 囲 で あ って,更 に改善 が 必 要 とな って い る。 例 え ば,ソ フ トウ ェア の耐

用 年 数 は5年 と な って い るが,特 に ア プ リケ ー シ ョ ン部 分 は,変 化 が激 し

いこ と か ら更 に期 間 の 短 縮 が 必要 と思 われ る。 また,メ カ トロ税制 につ い

て も,第 二 種 事業 の投 資 は 端 末 の方 が セ ンタ ー設 備 よ り も増加 す る こ とか

ら端 末 へ の 拡 大 を 要 求 した い 。

全 般 的 に考 え る とVAN事 業 の 健 全 な 発 展 の ため に は,特 に セ キ ュ リテ

ィ,障 害対 策 に関 す る設 備投 資 に対 す る税制 の優 遇 処 置 を拡 大 す る こ とが

重 要 で あ る 。但 し,対 象 とす る事 業 者 は,一 般 二 種 に届 出 て い る全 て の事

業 者 とい う こ とで はな く,VAN専 業 者 に 限定 す るな ど,安 易 な優 遇 処 置

は避 け るべ きで あ る。

一 方 ,い わ ゆ る売 上 税 が現 在 国会 に上 程 され て お り,現 行 案 どお り実 施

され る とVAN業 界 も大 き な影 響 を受 け る こと にな る。発 展 期 にあ るVA

N事 業 の 芽 を 摘 む こ とに もな りか ね ず政 策 的 な配慮 が 必要 と考 え る。

③ 財 政投 融 資

現 在 第 二種 電 気 通 信 事業 者 に適 用 可 能 な 財政 投 融 資 に は以 下 の ものが あ る。

④ 複 数 企 業 共 同 利 用 シス テ ムの プ ロ グ ラム開 発 にか か わ る低 利 融 資 事 業

企業 間 情 報 処 理 システ ム構 築 の た め の共 同 セ ンター用 アプ リケー シ ョンプ

ロ グ ラム や プ ロ トコル変 換 プ ロ グ ラ ム等 に か か わ る資 金 の 融 資 を行 う。

⑤ 情 報 処 理 高 度 化 融 資(日 本 開発 銀行 融 資)

企 業 間情 報 処 理 シス テ ム 用 ソ フ トウェア 等 の 開発 等 の 事業 に設 備 ・非 設

備資 金 の 融 資 を行 う。

◎ 情 報 処 理 ・通 信 シス テ ム化 促 進 出 融 資(日 本 開発 銀 行 出融 資)

先 進 的 か つ 高度 な情 報処 理 ・通 信 シス テ ムの 導 入 促 進 の た め,設 備 ・非

設 備 資 金 の融 資等 を行 う。 対 象 は⑦ 複 数 企 業 で 共同 利 用 す る オ ン ライ ン情

報 処 理 シス テ ム ④情 報処 理 サ ー ビス業 者 ま た は情 報 提 供 サ ー ビス業 者 の取
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得 す るオ ン ライ ン情 報 処 理 シ ス テ ム⇔ い わ ゆ るVANお よ び情 報 処 理 型C

ATV等 で あ る。

以 上 の よ うにVAN事 業 者 は公 的 な 融 資 を希 望 す れ ば,受 け られ る道 が

設 定 され て い る。

しか し,民 間 の金 利 水 準 が 下 って い る現 状 か らす ると,現 行 の 財 政融 資

の金 利 で はVAN事 業 者 に取 って メ リッ トは少 く 大 巾 な 金 利 の低 下 を 実

行 しな い とVAN振 興 の 政 策 に は な り得 な い と思 われ る。

④VAN振 興 政 策 上 の各 種 課 題

VAN振 興 の た め の税 制優 遇 処 置,財 政 投 融 資 の あ り方 に つ いて は 既 に述

べ た と ころ で あ るが,こ の 他 に も第 二 種 電 気 通 信 事業 者 か らは各 種 の要 望事

項 が 出 され て い るの で主 な 点 にっ いて 以 下 に検 討 す るこ と に した い 。

③NTTの 第 二 種 事 業 に っ いて

設 備,資 金 等 で優 位 に あ る と思 わ れ て い るNTTに 対 して各 種 の 規制 を

加 え る べ きで あ る と い う意 見 が あ るが,現 在 デ ー タ通 信 事 業 本 部 が 分 離 の

方 向で 検 討 が 進 め られ て い るの で これ の推 移 を 見 守 る必 要 が あ ろ う。 な お,

基 本 的 に は 自 由競 争 が 原 則 で,NTTに 対 し各 種 の 規 制 を 加 え る こ と は,

米 国 の例 に も見 られ る と お りか え って業 界 全 体 の健 全 な発 展 に役 立 た な い

と思 われ る。

⑤ 通 信 プ ロ トコル の標 準 化

通 信 プ ロ トコル が 多 種 類 存 在 し,ネ ッ トワ ーク間 の接 続 時 に ソ フ トウ ェ

アの 工 数 が増 大 して い る のが 現 状 で あ り,VAN事 業 者 の 負 担 に な って い

る。 プ ロ トコルの 統 一 に っ い てはOSIの 推 進 を今 後 一層 進 め る ことな ど

によ り早 期 に実 現 を図 る行 政 の指 導 が 望 まれ る。

◎ 安 全 対 策 基 準 の統 一

現 在 第 二 種 事 業 者 は 情 報 処 理 サ ー ビス と ネ ッ トワ ー ク サ ー ビスを 同 時 に

サ ー ビス提 供 して い る と こ ろが 多 く,両 者 を切 り分 け る こ と は実 質 的 に不
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可 能 な 実 態 と な って い る。

こ の よ うな状 況 下 で,コ ン ピ ュ ー タ及 び ネ ッ トワー クに 関 す る安 全対 策

基 準 と して,通 産 省,郵 政 省,警 察 庁,建 設 省 か らそ れ ぞ れ の所 管 事 項 に

っ い て公 表 され て い るが,二 種 事 業 者 は これ ら全 て を 満 足 す る こ と は,経

済 的,事 務 手 続 等 に多大 な負 担 を 強 い られ る ことに な る。 従 って,早 期 に

省 庁 間 の整 合 を図 る 政治 の リー ダ シ ップ を期 待 す る もの で あ る。

⑤ 公 正 競 争 確 保 等 の 産業 政策 的 課 題

.公正 競 争 に 関 す る米 国 の 動 向 を 見 る と,FCCの 第2次 コ ン ピ ュー タ調 査

に も と つ いた1982年 の 同 意 審 決 に よ り,単 な る伝 送 ・交 換 の基 本 サ ー ビ

ス(basicservice)と これ 以 外 の 通 信,情 報 処 理 な ど の高 度 サ ー ビス(

enhancedservice)に 分 類 し前 者 を 規 制 対 象 と した 。基 本 サ ー ビス の 独 占

的 な 立場 に あ るAT&Tは 分離 した子 会 社 を 通 じての み 高度 サ ー ビスに 進 出

可 能 とな った 。

しか し,両 者 の サ ー ビス の境 界 が は っき り しな くな って き た こ とな どか ら

FCCは 第3次 コ ン ピ ュー タ調 査 を1985年8月 か ら開始 して い る。19

86年5月 に はONA(opennetworkarchitecture)計 画 の 提 出,内 部

相互 補 助 を 防 ぐた め の 会 計 計画 の提 出等 を条 件 に,AT&T及 びBOC(

BelloPeratingcompany)が 高 度 サ ー ビスを 提供 す る際 の 分 離 子 会 社 条

件 を 撤廃 す るな ど段 階 的 に 規制 を 緩 和 して き て い る。

ま た,本 年2月 司 法 省 はBOCに 対 す る機 器 製 造,情 報 処 理 サ ー ビス及 び

制 限 つ きの 長 距 離 通 信 サ ー ビスを 基 本 的 に認 め る勧 告 を行 って い る 。 米 国 の

通 信 政 策 は 関係 す る機 関 も多 く複 雑 で あ るが,現 在 規制 緩 和 の 方 向 に あ る。

最 後 に 競 走 と い う観 点 か ら,62年2月 に報 告 され た 公 正 取 引 委 員 会 の 資

料 を み る と,

個 別 企 業 で はNTTを 競争 相 手 と し,同 社 に何 らか の脅 威 を感 じて い る企

業 が 多 く,VAN市 場 に お いて は同 社 が 優 位 にあ る と考 え て い る。 そ の要 因

は回 線 を 保 有 して い る,ユ ーザ ーや 技 術 等 の 蓄 積 があ る と して い る もの が 多
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い。

ま た,競 争 上 重 視 す る もの につ い ては,サ ー ビス内 容 の多 様 性,安 全 性 ・

信 頼 性,料 金,シ ス テ ムの 品 質,ネ ッ トワー クの 規模,ネ ッ トワー ク 等 の保

守 管理 等 が 考 え られ て い る。

以 上,現 段 階 で のVAN事 業 を 概 観 す れ ば規 模 にか な りの格 差 の あ る各 企業

が,必 ず し も事 業 の 将 来 性 で は な く,サ ー ビス の一 環 な り,グ ル ープ 内業 容 拡

大,機 器 拡 販 関 連 会社 支 援 な り とい った動 機 で 参 入 し,し た が っ て,ユ ー ザ ー

範 囲,事 業 規 模,サ ー ビス 内容 等 も多種 多 様 の 形 でVAN事 業 を行 って い る と

言 え る。

事 業性 格 と して は,か な りの投 資 を 必 要 と し,ま た料 金 面 で は 原価 を 勘案 し

なが らの 水準 が 設 定 で き な い面 も あ り,採 算 的 に は,相 当厳 しい事業 とな って

い る。 しか も参 入動 機 か ら,そ の 採 算 性 に っ い て はあ ま り考 慮 して いな い 企業

も存在 す る。

また,安 全 性 ・信 頼 性 あ るい は標 準 化 等 今後 解 決 す べ き問 題 も多 く,一 つ の

事 業,業 界 と して現 状 で は確 立 され た 構 造 を有 す るに は至 って い な い 。

した が って,今 後 競 争 政 策 等 各 種 政 策 を考 え る に際 して は,ま ず こ うしたV

AN事 業 あ る い は事業 者 の 実 態 把 握 に努 め,そ の特 性 を常 に認 識 して お く必要

が あ ろ う。

当面 考 え るべ き課 題 と して は,標 準 化,安 全 対 策,税 制 ・融 資 制 度,自 由化

等 が あ げ られ よ う。

(5)VAN選 択 基 準等 利 用 者 の 課 題

今 回 の 調 査 は,第 二 種 電 気 通 信 事 業 者 に 対 して行 った ア ン ケ ー ト調 査 結 果 を

ベ ー ス に した もので あ り,VAN事 業 その ものの 実 態 及 びVAN事 業 者 の 実 態

に関 す る事 項 が主 体 に な って い る とい え るが,こ れ らの デ ー タか らVANの 利

用 者 及 び利 用 状 況 に つ い て も推 測 す る こ とが で き る 。

①VAN利 用者 の 利用 状 況
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「提 供 して い る サ ー ビス」 に 関 す る問 い か ら 「提 供 サ ー ビス 」 と 「ネ ッ ト

ワー クの 利 用 者 」 に つ いて 分類,整 理 す ると表2-17の よ うに な る。

この 表 か ら見 ると企 業 内,関 連 会 社 間等 の ネ ッ トワ ー クが41%を 占め,

これ に 特 定 グ ル ー プ 間 の ネ ッ トワー ク15.9%を 併 せ る と特定 の 関 係者 の み

を 対象 者 と して 限 定 す る いわ ば 「ClosedNetwork」 とい え るネ ッ トワ ー

クが全 体 の 半 分 以 上 を 占め て い る。

これ に対 して一 般 的 な 取 引関 係 者 を含 む よ り開 か れ た ネ ッ トワ ー ク は全 体

の約1/3の31.7%で あ る。

表2-17提 供 サ ー ビス と利 用者

利用者

提供

サービス

企 業 内

関係会社

特定
グ)レープ

。業界内

。業 界

。異業間

一般取引 そ の 他 合 計 (構成比%)

基 本 サ ー ビス

高 度 通 信

情 報 処 理

77

174

76

16

59

52

47

134

72

10

'79

2

150

446

202

118.8)

(55.9)

(25.3)

合 計

(構 成比%)

327

(41.0)

127

(15.9)

253

(31.7)

91

(11.4)

798

(100)

●

情 報 処 理 サ ー ビス の 企 業 間 ネ ッ トワー ク を業 種 間 の マ トリ ックスで 示 す と

表2-18の よ うに な るが,こ の表 よ り情 報 処 理 サ ー ビスの業 界 間 の 関 連 は,

⑦ 同 一業 種 間 の ネ ッ トワー ク(表 の対 角 線 上 に 分布 す る もの)

④異 業 種 間 に また が るネ ッ トワー ク(表 の対 角 線上 以 外 に分布 す る もの)

に基本 的 に区 分 さ れ る 。

さ らに,④ の 異 業 種 間 の ネ ッ トワー クは,製 造 業 と販 売 業(業 種 番 号:20,

21,22)と の 間 の ネ ッ トワ ーク及 び製 造 業 と運 輸 ・倉 庫 業(27,28)と の 間
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の ネ ッ トワー ク(い わ ゆ る 「流 通VAN」,「 物 流VAN」 と呼 ばれ る形 態

の ネ ッ トワー ク)に 際 立 って偏 って い る。

表2-17,18の 結 果 よ り産業 界 に お け る ネ ッ トワ ー クの 使 わ れ方 の現

状 の 基 本 的 な趨 勢 は,現 在 の と こ ろ 「企 業 内,関 連 会 社 間 の ネ ッ トワ ー ク」

と 「物 流 ・流 通 型 のVAN」 が 中核 に な って い る と いえ る。

以 上 の 基本 的 な 趨 勢 の ほか に 表 か ら は企 業 内 ・企 業 間 の ネ ッ トワー ク にっ

い て い くつ か の特 徴 を 見 出す ことが で き る。

⑦ 流 通VAN,物 流VANに 関 係 す る と こ ろ が 大 き い小 売 業(22)及 び

運 輸業(27)が 同 一 業 界 内 の ネ ッ トワー ク も多 く持 って い る こ とは 当然

の こ と とい え る。

④ 金 融 業(23)及 び証 券 業(24)に 同一 業 界 内 ネ ッ ト.ワー クが 多 い こ

とは,「 金 融VAN」 が 最 も進 ん だVANの 代 表 格 で もあ る こ とか らして

も当然 と いえ る。

む しろ,金 融 業 や 証 券 業 と他 の業 種 との ネ ッ トワ ー クが デ ー タ上 少 な い。

金融VANの 中 に は フ ァー ムバ ンキ ン グの よ うに 金 融機 関 と企 業 を直接 結

ぶ システ ム も既 に相 当普 及 して い るの で は な いか と思 われ るが,こ れ らの

金 融VANネ ッ トワ ー ク にお いて はNTTに 依 存 して い る比率 が高 く,新'

規 参 入VAN事 業 者 は,こ の分 野 にお いて 未 だ 十 分 な シ ェ ア ーを確 保 して

い な い の で は な いか と も推 測 され る。 金 融VANシ ス テ ム は利 用 料 金 の み

で な く,シ ス テ ムの 信 頼 性,サ ー ビス の無 休 性,秘 密保 持 等 サ ー ビス ・ス

ペ ッ クに 関 す るユ ーザ ーの要 求 条 件 も最 も厳 しい もの を要 求 され る もので

あ るか ら新 規 参 入VAN事 業 者 が この 分 野 で 対NTTシ ェ ア ーを どれ だ け

占 め られ るか ど うか と い うこ とがサ ー ビスの 質 を 測 る一 つ の バ ロ メ ー タ と

見 倣 す こ と もで き る。

ま た,NTTの サ ー ビスは,そ の収 入 の大 部 分(80%以 上)を 電 話 収

入 に依 存 して お り,い わ ゆ る"VAN事 業"に 相 当 す る部 分 が どの 程 度 に
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◎

表2-18情 報 処 理 サ ー ビスの 企 業 間 ネ ッ トワー クの形 態

業種
番号12 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 ユ819 勿 互 2 23 2425 26 刀 2829 幻 31 遡 B 344〔

1.＼

2

3 1 1

4 3 2 2

5 ＼ 3 1 2 1

6 2 1

7 蕪＼

8 1

9 3 2 3 1 2 1

10 1 1

11 1

12
13 蕪s
14 1 1

15 1 3 1 1 1 1 1
16 2

17
㍊"〉

1

18 1

19 2

① 32 1 3 1

21
、

＼.

1 1 1

2 1 4 2 3 1 1

23
、

1 2 1 2

24 1

25
26 1

邪 ⊥

28
四

2

30 ⊥

31
ゼ需 ・

⊥

密
33
誕

.'＼

40 、 ・・、.

` ・

了

証

拳
商
品
取
引
業

【 」

亨

情

報
処
理
サ
|
ビ
ス

19

卸
売

業

6

代
理

亘
仲

.立

業

46

小
元
業

;

金
融
業

21

運

輸
来

7

倉

藁

)
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な って い るの か 見 え に く くな って い るが,新 規 参 入通 信 事 業 との 公 正 な

競 争 の確 保 とい う観 点 か らもNTTの 行 っ て い るVANサ ー ビス の実 態

を も っと解 り易 い もの に す る こ とが必 要 と思 われ る。

表2-19NTTの 収 支状 況

(単 位:億 円)

年 度 60

区 別 金 額 構 成 比 鰯

電 話 収 入 42,337 82.5

電 信 収 入 145 0.3
営

収 電 報 収 入 380 0.7

専 用 収 入 2,514 4.9
業

デ ー タ 通 信 収 入 1,532 3.0

デ ー タ 伝 送 収 入 103 0.2

収
無 線 呼 出 収 入 702 1.4

そ の 他 の 収 入 1,597 3.1
益

附 帯 事 業 営 業 収益 1,601 3.1

益 合 計 50,914 99.2

営 業 外 収 益 426 0.8

合 計 51,340 100.0

(60年 度 通信 白書 によ る)

◎ 電気 機 器 製 造 業(15)に 業 界 内 ネ ッ ト ワー クが 多 い の は,

。 この 業 界 がVANの 設備 を供 給 して い る業 界 で あ る こ と。

。 情報 処 理 サ ー ビス業 を 自 ら行 い通 信事 業 者 と して の 登録 を して い る企

業,あ る い は通 信 事 業 に出 資 して い る企業 も多 く業 界 全 体 と して は新 規

通 信 業 に 対 す る関心 と対 応 は最 も進 ん で い る。

こ とに よ る もの と考 え られ る。

㊤ 今 回 の この デ ータか らは,ネ ッ トワ ー クの 利 用 が未 だ少 い よ うに 見 え る
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業 界 と して鉄 鋼 業(13),非 鉄 金 属(14),一 般 機 械 器 具 製 造業(1

7),電 力 ・ガ ス業(29)等 が あ るが,こ れ らの業 界 の ネ ッ トワー ク化

の 進 展 に つ い て,今 回 の デ ー タだ けで,判 断 を 行 う こ と にっ い ては慎 重 を

期す 必 要 が あ ろ う。 む し ろ,こ れ らの業 界 は重 厚 長 大 型 産業 と して生 産 ・

物 流 ・流 通 の 管理 の た め のEDP化 は最 も進 ん で お り,こ れ らの デ ー タの

伝 送 の ため の 自営 の 通 信 回 線 は相 当 に充 実 した 設備 を 保 有 して い る と見 る

べ きで あ る。 特 に電 力,ガ ス業 界 は,公 益 事業 と しての 供 給 確 保 ・安 全 確

保 の観 点 か ら公 衆 通 信 とは別 個 の 自営通 信 回 線 を 持 ってお りこ れ を ベ ー ス

に して電 力 業 界 は積 極 的 に通 信 事 業 に 進 出 して い る。

この よ うに,こ れ らの業 界 は,既 に構 築 済 み の 膨 大 な 自営 通 信 設 備 と情

報 ・通 信 の技 術 力 蓄 積 を ベ ース に して,重 厚 長 大 型 産 業 か ら ソ フ ト指 向産

業 へ の事 業 構 造 の 転 換 へ の 狙 い も含 め て電 気 通 信 事 業 へ新 規 参 入す る可 能

性 を持 った 「VAN予 備 軍」 と もいえ る。 したが って,こ の様 な 「VAN

の ユ ー ザ ー と して は小 さ な存在 で あ る よ うに 見え るが,む しろ,い つ で も

VAN事 業 に転 換 で き る可 能 性 の あ る 自営 ネ ッ トワー ク設 備 」 の 実 情 に つ

い て把 握 す る こと が 産 業 の ネ ッ トワ ーク化 の全 体像 を 正 し く捉 え るた めに

は不 可 欠 の こ と と考 え られ る。

㊧ 産 業 界 の ネ ッ トワ ーク化 につ い て はネ ッ トワー ク設 備 に対 す る投 資 の動

向 か らその 趨 勢 を うか が う こ と もで きる。

表2-20は,通 信 機 器 の 生 産 の 中 に 占め る交 換 機 と搬 送 装 置 の生 産動

向を 示 した もので あ る。

勺

表2-20通 信機 器の生 産動 向

通信機器 ・無線装置 交 換 機 搬 送 装 置

1983

1984

1985

1986

1475β33

1756β58(+19ユ%)

1,965,107(+11go/o)

2,002770(+1.9%)

257,755

278,040(+7.9%)

298,017(+72%)

326β98(+100%)

200,022

241,341(+20.7%)

335,530(+39.0%)

343,550(+24%)
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86年 につ い て 見 る と通信 機 器 全 体 の生 産 動 向 が 前 年 比+1 .9%で あ る

の に対 して 交 換 機 及 び搬 送装 置 の生 産額 は各 々前年 比+10 .0%,+2.4

%と い う伸 び 率 を示 して い る。

ネ ッ トワ ー ク設 備 に対 す る旺 盛 な投 資意 欲 を示 す 証 左 と いえ よ う。

②VAN利 用 の 動 機

企業 に於 け る ネ ッ トワー ク化 の ニ ーズ は,業 務 ニ ー ズ と事 業 ニ ー ズ とに 分

け て考 え る事 が 出 来 る。

第 一 の業 務 ニ ー ズ に は,従 来 は本社 に集 中 して処 理 して い た各 種 デ ー タ の

イ ンプ ッ トや営 業 情 報 の検 索 シス テ ム等 を,支 社 や地 方 の営 業 所 ・代 理 店 に

も拡 大 す る こ とに よ り,情 報 処 理 に 関 す る地 域 格 差 を少 な くす る と共 に,即

時性 ・正 確 性 を 企業 規模 で 追 及 して行 く様 な企 業 内処 理 の ニ ーズ ζ,金 融 機

関 との決 済 情 報 の授 受 や,在 庫情 報 の 検索,取 引先 との間 で交 わ され る受 発

注や 入 出 庫 情 報 の 授 受 等,他 企業 との 間 で何 らか の 形 態 に よ る オ ン ライ ン処

理 を行 う企 業 間 処 理 ニ ー ズや,こ れ が 更 に拡 大 した業 界 の ネ ッ トワー ク化 ニ

ーズ等 が 有 る
。

第 二 の 事 業 ニ ー ズ と は,近 来 の通 信 の 自由 化 に伴 って実 現 が 可 能 と な った

ネ ッ トワー ク ・サ ー ビスか らの収 益 を 目的 と した 第 二 種 事業 者 と して の 営業

を 行 う場 合 であ る。

以 後 は 第 一 の 観 点,即 ち業 務 ニ ー ズ の 内か ら,特 に デ ー タ ・プ ロ セ ス に関

連 す る分野 を 中 心 に話 を進 め るが,第 一 の観 点 か ら検 討 され て いた ネ ッ トワ

ー クを利 用 して ,事 業 に進 出 す る ケ ー ス も有 る。

ネ ッ トワ ー ク化 検 討 の 動機 や ア プ ロー チに 関 して は,社 内利 用 と企 業 間接

続 とで は大 き く異 な る。

社 内 利 用 に関 す るネ ッ トワー キ ングは,自 社 に設 置 され て い る コ ン ピュ ー

タ ・シ ス テ ムの 適 用 の可 能 性 や 検 討 中 の シス テ ム化 案 件 との 優 先 順 位 付 け及

び 今後 の シ ス テ ム化 計画 との整 合 性 や,計 画 自体 の 経 済 性 の検 討 に よ って結

論 を導 き 出 す事 と な り,企 業 の置 か れ た位 置 や経 営 戦 略 お よ び そ れを 実 現 す
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る為 の 企 画 力 や ネ ッ トワー ク化 に関 す る技 術 力 等 によ り実 現 形 態 は 大 き く左

右 され る。

一 方,企 業 間接 続 の ケ ー スに 関 して は ,既 存 の 業界VANに 加 入 す る ケ ー

ス に於 い て は そ のVANの 持 つ機 能 や 種 々 の取 決 め等 が 自社 の 目的 を 満 たす

為 に必 要 な物 で あ る事 が確 認 出 来 れ ば 接 続 は さ ほ どの労 力 を 必 要 と しな い が

接 続 相 手 先 と共 に 新 たな ネ ッ トワ ー クを 構 築 す る場合 に は,一 般 的 に は従 来

別 個 の 方 法 に よ って 処 理 して いた 各 企 業 の 情 報 通 信 シス テ ムの接 点 を 見 出 だ

す 必要 が 有 り,何 れ か 一方 に合 せ る か 又 は新 た な 方策 を考 え ね ば な らず,企

業 内 の評 価 基 準 と共 に,力 関 係 等 の複 雑 な要 素 を含 ん だ企 業 間 の 利 害調 整 も

必 要 に な る。

企 業 がVANを 利 用 す る動 機 に つ いて,前 に述 べ た企業 内 と企 業 間 ・業 界

VANに 関 して考 察 す る と

〔企 業 内 〕

⑧ 通 信 の 分 野 に就 い て は従 来 か ら業 務 の 殆 どの部 分を 旧 電信 電 話 公 社 に 委

ね て い た為,特 殊 な事 情 の ユ ーザ ーや 国 際 的 な ネ ッ トワrク を運 営 して い

る ユ ー ザ ー以 外 に は,企 業 内 に 要 員 や 体制 が 整備 され て い な い場 合 が 多 い。

これ に対 して,デ ータ処 理 に 関 して は,オ ペ レー タ,プ ロ グ ラマ ー,S

E,AE等 の 職 種 が有 り,通 常 は企 業 内 に あ る程 度 の 体 制 が 出来 上 って い

る。 しか しなが ら,最 近 の傾 向 と して は アプ リケ ー シ ョ ン開 発 に対 す る重 要

性 が 高 ま って お り,ユ ーザ ー内部 に於 い て は この 目的 に添 った エ ン ドユ ー

ザ ー寄 りの 要 員 の育 成 に重 点 が 移 って い る。 加 え て,ソ フ トウ ェア のパ ッ

ケ ー ジ化 や 簡 易 言 語 が普 及 し,又 オ ペ レ ーテ ィ ング シス テ ム や通 信 ソ フ ト

等 の 基 本 ソ フ トも複 雑 さを増 してお り,基 本 ソ フ トに関 して は メー カ ーに

依存 せ ざ る を得 ぬ傾 向 に有 る。

一方 ,最 近 の 情 報通 信 技 術 の 進 展 は 両 者 の 垣 根 を取 除 き,デ ー タ処 理 と

通 信 とを 総 合 して考 慮 す る必 要 に迫 られ て お り,解 決 策 と して,通 信 即 ち

ネ ッ トワー キ ン グ に関 して は,事 務 手 続 き か らネ ッ トワ ーク管 理 ま で,一
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切 を 外部 に 依 存 し,ア プ リケ ー シ ョンに つ い て は企 業 内 の 体 制 を以 て対 処

す る事 とな り,こ の 結 果VANを 利用 す る事 と な る。

⑤ デ ー タ処 理 に関 して も社 内 に は 体制 を 持 たず,外 部 の計 算 セ ンタ ー やR

CSを 利 用 して いた ユ ー ザ ー は,こ れ 等 の業 者 がVAN事 業 者 とな っ た結

果,自 動 的 にVANの ユ ーザ ー と な り,拡 大 す るネ ッ トワ ー ク ニ ー ズ に関

して も,こ の 業者 の サ ー ビスを 利 用 して い ると考 え られ る。

◎ 通信 の 自 由化 に伴 い,回 線 の 使 用 料 等 に 関す る価 格 が 一律 で な くな った

の で,コ ス トを 重視 した 選 択 をす る と,サ ー ビス品 目や 区 間 及 び他 の ネ ッ

トワ ー ク との接 続 形態 に よ って は,VAN事 業 者 が リセ ール して い る 回線

を 利 用 す る事 が有利 な 場 合 も有 る 。

〔企 業 間 ・業 界VAN〕

③ 複 数 の 企 業 に よ るネ ッ トワ ー キ ング は,強 力 な指 導 力 を 持 った 企 業 が中

心 と な って推 進 す る場 合 を 除 く と,通 信 手 順,運 用,費 用 負 担 等 種 々 の調

整 に 多 くの時 間 を費 す事 が 通 例 で あ る。 これ等 の解 決策 と して,中 立的 な

立 場 か ら調 整 に 当 り,関 係 企 業 の 負 荷 を ビ ジネス と して 肩 代 わ りが 出 来 る.

VAN業 者 を 利 用 す る こ とに よ り,各 社 の 利 害 をVANサ ー ビス に間 接 的

に 吸 収 す る方 法 が 現 実 的 で あ る。

⑤ 複数 の 企 業 が ネ ッ トワ ー クに 参 入 して くる と,地 域 的 な 広 が りや接 続 機

器 が増 加 し,エ ン ドツ ー エ ン ドの 通 信 が 円 滑 に行 な え る様 に ネ ッ ト ワー ク

シス テ ム全 体 の管 理 を行 うこ と が,ネ ッ トワー ク に加 入 して い る個 々 の 企

業 の問 題 解 決 能 力 を 越 え て しま うた め,ネ ッ トワー ク シス テ ム全 体 の 運営

管 理 をVAN業 者 に委 ね るこ と とな る。

◎ ネ ッ トワ ー ク アプ リケ ー シ ョン に よ って は,少 量 の デ ー タが 遠 隔 地 で 発

生 す る場 合 や デー タ量 に比 べ て 多 くの ア ク セ ス ポ イ ン トが必 要 な場 合 が考

え られ るが,そ れ 等 へ 対 応 す る施 設 を 単独 で準 備 して も採 算 が 取れ な い場

合 に は,ネ ッ トワ ー ク と してVANを 利用 す る。

④ 業 界 内で 先 行 して い る企 業 に他 の 企業 が共 同 して 対 抗 す るた め に,新 た
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な ネ ッ トワー クを 構 築 した り,各 社 の ネ ッ トワーク を結 合 して規 模 を拡 大

す る為 にVANを 利 用 す る事 が有 る。

◎ 流通 業 界 を 中心 と して,異 業 種 か らの 参 入 が 多 く見 られ るが,新 規 参 入

業 者 の持 つ既 に構 築 済 み の ネ ッ トワ ー ク に競 争 上 の優 位 性 が あ る場 合 な ど

は,対 抗 上 同等 規模 の ネ ッ トワ ー クの構 築 にVANを 利 用 す る事 が 早 急 な

対 抗 策 と して 有効 であ る。

既 存 の 業 界VANに 加 入 す る ケ ース を別 にす る と,新 た な ネ ッ トワ ー ク

構 築 の ア プ ロ ーチ と して は,一 種 事 業者 か ら回線 を 直接 借 り るか二 種 事 業

者 が リセ ー ル して い る回線 を借 りて,自 営 の ネ ッ トワ ー クを構 築 す る方 法

とVANサ ー ビス を 利 用 す る方 法 とが考 え られ る。

ネ ッ トワ ー キ ン グ検 討 の ポ イ ン トは 一般 的 に は,安 全性 ・信 頼 性,ネ ッ

トワ ー クの機 能,コ ス ト,期 間,ベ ンダニ の サ ー ビス範 囲 等 が 上 げ られ る 。

。安 全 性 ・信 頼性 … …災害 ・故 障 ・犯 罪 等 に よ る運 用 上 の 阻 害 要 因 や機 密

の保 護 等 に 関 し,業 務 の持 つ性 格 に よ る重 要 度 に応 じて,必 要 とす べ き水

準 を設 定 し,実 現方 法 を 検 討 す る。

。ネ ッ トワ ー クの機 能(ア プ リケ ー シ ョ ン)… …必 要 とす る機 能 の実 現 方

法 に 関す る も の で,多 くのVANサ ー ビスの メニ ュー とな って い る蓄 積 ・

交 換 や情 報 処 理 サ ー ビス等 多 くは コ ン ピ ュー タ ある い は コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン用 のFEPで 処 理 され て い る。 従 って 自営 の ネ ッ トワ ーク を構 築 す る場

合 に は,プ ロ トコル変 換等 通 信 レベ ル の処 理 も含 め て,必 要 とす る処理 を

ど こで いか に行 うか の 検 討 が必 要 で あ る 。

。コ ス ト… …安 全 性 ・信頼 性 の 水 準,ア プ リケ ーシ ョ ンを 実 現 す る た め に

必 要 な,ソ フ トウ ェア,ハ ー ドウ ェア,回 線,運 用 の要 員 等 に関 す る一 時

費 用/定 常 的 な費 用 に関 し基 準 を揃 え て算 定 す る。 運 用 コス トの観 点か ら

は ア クセ ス ポ イ ン トの数 ・位 置 等 も重 要 な要 素 とな る。

。期間 ……業 務 の 緊 急 度,投 入 可能 要 員 数 等 を 基礎 に 実現 可能 時 期 を 検 討
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す る。

。ベ ン ダー の サ ー ビス範 囲 … …機 器 の 設 置 ・保 守,回 線 の手 配 ,ソ フ トウ

ェア の開 発 ・運 用 ・保 守,ユ ー ザ ー教 育 等 従 来 の 実 績 を含 め 期待 す るサ ー

ビス を ベ ン ダ ーか ら受 け られ るか ど うか を従 来 の 実 績 も含 め検 討 す る。

以 上 の 様 な検 討 に基 づ き,自 営 設 備 に よ る ネ ッ トワ ー クを 運営 す るか,

VANを 利用 す るか,こ の場 合 は どの 業 者 を 起 用 す るか,あ る い は 自営/

VANの 共 用 とす るか 等 を 決定 す る事 と な るが,場 合 に よ って は 以下 の様

な点 が 重 要 視 され る事 も有 る。

。 企 業 に よ って は,通 信 知 識 の有 る要 員 が居 らず,企 業 の ネ ッ トワ ーク

関 連 業 務 を一 括 してVAN業 者 に委 託 す る場 合 や,メ ーカ ー に ソ フ トウ

ェア 開発 を 依 頼 した場 合 な どに,ユ ー ザ ーはVANを 利 用 して い る とい

う意 識 な しに ネ ッ トワー クの 一部 と して メ ーカ ー系 のVANを 利 用 す る

ケ ースが 予測 され る。

。 一方,あ る程 度 以 上 の 規模 の 企業 に於 いて は,回 線 の 自由 化 以 前 か ら

ネ ッ トワー クが運 営 され て お り,こ れ に必要 な 組 織 ・要 員 も確 保 され て

い る。 従 って 新 た に発 生 した ネ ッ トワ ーク化 ニ ーズ を独 立 した もの と し

て と らえ るの で は無 く,既 存 の ネ ッ トワー ク や体 制 に組 入 れ て考 え る事

と な り,単 純 な比 較 検 討 で は済 ま な くな る。 又,企 業 の ネ ッ トワー ク関

連業 務 を一 括 してVAN業 者 に委 託 す る様 な ケ ース で は,現 有 す る機 器

の 処 置 ・要 員 の 処 遇 等 も検討 の 範 囲 に含 め ざ る を得 な くな る。

。 数 多 くのVAN業 者 を 一 律/公 平 に 比 較 す るこ とは現 実的 に は 不 可 能

で あ り,知 名 度 や 従 来 か らの 接 触 の 有 無 な どが,比 較 対象 先 選 定 の 要 素

と な り得 る。

(6)各 種業 界 標準 に 関 す る課 題

社 会一 般 の 価 値 観 の多 様 化,社 会 の 成 熟 化 に よ り消 費 の 量 的 拡 大 が 期 待 で き
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な くな り,製 品 の 品 種 多 様 化 や サ ー ビス レベ ル の 向 上 に よ る差 別化 を 強 い る こ

と と な った 。経 済 成 長 率 の低 迷 や輸 出 に対 す る外 圧 の強 化 も,こ の 傾 向 に拍 車

を か け る こ とに な って き た。 多 品 種 少 量 多頻 度 出 荷 や ジ ャス トイ ン タ イ ム配 送

な ど と い う現代 の 流 通 業 界 に於 け る共 通 課 題 は,こ の よ うな社会 経 済変 化 の 当

然 の 帰 結 と して 現 れ て きた わ け で あ るが,こ の課 題 解決 の 為 の最 有 効 な手 段 と

して情 報 ・通 信 分 野 の諸 技術 の応 用 が に わ か に ク ロ ーズ ア ップ され て き た。

コ ン ピ ュ ー タの 分 野 で い え ば,安 価 で 高性 能 な パ ソコ ンの 普 及 は,零 細 企業

に 於 い て も,業 務 の 機 械 化 を可 能 と して 行 った 。

通 信 分 野 で は 、VANを は じめ と した通 信 メ デ ィアの 多 様化 と,回 線 リセ ー

ル ス業 者 の 台頭 に よ る通 信 費 用 の 低 廉化 傾 向 は,オ ンラ イ ン処 理 を 一 層 身 近 な

もの と して 定 着 させ て い った。

① 業 界 標 準 の進 展

前 述 した よ う に,流 通 を 中心 と して業 務 の 質 的 向上 を 計 って行 く上 で 重 要

な 事 の 一 つ は,拡 大 を 続 け る事 務長 を情 報 通信 技術 を 活 用 す る こ と に よ って,

よ り早 く,よ り正 確 に処 理 す る こ とで あ る。各 個別 企業 内 の コ ン ピュ ー タ化

は,従 来 か ら自社 内の 合 理 化 の 為 の手 段 と して発 展 して き た。 これ は,対 象

と な る コ ン ピュ ー タの 機 種 選 択 か ら通 信 回線 の使 い方 に 至 る まで 自社 な りの

標 準 化 と い う基準 の も とで進 め られ て き たわ け で あ る。 しか し,近 年,企 業

間 の 業 務 連 係 に よ る合 理 化 とい う視 点 か ら企業 間 の デ ー タ交 換 が 大 巾 に拡 大

して きた わ けで あ るが,こ こで 異 企業 間 コ ン ピュ ータの イ ンタ フ ェ ース を と

る上 で 種 々の 問題 点 が ク ロー ズ ア ッ プ され て きた 。 これ は大 き く分 け て 二 つ

の 側 面 を 持 って い る。 一 つ は コ ン ピ ュ ータの 異機 種間 接 続 の 問 題 で あ る。 コ

ン ピュ ー タ メ ーカ ー各 社 は,各 社 ご との ア ー キ テ ク チ ャー を持 って お り,こ

れ が通 信 を 行 う上 で の プ ロ トコルの 違 い とい う事 に現れ て くる。 第 二 は ユ ー

ザ ー側 の 問題 で,各 企 業 の ア プ リケ ー シ ョン レベル で の デ ータ フ ォー マ ッ ト

や 各 種 コ ー ド体 系 の違 い で あ る。 これ らの問 題 は,個 々 の一 つ だ け を取 り出

して対 応 す る こ とは十 分 可 能 で あ り,事 実 過 去 に 於 いて は,中 継 コ ン ビュ ー
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夕 の導 入 や対 応通 信 プ ロ グ ラム の 開 発,デ ー タ コ ンバ ー ジ ョ ン処 理 の追 加 等

で こな して きた わ けで あ る 。 しか し,最 近 の 急 速 な コ ン ピュ ー タ リゼ ー シ ョ

ンの 中 で,異 企業 間 の デ ー タ交 換 ニ ー ズが 急 激 に高 ま りを み せ は じめ,そ の

対 応 が 時 間 的 に も金 銭 的 に も重 大 問 題 とな って き た 。 な か で も流 通 関 係 は,

そ の 取 引 先 の 多 さ も さ る こ とな が ら,弱 小 な取 引 先 も多数 か か え て い る と い

う事 実 は,コ ン ピ ュ ー タ化 を 進 め て行 く上で,ど う して も解 決 しな けれ ば な

らな い問題 と して 浮 か び上 が っ て きた わ け で あ る。

こ の よ うな 状 況 か ら日本 チ ェ ー ンス トア協 会 は,コ ン ピ ュ ー タ メー カ ーの

協 力 も得 なが ら,メ ー カ ー に こ だ わ らな い独 自の 通 信 規 約 の 策 定 に 向 け て 作

業 を 開始 した 。 この 作業 成 果 と して,昭 和55年7月 に取 引 先 デ ー タ交 換 標

準 通 信 制 御 手順(通 称JCA手 順)と い う もの が制 定 され た 。 これ は公 衆 通

信 回 線 を使 い デ ー タ リン ク制 御 にBSC2の 手 順 を採 用 す る こ とを 基 本 に し

た もの で あ る。

そ の 後各 メイ ン ク レーマ ーや パ ソ コ ン メ ー カ ー,ソ フ トハ ウス等 が,各 種

機 械 用 にJCA手 順 対 応 ソ フ トウ ェア パ ッケ ー ジを 発 表 した こ と と,チ ェー

ンス トア側 で もこ の手 順 に よ る デ ー タ受 渡 しを 取 引 業 者 に強 力 に要 請 した こ

と もあ って,い ち早 くこの 業 界 に於 け る標準 と して 定 着 した 。 そ の後,他 に

これ ほ ど普 及 した異 機 種 間 通 信 プ ロ トコ ルが な か った こ と もあ り,JCA手

順 は,チ ェ ー ンス トア業 界 に と どま らず,広 く異 企 業 間 デ ー タ交 換 の 代 表 的

手 順 と して,各 業 界 で使 用 され る よ うに な った。

一 方 ,全 国銀 行 協 会 連 合 会(全 銀 協)で は今 後 の フ ァー ムバ ンキ ングの 進

展 を 予想 して金 融 機 関 と して の業 界 標 準 作 りを開 始 した 。

そ して,昭 和58年10月 に 「全 銀 協 標 準 通 信 プ ロ トコ ル(ベ ー シ ック手

順)」 を制 定 した 。

これ も基 本 的 に はBSC手 順 に準 拠 した もの で あ るが,JCA手 順 が公 衆

回 線2.400BPS,レ コ ー ド長 が 固 定長 の128バ イ トと い う制 約 があ る

の に対 し,全 銀 協 プ ロ トコル は,公 衆回 線2400BPS以 外 に回 線 交換 網
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9600BPS及 び特 定 通 信 回線 も意 図 して お り,レ コ ー ド長 も2048バ

イ トま で の 可 変 長 を 考 慮 して い る為 にJCA手 順 よ り汎 用 性 が 高 い と言 え る。

事 実,JCA手 順 で デ ー タ交 換 を して いた と こ ろで,デ ー タ量 の 増 大 か らこ

れ を放 棄 して 専 用 回 線 に よ る全 銀 協 手順 に 移行 して 行 くケ ー ス も見 られ るよ

うに な って き た 。

全 銀 協 で は,そ の後 もパ ソ コ ン時 代 の フ ァー ムバ ン キ ングを考 慮 して,昭

和59年1月 に 「全 銀 協Ae－ ソナ ル コ ン ピ ュ 一夕用 標 準 通 信 プ ロ トコル」 や

「全 銀協 標 準 通 信 プ ロ トコル ・対 パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タ接 続 仕様 」 な ど も

発 表 して い る。

この プ ロ トコ ル も,発 売 当初 は銀行 協会 の業 界標 準 と してス タ ー トした も

の で あ るが,そ の後 高 速 通 信 や 多量 デ ー タの異 機 種 間接 続 の ニ ーズ が あ る他

の 業 界 で も頻 繁 に使 わ れ る よ うにな りだ して きて お り,前 述 のJCA手 順 と

共 に,現 在 の 日本 に 於 け る デ ー タバ ッチ伝 送 あ 標準 と して確 立 され て きて い

るこ とは ア ンケ ー ト調 査 の 結 果 か ら も明 らか で あ る。

この ほか 他 業 界 に は拡 大 しな いが 業 界 内で は重 要 な標 準 と して,国 際 金融

取 引 に於 け るSWIFT手 順,ク レジ ッ ト会 社 等 で 使 わ れ て い るCAFIS

手順,キ ャッ シ ュデ ィ ス ペ ンサ ー用 のBANCS手 順,海 貨 情 報 のSHIP

NET手 順,国 際 航 空 のSITA手 順 等 が あ り,業 界 内 の情 報 通 信 の合 理 化

に 貢献 して い る。

これ らの 標 準 は,通 信 プ ロ トコルの統 一 と同 時 に,各 種 デ ー タ コ ー ドの統

一 化や レ コ ー ドフ ォ ーマ ッ トの標準 化,ま た一 部 で は 出 力 帳 票 レイア ウ トの

統 一化 まで 進 ん で お り,そ れ ら業 界 内で の シス テ ム開 発 負 担 をか な り軽 減 し

て い る。

② 業 界 標 準 に お け る今 後 の課 題

現 在 の 業 界 標 準 は,JCA手 順,全 銀 協 プ ロ トコル も含 め,概 ねBSC手

順 に基 づ いて制 定 され て いる が,今 後 の 方 向 と してハ イ レベ ル 手順(HDL

C)版 の模 索 が各 業 界 で 行 な わ れ て い る。

一67一



また現 在 の 業 界 標 準 が 一般 に デ ー タの バ ッチ伝 送 を 中 心 と した デ ー タ交換

型 処 理 を対 象 に して いる 。 これ は,そ れ な りに 開 発 当 時 の ユ ン ピュー タ メー

カ ーのOSレ ベル か らみ て 当 然 の事 で あ った こ と も事 実 で あ り,別 の 見 方 か

ら言 え ば,異 機 種 間 デ ー タ交 換 自体 で す ら難 しか った 状 況 か らす れ ば,大 変

な進歩 で あ った と も言 え る。 とこ ろが,そ の 後 のOSの 発 展 や,コ ン ピュ ー

タ使 用環 境 の変 化 か ら,現 在 で は,分 散 フ ァイル処 理 や 同 メ ーカ ー内 で の複

数 コ ン ピュ ー タの有 機 的 結合 が 当然 の こ と とな りつ つ あ る。 こ のよ うな状 況

か らす れ ば 今後 の企 業 間 ネ ッ トワ ー ク化 を進 め て行 く上 で,リ アル タ イ ム処

理 にお け る連 動 の 必 要 性 が ま す ます増 大 して 行 くこ とは 時 代 の趨 勢 で あ ろ う。

従 って異 企 業 間,異 機 種 間 で の リアル タ イ ム処 理 の ニ ー ズ に対 応 した 標準 化

と い う ものが 必 要 に な って き て い る。

.次 にOSI対 応 の 問 題 が あ げ られ る。 現 在 世 界 各 国 に 於 い て,イ ン タ ーオ

ペ ラビ リテ ィ確 保 の 必 要 か らOSIに 関 す る研 究 開 発 機 関 が作 られ てお り ,

仕 様書 の 作 成 や,認 承 機 関 の発 足 に向 けて精 力 的 な 活動 が 行な わ れ て い る。

業 界標 準 も結 局 は相 互 運 用 性 の確 保 とい うこ と に な る わけ で,そ の うち の通

信 規 約 に関 して は,OSI仕 様 の動 向 に 沿 った もの で あ るべ きで あ ろ う。 た

だ し上位 レイ ヤ特 に第7層 に関 して は,用 途 に 応 じて か な り個別 性 の 強 い も

の に な らざ る を得 ず,従 って業 界 の 特性 を 反 映 させ た 切 り出 し方 も必 要 とな

って こよ う。JCA手 順 及 び全 銀 協 手 順 のOSI参 照 モ デ ル との 対 応表 を表

2-21,表2-22に 示 す 。

標 準 化 とい う もの は,何 の 場 合 で も同 様 だ が メ リッ トと デ メ リッ トの両 面

を 持 って い る。

特 に コ ン ピュ ー タ関 連 の よ うに進 歩 の激 しい領 域 に お け る標準 化 は,技 術

動 向 の 変化 を考 慮 に 入 れ た ラチ チ ュ ー ドを 持 た せ て お か な けれ ば 進歩 の 阻 害

原 因 と して む しろ将 来 に禍 根 を 残 す こ とに もな りか ね な い。

ま た,標 準 化 は,す で に行 なわ れ て い る混 乱の 整 理 とい う色 彩 の もの で あ

る場 合 は特 に利 害 の 相 反 す る場 合 も少 な くな いた め,強 者 の理 論 が まか り通
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表2-210SI基 本 参 照 モ デル とJCA手 順

OSI基 本参照 JCA手 順
・

モ デ ル レ イ ヤ 機 能 制 御仕 様

7.応 用 3.電 文制 御 ・再送要求 制御電文による

・運 用管理 制御

6.プ レ ゼ ン テ ー ・通信制御

シ ョ ン

・通 信 開 始 ・

終了の制御

5.セ ッ シ ョ ン
・フ ァ イ ル 伝 送

/ア ク セ ス

4.ト ラ ン ス 2.デ ー タ リ ン ・デ ー タ 順 序 基本形データ伝
ポ ー ト ク制御 制御

送制御手順
・誤 り制御

3.ネ ッ トワ ー ク (JISC6362)
'デ ー タ リ ン ク

の設定 ・維持 に一部準拠
・解 放

2.デ ー タ リ ン ク (BSC2手 順)
・デ ー タ の 送 受

信

1.物 理 1.回 線 ・物理的接続 物理的条件:
IS2110

・電気的接続

電気的条件:
・論理的接続 V.28

論理的条件:
V24,V26bis

る と い う場 合 も多 い 。 こ の よ うに調 整 の む つか しい事 柄 で あ る だ け に,従 来

の 標 準 化 は な るべ く共 通 項 の 多 い同 一業 界 内 と い う事 で 発 展 して き た。 しか

し国 際 化 、 多 角 化 が 進 ん で い る昨 今 の企 業 環 境 の 下 で は,一 企 業 が各 業 界 毎

に異 な る標 準 化 に それ ぞ れ対 応 す る と い う事 態 も しば しば起 き て きて お り,

高 度 情 報 化 ・ネ ッ トワー ク化 社 会 を迎 え るに 当 た って,よ り グ ロ ーバ ルな 標

準 化 が望 まれ る所 以 で あ る 。
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表2-220SI基 本参照 モデルと全銀プ ロ トコル

OSI基 本参照 全銀協 パーソナルコンピュータ用標準通信 プ ロ トコル

モ デ ル 層 機 能 制 御 区分 制 御 仕 様

アプ リケーション 5.ア プ リ ・画面入出力処理 アプ リケ ー シ 入出力規定
ヨン制 御

プ ロ セ ス ケ ー シ ョ ン ・障害処理 障害処理規定

7.応 用 ・再送要求 フ ァイル制 御電 文 に

・運用管 理 よる制御

・列信 処理

電文制御
6.プ レゼ ン 4.機能制 御 ・通信 制御 通信制御電文による

テ ー シ ョ ン ・通信開始・終了の制 制御
御

・フ ァ イ ル伝 送

5.セ ッ シ ョ ン /ア ク セ ス

・通番管 理

4.ト ラ ンス ポ ー ト 3通 信制御 ・データ順序制御 BSC2の 制御機能

・ ブ ロ ッ キ ン グ/ の一部を利用

デ ブ ロ ッ キ ン グ 伝送制御
3.ネ ッ トワー ク (ETB)

・誤 り制御

2.デ ー タ リンク 2デ ー タ リ ン ・デ ー タ リ ン ク の 基本形データ伝送制
ク制御 設定 ・維持 ・解放

御手順(JISC6362)
'デ ータの送受信

に一部 準拠(BRC2

手順)

1.物 理 1.回 線 ・物 理的接続 物理的条件:
IS2110

・電気的接続

電気的条件:
・論理的接続 V。28

論理的条件:
v。24M26bis
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た だ し,業 界 を越 え る とい う問 題 と な る と,所 管 官 庁 も異 る し,そ れ ぞれ

の業 界 の利 害 を 調 整 す る とい う難 問 があ る。 従 って,こ の段 階 で は国 家 レベ

ル の標 準 化 と して のJIS化 とか,国 際 レベル の標 準 化 と して のISO化 と

い うよ うな グ ローバ ル な統 合 が 必 要 とな って こ よ う。
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2.3提 供 サ ー ビス別 第 二 種 電気 通 信 事 業者 の 概要

今 回 の 調 査 で は,提 供 サ ー ビス の形 態 を基 本 通 信 サ ー ビス,高 度 通 信 サ ー

ビス,情 報 処 理 サ ー ビス,情 報 提 供 サ ー ビス に大 別 し,そ れ ぞ れ の サ ー ビス

内容 にっ いて 回答 を い た だ いた 。

これ らの回 答 内容 か ら,主 たる提 供 サ ービス ごとに分類 し,そ のネ ッ トワーク

名,他 ネ ッ トと の接 続 ・提 携,ホ ス ト機 種,回 線 数,サ ポ ー ト ・プ ロ トコ ル,

運 用 状況 等 に っ いて 記 載 した 。

主 た る提 供 サ ー ビス の分 類 に 当 って は,各 サ ー ビス(除 く情 報 提 供 サ ー ビ

ス)を 複合 して 提 供 して い る場 合 には,情 報 処 理 サ ー ビス,高 度通 信 サ ー ビ

ス,基 本 通 信 サ ー ビス の順 に優 先 度 を付 け て 分類 した 。 なお,優 先 順 位 の高

いサ ー ビス を 提 供 して い る 場 合 で もそ の 割 合 が 少な い場 合 には他のサ ービ ス に

も併 せ て 掲 載 した。

ま た,高 度 通 信 サ ー ビス を提 供 して い る企 業 の うち音 声 画像 サ ー ビス及 び

パ ソ コ ン通 信 を主 と して サ ー ビス して い る企業 に っ いて は,そ れぞ れ 別 分類

と し,音 声 画 像 サ ー ビス,パ ソ コ ン通 信 サ ー ビス と して 掲 載 した。

情報 提 供 サ ー ビス に つ い て は,他 の サ ー ビス を提供 して い る場 合 で も この

サ ー ビス を 提 供 して いれ ば併 せ て掲 載 して あ る 。

運 用 状 況 に関 して は,24時 間,年 中 無 休 の 場 合 に は,特 に記 載 せず,そ の

他 の運 用 時 間 帯 の場 合 に の み 記 載 して あ る。
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(1)基 本 通信サ ー ビス(主 と して提 供 して いる企業)

会 社 名 ネ ッ トワ ー ク 名 他 ネッ トとの接 続 ・提 携 ホ ス ト機 種 回 線 数 サ ポ ー トプ ロ ト コ ル 提供サービス及び運用状況

㈱ 関西 フ ァル マ GNN-NET JAIS 三 菱 メル コ ム80 12 J手 順 。そ の 他

シ ス テ ム40 BSC(コ)

日本 ユ ニパ ッ ク U-NET UNIVAC 500回 線 超 。専 用 線 サ ー ビス

㈱ 1000/72×2 。日祝 祭 日休み,10H

㈱ リ ク ル ー ト ス ー パ ー デ ィ ジ 500回 線 超 。専 用 線 サ ー ビス

タル サ ー ビス 。回線 交 換 サ ー ビス

住友電気工業㈱ STAR-NET ス タ ー ネ ッ ト㈱ の 500 SDLG,HDLC,日 電 。専 用 線 サ ー ビス

STAR-NET ベ ー シ ッ ク 。回 線 交 換 サ ー ビス

㈱本島ビジネス MOSNET B6900 32 J手 順,全 銀手順 。専 用線 サ ー ビス

セ ン タ ー M330E BSC(ポ),HDLC 。回 線交 換 サ ー ビス

M220D 。月 ・火 曜 休 み,8H

㈱ 加 藤 陸 運 加藤物流VAN NCOS410 4 J手1順,全 銀 手 順 。専用 線 サ ー ビ ス

SDLC,BSC(ポ), 。日祝 祭 日休 み ,15H

(コ),EDLC

㈱福井電子計算 Suisen
富士通 ネッ トワ ーク

2台 8 BSC(ポ),HDLC 。専 用 線 サ ー ビス

セ ン タ ー (SuperInfor一 FENICS ' 。日祝祭 日休み,24H

mationSen戊ce

Network)

㈱ 高 島 屋 ロ ー ズ ネ ッ ト ワ 94 。そ の他

一 ク
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ご
1

会 社 名 ネ ッ トワ ー ク 名 他 ネ ッ トとの接 続 ・提 携 ホ ス ト機 種 回 線 数 サ ポ ー トプ ロ トコル 提供サービス及び運用状況

㈱ トモ ネ ッ ト ・

サ ー ビ ス

'

トモ ネ ッ ト UNIVACシ リ

ーズ8

SYSTEM400

40 J手 順,全 銀手順

BSC(ポ)

。パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス

。日曜 休 み ,20H

ス タ ー ネ ッ ト㈱ STAR-NET 500回 線 超 SDLC,HDLC

日電 ベ ー シ ッ ク

。専 用 線 サ ー ビス

。回 線 交 換 サ ー ビス

㈱ 帝人 シス テ ム

テ ク ノ ロ ジー

TSTネ ッ トワ

ー ク

FETEX3600

FETEX1210

2台

219 。専 用 線 サ ー ビス

住友金属工業㈱
、

ス ミ キ ン ・不 ッ

ト

。専 用 線 サ ー ビス

。回 線 交 換 サ ー ビス

㈱ 日本 イ ンテ リ

ジェ ン トビル シ

ス テ ムズ

NISイ ン テ リ

ジ ェ ン ト・シテ ィ

ネ ッ ト ワ ー ク

96 。専 用 線 サ ー ビス

㈱東北経営計算

セ ンター

TMCNET NECACOS

430×2

28 レ ベ ル2B

X。25

。専 用 線 サ ー ビス

。休 日無 し,12H

㈱新潟鉄工所 新 潟 通信 サ ー ビ

ス(NCSNet

work)

ス タ ー ネ ッ ト FACOMM380S

IBM4341

SDLC,BSC(ポ),

(コ),富 士 通 ベ ー シ ッ ク

。専 用 線 サ ー ビス

。回線 交 換 サ ー ビス

日本 ダ イ レッ ク

ス㈱

DFNS INX4400

2台

500回 線 超 独 自手 順X。25,そ の 他

(ユ ーザ ー に合 わ せ る)

SDLC,BSC(ポ),(コ),

HDLC,日 電 ベ ー シ ック,

富 士通 ベ ー シ ック,日 立 ベ
ー シッ ク

。専 用 線 サ ー ビス

。パケット交換サー畝(予 定)

。回線 交 換 サー ビス(〃)
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会 社 名 ネ ッ ト ワ ー ク 名 他 ネ ッ トとの接 続 ・提 携 ホ ス ト機 種 回 線 数 サ ポ ー トプ ロ トコ ル 提供サービス及び運用状況

㈱ 東 計 電 算 東計VAN 共同VAN ACOS4304台 85 J手 順,全 銀手順 。専 用 線 サ ー ビス

日本電気 ACOS350 X.25 。休 日 無 し,16H

ACOS250 BSC(ポ),(コ),

M3402台 HDLC,日 電 ベ ー シ ッ ク

M320

日本情報産業㈱ NII-NET SECOM-NET他 IBM3090 500回 線 超
.

J手 順,全 銀手順 。回線 交 換 サ ー ビス

モ デ ル200 X.25,X.75 。専 用 線 サ ー ビス(予 定)

SDLC,BSC{ポ),(コ), 。パ ケ ッ ト交換 サ ー ビス

HDLC,日 電 ベ ー シ ッ ク, (予定)

富 士 通 ベ ー シ ッ ク,日 立 。特別 な カ レ ンダ ー に よ

ベ ー シ ッ ク り運用

三 和 ネ ッ トワー サ ン ワ ネ ッ ト 30 。専 用 線 サ ー ビス(予 定)

クサ ー ビス ㈱
'

そ うご電 器 ㈱ SOGO-NET 日本 情 報 サ ー ビス 東芝 10 J手 順 。その 他

日本電気情報サービス TOSBAC BSC(コ}

日本IBM DP/10

TOSBAC一

S85
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② 高度通信サービス(主 として提供 している企業)

会 社 名 ネ ッ トワー ク 名 他ネットとの接続 ・提携 ホ ス ト機 種 回 線 数 サ ポ ー トプ ロ トコ ル 運 用 状 況

日本情報 サー ビ JAIS-NET イ ンテ ック(但 し端 末 IBM3081K×5 500回 線超 J手 順,全 銀手順

ス (JAIS-VAN) レベ ル) H8690×2 X。25

H8690MP SDLC,BSC(ポ1(コ},HDLC,

M-280H 日電 ベ ーシ ッ ク,富 士 通 ベ ー

シ ッ ク,日 立 ベ ー シ ッ ク

日本 電 気 ㈱ NEC-NET MARK*NET NECACOS 500回 線超 J手 順,全 銀手順

(C&C-VAN) シ リー ズ ・コ ン ピ ュー タ X.25,X.75

30台 SDLC,BSC(ポ),{コ},HDLC,

日電 ベ ー シ ック

㈱東洋情報シス TISNET CAFISCATNET IBM3083,3033 500回 線 超 全銀手順

テ ム BANKS FACOM380R X。25

HITAC8690 SDLC,BSC(ポ},(コ),HDLC;

` TANDEM 日電 ベ ー シ ッ ク,富 士 通 ベ ー

シ ック,日 立 ベ ー シ ッ ク

㈱名鉄 コ ンピュ MEI-NET 日立M-260K 220 J手 順,全 銀 手川頁

一 夕 サ ー ビス PASONET-M M-260H 日電 ベ ー シ ッ ク

ダ イ ヤ モ ン ド ・ DIANET CAFISCATNET IBM3081G 60 J手 順,全 銀 手順
A

コ ン ピュー タサ CICTELENET 3083J X。25

一 ビス㈱ SDLC,BSC(ポL(コ),

第 一貨物 自動車 第 一 貨 物 ネ ッ トワ ー カ ネボウ物流 他40社 IBM4341M12 95 J手 順,全 銀手順 。日祝祭 日休み

㈱ ク 〃4381P13 SDLC,BSC(ポ) ・24H

㈱ デ ン サ ン POPSNET IBM4381 10 J手 順,全 銀手順 。日祝祭 日休み

BSC(ポ},(コ} 。20H

㈱ 日本 ビジネス NBCNET HITAC 250 J手 川頁,全 銀手順 。設備の都合等で休止す る

コ ンサ ル タ ン ト (呼 称 エ ヌ ビー シー M-280H×2 BSC(コ1, 場合が ある。

ヂ ネ ッ ト) M-260H×2 日立 ベ ー シ ック

●

ぐ
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会 社 名 ネ ッ トワ ー ク名 他ネットとの接続 ・提携 ホ ス ト機 種 回 線 数 サ ポ ー トプ ロ トコル 運 用 状 況

㈱ 神 田 運 送 ラ ビ ッ ト ・メ ッセ ー NECN5200/05 3 J手 順 。運用は原則 として毎 日,

ジ ・サ ー ビ ス 時間は約18H
・

繁忙期,閑 散期は異な る

㈱ フ ジ ミ ッ、ク Eye-Net HITACM240H 60 X。25,そ の 他(無 手 順) 。'休日無 し

(パ ソ コ ン通 信 ネ ッ 。23H

トワー ク) 休止 時間は ソフ ト保 守の

ため

ミサ ワ バ ン ㈱ MISAWAVAN ヤ マ トシス テ ム開 発 日立HITACM260D 160 J手 順,全 銀 手順,そ の他 。休 日無 し

「ネ コ ネ ッ ト」 HDLC,日 立 ベ ー シ ック 。11H

毎月第三水曜日午前中は
停止

丸 善 ㈱ MARUNET ネ ッ トワ ー ク情 報 サ ー NAS(米 国),IBM 68 X。25 。デ ー タ ベ ー ス ご とに 運 用

ビス タ ンデ ム,DEC,日 立 HDLC 時間設定

日本 ア イ ・ピー NMS ㈱ エ イ ・ エ ス ・ テ ィ ー IBM大 型 機(複 数台) 高速デ ィジ J手 順,全 銀 手順,そ の他
・エ ム㈱ ㈱日本情報通信 タル50 (家 電 プ ロ トコル)

㈱ セ コム ネ ッ ト 帯 域270 X.25.

プラスアルファ SDLC,BSC{ポ}

㈱ キ ム ラユ ニテ KIMURAUNITY IBM4331-LO2 9 SDLC,BSC{ポL(コ) 。日祝祭 日休み

イ ー NET 。9H

キ ム ラシ ス テ ム

㈱ 四電情報 ネッ AST-NMS IBM3081 18 J手 順,全 銀 手順,そ の他 。日祝祭 日休み

トサ ー ビス 共同VAN (ECA3270) 。12H

V.24

SDLC,BSC{ポ},{コ)

上新電機㈱ T&PHOTLINE ACOS 112 TTY 。20H

。毎 日AM .2:00～

AM6.:00

ホストメンテナンスの為休止
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会 社 名 ネ ッ トワ ー ク名 他ネットとの接続 ・提携 ホ ス ト機 種 回 線 数 サ ポ ー トプ ロ トコル 運 用 状 況

㈱ 通 研 TKNET バ イ テ ル ネ ッ トワ ー ク LINKS-H×2 20 X.25 。日曜休み

BSC{ポ),(コLHDLC 。24H

㈱ ト ランス ネ ッ 77 X,25 ・日祝 祭 日休み

ト BSC{コ} 。24H

原則24H稼 動

㈱ デ ー タ ・プ レ COMCOM FM11 5 無手順
一 ン X。25

'

富 士 通 ベ ー シ ッ ク

日本楽器製造㈱ ESPOIR-NET 8 無手順 。祝祭 日休み

WORK 。24H

日本 テ レネ ッ ト LINKS 富士通M340 100 X.25 毎月曜日及び毎月20日(〆田)

㈱ の みAM9:00～PM3:00

ホ ス トの オ ン ラ イ ン ・サ ー

ビ ス ・ス ト ッ プ

ネ ッ トワ ー ク部 分 は24H稼

動

㈱ エ ース ・テ レ Ace7>1email AceTelenet タ ンデムEXT X.25,TTY

メ ー ル ・イ ン タ Telenet

一 ナ シ ョ ナル

㈱ メ デ ィア マ ン タ ウ ンガ イ ド テ レガ イ ド PDP11 15

イ ンタ ー フェイ ス
.

テ ィーデ ィ ー シ TDCMRDB 3～5台 の パ ー ソ ナ ル JUST-PC 。62年10月 事業開始予定

・ソ フ ト ウ ェ ア USERSGROUP コ ン ピ ュ ー タ を計 画 X。25

エ ン ジニ ア リン NETWORK HDLC,日 電 ベ ー シ ッ ク

グ㈱

、
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会 社 名 ネ ッ トワ ー ク名 他ネットとの接続・提 携 .ホ ス ト 機 種 回 線 数 サ ポ ー トプ ロ トコル 運 用 状 況

大和銀総合 シス FACOMM340S 11 J手1順,全 銀手 順 。土 ・日 ・祝祭 日休 み

テム㈱ BSC㈹(コ} 。20H

セ コ ム ネ ッ ト㈱ SECOMNET IBM-NMS IBM3090 80 J手 順,全 銀手順 。休 日無 し

3083 JISS/S 。20H

SDLC,BSC(ポ}

㈱西日本情報サ NISCVANサ ー CAFIS M160-F 18 BSC(ポ),富 士通 ベ ー シ ッ ク 。休 日無 し

一 ビ ス ・セ ン タ ビス 。20H

一

日本情報通信㈱ NI+Cネ ッ ト ワ ー IBM-NMS IBM4341 14 J手 順,全 銀手順 。62年10月 以 降,休 日無 し

ク X.25 24H稼 動を予定

SDLC,BSC{ポ},(コ)

㈱ キ ャ ップ ネ ッ キ ャプ テ ンメ ール NTTビ デ オ テ ッ ク ス OKI・DDP80VM皿/H 11 ビ デ オ テ ック スIFイ ン タ フ 。休 日無 し

卜' (キ ャ ッ プネ ッ トメ 通信網 エ ー ス 。19H

一ル ボ ッ ク ス) X。25

HDLC

日本 イ ー エ ヌ エ X.25,X。75.X.28

ス㈱ BSC(ポ),(コ}

一
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③ 情報処理サ ー ビス

会社
名

ネ ッ トワ ーク 名 他 ネ ッ トとの接
続 ・提携

ホ ス ト機 種 回線数 サ ポ ー トプ ロ トコ ル 適 用 業 務 運 用 状 況

㈱
エ ー ス ・テ レ ネ MELCOMCOSMO 500超 J手 順,全 銀手順 。受 発 注:食 品 ,日 用 雑 貨(メ ー カ ー ・

膓
ッ ト 800S

FACOMM380
1BM3083

X.25

SDLC,BSC(ポ),(コ),

卸 間),レ コ ー ド(卸 ・小 売 間)

。各 種 業 務:書 籍(卸 ・小 売 間)

元 NECACOS550 HDLC,日 電 ベ ー シ ッ ク, 。その他多数

ク 計40台 富 士 通 ベ ー シ ッ ク,日 立

ベ ー シ ッ ク

富
FENICS FACOMM380 500超 J手 川頁,全 銀手順 。受 発 注=食 品,繊 維,雑 貨 ,サ ー ビス 原則休 日無 し,

×6 X,25 業 24H体 制

士 BSC(ポ},(コ),HDLC, 。受 発 注,在 庫 照 会:文 具,メ ガ ネ 各種 サー ビスごと

富 士 通 ベ ーシ ッ ク 。店 頭 情 報 整 理:ア パ レル(メ ー カ ー ・ に運用時間決定
通 小売間)

㈱
。店舗管理:ス ポーツ(小 売 間)

。ICカ ー ド:金 融(同 業 間)

イ ン テ ッ ク IBM3083J 1,200 J手 川頁,全 銀手順 。受 発 注:ス ーパ ー,玩 具(卸 ・小売間)

共
同

野 村 コ ン ビュ ー 438玉 ×2 X.25 雑 貨(メ ー カ ー ・卸 間)

ヴ
タ SDLC,BSC{ポ},{コ), 電機(メ ー カ ー間)

ア

ン

㈱

HDLC

㈱ サ

沖|
ネ ビ

OKI-VAN 久保田鉄工㈱ 50V×1 500超 J手 順,全 銀 手 順

X。25

SDLC,BSC{ポ},{コ},

。受発 注=電 気機器(メ ー カー間)

。貨 物追 跡:運 輸(小 売 ・運輸間)
専 用 線,回 線 交 換

サ ー ビスは24H。

そ の 他 の サ ー ビ ス

ツ ス HDLC は,14H～16H

ト (但 し,1月1日,

2日 を 除 く)

ネ サ
ツ1

TYMNET HITACM240H 500超 J手1順,全 銀手順 。販売情 報管理:自 動車(小 売間)

ト ビ DECPDP-10 X.25,X.75, 。経理情報:石 油(卸 間)

ワ ス ×2 SDLC,BSC(ポ),

|㈱ IBM3033×1 HDLC,日 電 ベ ー シ ッ ク,
ク

情
富 士 通 ベ ー シ ック,日 立

報 ベ ー シ ッ ク
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会社
名 ネ ッ トワ ー ク名

他 ネ ッ トとの接

続 ・提携
ホ ス ト 機 種 回線数 サ ポ ー トプ ロ トコ ル 適 用 業 務

・

運 用 状 況

㈱ 報 セ イ ノ ーVAN 日本IBM,東 海 IBM3090 500超 J手 順,全 銀手順 。物流 関連(運 輸 ・倉庫間)(卸 ・運 輸間)
セ サ

イ1
ノ ビ

銀行,大 和証券,

十六銀行,荷 主

3081 X。25

SDLC,BSC(ポ},(コ)

(小売 ・運輸間)
。金融決 済関連(金 融 ・運輸)(証 券 ・運

|ス 企業(多 数) 輸)
情 。物 流 関 係(メ ー カ ー ・運 輸)

日 JIP-NET B7900×2
本
電

M-280S-810 500超 J手 川頁,全 銀手 順 。株式売 買等:証 券(証 券業間)

子
260 BSC(ポ),(コ),HDLC 。金融1証 券(金 融 ・証券間)

計 660 日立 ベ ー シ ッ ク 。受注:レ ンタル(代 理商 ・仲立業間)

算 。式場 紹介:サ ー ビス(娯 楽その他 サー

㈱ ビス業間)

㈱ シ TISNET CAFIS IBM3083,3033 500超 全 銀 手1順,X。25 。ク レ ジ ッ ト情 報:ク レ ジ ッ ト(金 融 間)

東 ス CATNET FACOM380R SDLC,BSCCボ},(コ},

洋 テ BANKS H王TAC8690 HDLC,日 電 ベ ー シ ッ ク,

情 ム TANDEM 富 士 通 ベ ー シ ッ ク,日 立
報 ベ ー シ ッ ク

日 サ

本|

電 ビ

気 ス

C&CVAN NECACOSシ リ
ー ズ14台

500超 J手 順,全 銀 手 順

X.25,X。75

SDLC,BSC〔 ポ),(コ),

日 電 ベ ー シ ッ ク

・受発注=ア パ レル,雑 貨卸,量 販店,

医薬 品販売
。販売管理:ゴ ム

。住民情 報管理:自 治 体

情㈱ 。情報 提供:洗 剤 ・化粧品卸

報 。中古車 情報 交換:中 古車 販売

。医事 会計:病 院

㈱ SICNET CAFIS FACOMM-380 400 J手 順,全 銀 手 順 。受発 注 ・販売=小 売(小 売 間)

西 M-380×4 X。25 。 〃=卸 売(卸 ・小 売 問)

武
情

M-360R SDLC,BSC(ポ),(コ), 。予約発 券=小 売(小 売間)

報
M-330E HDLC, 。与信顧 客=金 融(小 売 ・金融間)

セ
NCR 富 士 通 ベ ー シ ック,日 立 。販売与信:小 売(小 売間)

ン V-8650×3 ベ ー シ ッ ク 。 フ ァー ムバ ンキ ン グ(金 融 ・小 売 ・製

タ HITAC 造 ・航 空等)

| M-240D

一 一.一.・.一
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会社
名 ネ ッ トワ ー ク名

他ネ ッ トとの接
続 ・提携

ホ ス ト機 種 回線数 サ ポ ー トプ ロ トコ ル 適 用 業 務 運 用 状 況

電 子 メ ー ル ・サ INFONET 国 内:M360×1 500超 BSC3780,BSC3270 。受 発 注 ・経 理:医 療 器 具 ,タ イヤ(メ 日曜の夕方4Hだ
三
井

一 ビ ス VAX780 X.25,X.75,X。28
一 カ ー間) け メ ンテ ナ ンス の

情 海外:UNIVAC BSC(ポ),{コ),HDLC 。経 理:(代 理商 ・仲 立業間) ため に運用STOP

報 1100/80 。電 子 メ ール:(メ ー カ ー 間,旅 行 業 間)

開 IBM3081 。販 売 情 報:化 学 品(メ ー カ ー間)

発
㈱

。ディー リング情報1証 券(証 券業 間)

。コ ン テ ナ管 理1コ ン テナ(運 輸 間)

㈱1 MEI-NET 日立M-260K 220 J手 順,全 銀手順 。輸送管理:運 輸(運 輸間)

名 タ
鉄 サ

膓↓
ピ

PASONET-M M-260H 日立 ベ ー シ ッ ク

スユ

ー

oo

野 タ

村 シ
コ ス

NCC-VAN 日立M-680H×2

M-280H×1

500超 J手 順,全 銀手順,

Ncc手 順

。受 発 注:量 販 コ ン ビニ(卸 ・小 売 間)

電 気 製 品(メ ー カ ー ・卸 間)

。休 日 無 し

。23H

N ン テ 他 BSC(ポ},{コ},HDLC, 。注文情 報検索=証 券(証 券 間)

1 ピ ム 日電 ベ ー シ ッ ク,日 立 べ

「㈱ 一 シ ッ ク

ト プ ダ ック ス ネ ッ ト IBM3083×1 70 J手 順 。貨物追跡:運 輸(運 輸間) 。休 日無 し

|ラ

タ ン

ノレ ニ

SDLC (代理業 ・運輸 間)

(小売 ・運輸間)

。17H

シ ン

ス グ

テ ㈱
ム

㈱ VAN一 FENICS IBMS/1×2 30 J手 順 。受発注 ・請求 ・支払:繊 維(卸 ・小売 。日 ・祝 祭 日休み

電 SAMNET ACE一 UNIVAC(ン11 当社BSC 間) 。24H

算

ζ

z

TELENET 。出荷指図:繊 維(卸 ・運輸 間)
、

句柄 ..
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会社
名 ネ ッ トワ ー ク名

他 ネ ットとの接

続 ・提携
ホ ス ト機 種 回線数 サ ポ ー トプ ロ トコ ル 適 用 業 務 運 用 状 況

ダ ユ
イ1

DIA-NET CAFIS 60 J手 順,全 銀手川頁 。決済業務:業 界多数

ヤ タ CATNET X25
モ サ
ン1

CICTELENET SDLC,BSC(ポ),〔 コ}

ド ビ
コ ス

ン㈱
ピ

日 日通情報サ ービ FACOMM340 J手 順,全 銀手1順 。受 発 注=流 通(メ ー カ ー ・卸 間) 。休 日無 し

本
通

ス ～ SDLC,BSC(ポ},(コ}, 。16H

運 M380 HDLC,

㈱ 富士通ベ ニシック

㈱ HB-TRINET HINET HITAC 191 J手 順,全 銀手順 。受 発 注:電 気(メ ー カ ご ・卸 間) 。日 ・祝 祭 日休 み

1

日

立 〔㈱ 日立情報ネ ットワーク〕

M-660H×1

L-490×1

X.25

HDLC

繊維(卸 ・小売間) 。8H

Oo 物 M-240H×3
ω

ー

流 L-470×4

㈱ トナ ミNET 日本情報 サ ー ビ UNIVAC 20 J手 順,ト ナ ミ開発手順 。受 発 注 ・請 求 処 理:食 品 用 器(メ ー カ

ト ス㈱ 1100-72 BSC(コ} 一 ・代 理 業 間)

ナ

ミ ㈱ イ ン テ ック 1100-71×2 。在庫管理1食 品用 器(小 売 ・倉庫間)

運 第一貨物 自動車 。輸送情報交換:運 輸(運 輸間)

輸 ㈱ 。配送管理:百 貨店(小 売 間)

㈱ ユ
ニ 〈TEL-ME> HITACM-260D 74 J手 順 。物 流 全 般:繊 維(メ ー カ ー ・卸 間) . 。日 ・祝 祭 日休 み

ス VAN HDLC,日 立 ベ ー シ ッ ク 。24H

セ シ CSネ ッ トワ ー CAFIS IBM3090-200×2 450 J手 順,全 銀手順 。受発注1食 品(卸 ・小売 間) 。休 日無 し

ン ス

ト テ

ラ ム

ク サ ー ビス CATNET

NCC

〃4341×2

FACOM360R×1

X.25,S/S手 順

SDLC,BSC(ポ),(コ},

〃:ホ ー ム セ ン ター(卸 ・ノ]鍋) 。2H

ル ズ セ イ ノ ーVAN HITACM240D 日立 ベ ー シ ッ ク
・㈱ サ ー ビス ×1 富 士通 ベ ー シ ッ ク
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会社
名

ネ ッ トワー ク名
他 ネ ッ トとの接
続 ・提携

ホ ス ト 機 種 回線数 サ ポ ー トプ ロ トコル 適 用 業 務 運 用 状 況

靭
ン ξ 受発注データ交 IBM3031 9 J手 順 。受 発 注:食 品(メ ー カ ー間) 。休 ・目無 し

キ ネツ 換 サ ー ビス X。25 。入 出庫 在 庫 管 理:食 品(メ ー カ ー ・運 。15H

討
三"1
ア ビ

SDLC,BSC{ポ) 鞠問)

イ ス

ア ポ ロ ンVAN フ ァル マ ACOS450 3' J手 順 。受 発 注=雑 貨(メ ー カ ー ・卸 問,卸 間 , 。土 ・日 ・祝 祭 日

㈱ プ ラネ ッ ト 日電 ベ ー シ ッ ク 卸 ・情報 サー ビス間) 休み
コ

FENICS 医薬品(卸 間,卸 ・情報 サー ビス間) 。AM9:00～
ー

ヤ
。受発注 ・請求処理:雑 貨,医 薬 品(卸 AMl2=00

ク
・小売間) ・PM1:00～

PM8:30

㈱ ビ
フ ジ

ジ ョ

「な る ほ ど!

ザ ク ー ポ ン」

HITAC

M-260K

78 BSC(ポ) 。割引 クーポ ン券発券 並び に集計:食 品

(放送 ・その他 聞)

。休 日無 し

。20H

テ ン
レ

大 タ
和 サ
コ1

イ ンテ グ ラル ネ

ッ トワー ク

C&C

IBMNMS

IBM3090-200×3

〃3084-Q×2

500超 X。25

SDLC

。受発注:証 券(証 券間)

小売(代 理 業 ・小売間)

ン ビ 〃3081-K×1 。在 庫 管 理:製 造(メ ー カ ー間)

ピ ス
ユ ㈱

|

H8690×2

H6790×1

。請求処理:そ の他(そ の他業種 間)

㈱ FENICS FACOMM360×1 38 J手 川頁 。受発:流 通(卸 ・小売間) 。休 日無 し

B BSC口},富 士 通 ペ ー シ 。売 上 デ ー タ集 配信:ガ ソ リ ンス タ ン ド 。14H

S ッ ク (メ ー カ ー 間) (AM7:00～
N 。店 舗 管 理:ホ ーム セ ン タ ー(小 売 間) PM9:00)
ア

イ
。販 売 実 績 送 信:薬 品(メ ー カ ー ・

ネ 卸 間)
ツ 。財務会計:病 院(そ の他業種間)

ト 。フ ァー ムバ ンキ ン グ:銀 行(金 融 間)
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会社
名 ネ ッ トワ ー ク名

他 ネ ッ トとの接
続 ・提携

ホ ス ト 機 種 回線数 サ ポ ー トプ ロ トコル 適 用 業 務 運 用 状 況

㈱ シ
オ|

|

OCC-VAN C&CVAN

(NEC)

ACOS

610/10× ・2

62 J手 順,全 銀 手順

SDLC,BSC(ポ),{コ)

。受発注=青 果 ,食 品,日 用雑貨(卸 ・

小売間)

シ

ー

共同VAN HDLC,日 電 ベ ー シ ック

{㈱テ
ビ イ BCC-VAN C&CVAN NECACOS430 140 J手 順,2A,2β 。受発注:食 品(卸 ・小売間)

ジ ン IBM4341n X.25,V。24,V。35, 印刷(印 刷 業間)
ネ グ

ス セ
コ ン

他2台 X。21

SDLC,BSC(ポ},

。パ ソ コ ン通 信(情 報 サ ー ビス業 間)

ン タ HDLC,

サ1

ノレ
日電 ベ ー シ ック

㈱算
高 セ
崎 ン
共 タ
同1

計

TKCC流 通

VAN

FENICS FACOMM-340R

×2

4 J手 順 。受発注:小 売(小 売 ・情報サ ー ビス業

間)

卸売(卸 ・情報 サービス業 間)

。祝 祭日は業務 の

有無 により運用

㈱鈴
SWIFTH NECACOS 10 全銀手順 。在庫管理 ・請求処理:倉 庫(倉 庫業 間) 。日 ・祝祭 日 休み

与 ACTION 430×2 。配車業務:運 送(運 輸 ・倉庫間) 。20H

倉
庫

.

。在 庫 管 理=製 紙業(メ ー カ ー ・倉 庫 間)

㈱ 報
サ シ SMSサ ー ビス ACOS410 7 J手 順 。受発注:食 品 ・日用雑貨(卸 ・小売間) 。1月1日 以 外 は

ン ス し 運 用 し,時 間は

イ テ 12H
ン ム

情

㈱|
神 ター
　 サ
コ|

KCSNET FACOMM380Q

×1

M170F

J手 順,全 銀 手順

BSC{ポ},(コ},HDLC,

富 士 通 ベ ー シ ッ ク

。受 発 注:食 品 ・雑 貨(卸 ・小 売 間)

。企 業 内CD:業 種 複 数(金 融 間)

。フ ァー ム ・バ ンキ ン グ:業 種 複 数(金

。休 日無 し

。20H

ン ビ ×1 融間)
ピ ス
ユ
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会社
名 ネ ッ トワ ー ク名

他 ネ ヅトとの接
続 ・提携

ホ ス ト機 種 回線数 サ ポ ー トプ ロ トコ ル 適 用 業 務 運 用 状 況

㈱ セ
芙 ン

ネ ッ トワ ー ク情

報 サ ー ビス㈱

HITAC

M-660H1台

27 J手 順,全 銀 手 順

X。25,IBM3270,

。受 発 注:食 品(卸 ・小 売 間)

。デ ータ ・ベー ス:中 古車(中 古 車 販 売

蓉 タ M-240D1台 BSC 業 間)

情| IBM43811台 SDLC,BSCけ ミ},{コ),

報 HDLC,日 立 ベ ー シ ッ ク

㈱計
北算 受発注VAN FACOMM-360 6 J手 順 。受 発注1食 品(情 報サー ビス業 ・第二 。休 日無 し

海 セ 、 富 士 通 ベ ー シッ ク 種通信業者間) 。10H

道 ン
電 タ
子1

㈱ セ サ 二 一ネ ッ ト 共同VAN HITAC 500超 無手順 。受発注 ・情報 サー ビス:証 券(証 券間) す べ て の サ ー ビス

三 ン M680x1 SDLC,HDLC,. につ い てで は な く,

洋 タ M280×2 BSC{コ) 特定 のサー ビスに
シ1

ス
IBM3098×2 ついて24H/365日

テ 3081×1 を実施
ム 3083×1

KICNET DRESS FACOMM380 2,000 J手 順,全 銀手順 。メ ー カ ー ・小 売 間

㈱ FENICS M360 X。25,X。75 。 メ ー カ ー ・卸 間

ア
IBM4381 SDLC,BSC(ポ),(コ), 。金 融 ・情 報 サ ー ビ ス業 間

HDLC 。卸 ・小売 間
イ

日電 ・富 士 通 ・日立 ベ ー
、

不 シ ッ ク,

ス CAFIS,CAT,

ANSWER

㈱岩 ICSVAN
、

エー ス テ レ不 ッ 日立M-260H×1 。受発注:食 品 ・雑貨(卸 ・小売間) 。休 日無 し

手 ト(イ ンテ ッ ク) 。20H

電 共 同VAN,タ イ .

子 ムネ ッ ト,ハ イネ

計算
ット(日立情報ネ

セ ッ トワ ー ク),ネ
ン

タ
ッ トワ ー ク情 報

| サ ー ビ ス㈱

'
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会社
名

ネ ッ トワ ー ク名
他 ネ ットとの接
続 ・提携

ホ ス ト 機 種 回線数 サ ポ ー トプ ロ トコル 適 用 業 務 運 用 状 況

蝶 ス
理 テ CJS/CN IBM4381 165 J手 順,全 銀手順 。受 発 注:繊 維(メ ー カ ー ・商 社 間) 。日 ・祝 祭 日休 み

情 ム SDLC,BSC〔 ポ},〔コ} 。18H

報㈱
シ

、

ス 不 リム ネ ッ ト/ キャプテ ン網 UNIVAC 50 UNIVACUTS 。予約 ・配車管理:ホ テル(運 輸 ・娯楽 。休 日 無 し

カ ツ

イ ト
キ ャ プ テ ン SYSTEM11 BSC(ポ},{コ} その他 サ ー ビス業) 。20H

・㈱ サ ー ビス(DF) HDLC

㈱ ユ KINS FENICS FACOMM340S 35 J手 順 。受 発注1食 品 ・チ ェ ー ンス トア(卸 ・ 。日曜休み

カ|

ナ タ

ザ サ

ワ|
コ ビ

(予定) BSC{コ),HDLC

富 士 通 ベ ー シ ック

小売間) 。12H

ン ス

ピ

住工
友 菜
篭㈱
気

STAR-NET ス ター ネ ッ ト㈱ 500 SDLC,HDLC,

日電 ベ ー シ ッ ク

。受 発 注:電 機(メ ー カ ー 間)

㈱ ス MOSNET B6900 32 J手 順,全 銀手1順 。受発注:雑 貨(卸 ・小売 間) 。月,火 曜 休 み

本 ・

島 セ
ビ ン

M330E

M220D

BSC{ポ},HDLC 。8H

ジ タ

ネ1

㈱ キ
キ ム

ー KIMURA IBM4331一 9 SDLC,BSC(ポ),(コ) 。売 上 計 上=運 輸(メ ー カ ー ・運 輸 間) 。日 ・祝 祭 日休 み

ム フ

ラ シ UNITYNET LO2 。9H

ユ ス
一二 ア

テ ム
イ

1
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会社
名 ネ ッ トワ ー ク名 他 ネッ トとの接

続 ・提携
ホ ス ト 機 種 回線数 サ ポ ー トプ ロ トコル 適 用 業 務 運 用 状 況

コ タ

ア1
ネ ナ

㍑
・ ナ

CORENET MTTS-NET IBM4381-PO2 500超 J手 順,全 銀 手 順

SDLC,BSC〔 ポ}

。受 発注,

販売在 庫管理:雑 貨(卸 ・小売 間)

。日曜 休 み

。22H

イ ル
ン ㈱

㈱
加 加藤物流VAN ACOS410 4. J手 順,全 銀手順 ・在 庫 管 理:ス ポ ー ツ品(メ ー カ ー ・倉 。日 ・祝 祭 日休 み

藤 SDLC,BSC(ポ),(コ) 庫間) 。15H

陸
運

他(小 売 ・運輸間)

魁
コ1

COM-COM

VAN

共 同VAN HITACM--240H 30 J手 順

BSCb)

。不 動 産:(不 動 産 ・情 報 サ ー ビス 間)

。受 発 注:小 売 業(小 売 ・情 報 サ ー ビス

。休 日無 し

。10H

ン ビ 間)

ビ ス
ユ

岡運 つル ケ ー ネ ッ ト 日本 情報 サー ビ IBM4381 15 J手 順 。配送情報:運 輸(運 輸間) 。日 ・祝祭 日休 み

山送 ス,西 武情報 セ 〃4341 SDLC,BSC㈹ 。20H

県㈱ ンタ ー,第 一 貨 〃S/36×2

貨 物 自動車,ト ナ
物 ミ運輸

給油所オ ンライ FACOMM340R 3 BSC{コ) 。請求処理 ・在庫管理:石 油(卸 ・小売 。日曜休み

硫 ソ ネ ッ ト ワ ー ク 間) 。11H

球 11Hは オ ン ライ

石 ン開始か ら終了

油 まで 。終了後バ

㈱ ッチ処理:時 間

は 日によって異

な る。

伊事
藤㈱
中

FENICS IBM3084

〃3090

251 J手 順,全 銀 手 順

X。25

。出 荷案 内:食 品(メ ー カ ー ・卸 間)

。契 約 ・入 出 荷

63年4月 以降実施

予定

日 FACOM360Rx2 SDLC,BSC{ポ},(コ} 債 権 ・債 務 管 理:繊 維(メ ーカ ー ・卸 間)

ユ
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会社
名 ネ ッ トワ ー ク 名

他 ネ ッ トとの接続
・提 携 ホ ス ト 機 種 回線数 サ ポ ー トプ ロ トコル 適 用 業 務 運 用 状 況

ト サ

1ツ

ヨ シ

1㈱

TOTEM-VAN IBM3081K

FACOMM380

62 手 順

SDLC,HDLC

。受 発 注:非 鉄 金 属(メ ー カ ー ・卸 間)

雑貨

。休 日無 し

。15H

㈱
高
島
屋

ロ ー ズ ネ ッ ト ワ

ー ク

94 。音 声 ・FAXの

伝 送 交 換:(卸 ・小 売 間)

(メ ー カ ー ・小 売 間)

(印 刷 ・小 売 間)

(不 動産 ・小 売 間)

㈱ 商
石店
黒

HOMAC-N JAIS-NET

NECO-NET

IBMS/38 10 X.25

SDLC,BSC(コ}

。受発注:1」涜(小 売間)

。物 流 システム:倉 庫(小 売 ・倉 庫間)

。日 ・祝 祭 日休 み

。24H

㈱ エ
テ ス

:輩

孝道

一

ア イ ・エ ス ・エ ス

VANサ ー ビ ス

ACOSシ ス テム J手 順

日電 ベ ー シ ック

。受発注1請 求

在庫:医 薬(卸 ・第二種通 信業者)

。日 ・祝 祭 日休み

。20H

㈱ ピ

黙
許
完

SONET HITACM-680D 100 全 銀 手 順

X.25

BSC㈹,{コ),

日立 ベ ー シ ッ ク

。受 発 注:化 学 品(メ ーカ ー ・商 社 間)

(メ ー カ ー ・倉 庫 間)

。出庫 指 図=化 学 品(メ ー カ ー ・運 輸 間)

。入 出金 管 理:化 学 品(メ ー カ ー ・金 融

間)

。日 ・祝 祭 日休 み

。20H

た コ

く ン

ぎ ピ

ん 「

ゐ

TCK-NET IBM4381×2 66 J手 川頁,全 銀 手 順

X。25

BSC{ポ}

。受 発 注:薬 品(卸 ・小 売 間)

。オ ー ソ リ:ク レ ジ ッ ト(小 売 ・金 融間)

。休 日無 し

。20H

L
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会社
名 ネ ッ トワ ー ク名

他 ネ ットとの接
続 ・提携

ホ ス ト 機 種 回線数 サ ポ ー トプ ロ トコル 適 用 業 務 運 用 状 況

㈱
両

FENICS M-170F 91 J手 順,全 銀手順 。フ ァー ム ・バ ンキ ング=(金 融 ・小 売 , オ ンライ ン情報処

備 M-360×2 BSC{ポ},〔 コ},HDLC 運輸間) 理 は,365日,

シ M-380Q 富 士 通 ベ ー シ ッ ク 。バ ス旅 行予約:運 輸(運 輸 間) 9=00～18130の
ス 。売上仕 入管理:小 売(小 売 間) 稼動を原則とする

z 。病 院窓口会計=病 院

ズ 。結 婚予 約:そ の他サ ー ビス業

㈱ サ トモ ネ ッ ト UNIVAC 40『 J手1順,全 銀手順 。送状:運 送業(卸 ・運輸間) 。日曜休み
ト1

モ ビ
シ リー ズ8 BSC{ポ) 。受発注:日 用 品雑貨(卸 ・小売 間) 。20H

竜ス
ト

SYSTEM400 。在 庫 管 理:家 庭 紙(メ ー カ ー ・卸 間)

D*NET IBM3090 J手1順,全 銀手順TTY 。販売在庫管理:衣 料(小 売間) ハ ー ド/ソ フ ト保

㈱ サ
弔

〃3083 X。25 。情報検索1不 動産(不 動産業 間) 守 のため スケ ジュ
屯1

通 ビ

国 ス

際

H8690
VAX11/780

SDLC,BSC(ポ),(コ) ロー ン(金 融間)

債 券(保 険業間)
。受発注 ・販売情 報集計:化 粧品(メ ー

一ル ダ ウ ン有

情 カ ー ・小 売 間)

報 。POSデ ー タ集 計:酒 類(メ ー カ ー ・

小売間)

㈱ シ ACTNET FENICS FACOMM-380Q 250 J手 順 。受 発 注:繊 維(メ ーカ ー ・小 売 間)

ア ス (ア ク トネ ッ ト) M-170F BSC(コ}
ク テ

ト ム
M-160F HDLC

・ ズ

北 サ ARISTRON TOSBAC 156 キ ャプ テ ンJUST-PC 。発券業務:百 貨店(小 売 ・情報サ ー ビ 。休 日無 し

海1
道 ビ
情 ス

DS800/60 X。25

HDLC

ス間) 。17H

7:00～0=00

報㈱

㈱ セ
佐 ン

SSネ ッ ト ワ ー 昭 シ ェル ネ ッ ト FACOMM340R 2 J手 順 。請 求処理=SS(石 油 ・小売 間プ 。運 用時間帯 にっ

賀 タ ク の 一つ BSC{ポ} い て は ユ ーザ ー

電1
算

と打合せ

■



ー
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一

1
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会社
名 ネ ッ トワ ー ク名

他 ネ ヅ トとの接

続 ・提携
ホ ス ト 機 種 回線数 サ ポ ー トプ ロ トゴル 適 用 業 務 運 用 状 況

大 シ
和 ス FACOMM340S 11 J手 順,全 銀手順 。金融 ・その他 間 。土 ・日 ・祝 祭 日

銀テ
総ム
合㈱

BSC(ポ),{コ} 休 み

。20H

㈱ ユ富
|

士 タ

IBM3081-K

NCR8575

13 J手 順,全 銀手 順

X。25

。受 発 注:雑 貨(卸 ・小 売 間)

。キ ャ ッ シ ング:ク レジ ッ ト(金 融 間)

24H完 全無休では

な く月 に数回は,

銀 サ SDLC,BSC(ポ} 1日1H位 の停止
コ| が あ る 。
ン ビ

ビ ス

昭 タ

和 シ
コ ス

IBM4381

FACOM

256 J手 順,全 銀手 川頁

X。25

。入金管 理:金 融(卸 ・金融間)

(金融 間)

・日 ・祝 祭 日休 み

。12H

ン テ M-380Q SDLC,BSC(ポ1,{コ) (金融 ・不動 産間)
ピ ム
ユ㈱

|

協 WINS FENICS FACOMM340S 25 J手 順,DT9611 。売 上 管 理:繊 維(メ ー カ ー間) 。日 ・祝 祭 日休 み

立
計 BSC㈹,白), 。受発注=繊 維(卸 ・小売 間) 。24H

算 富 士通 ベ ー シ ッ ク ・売上 ・請求処理:石 油(卸 ・小売間)

㈱

㈱ セ
東 ン

RSA IBM5382 12 J手 順 。POSデ ー タ:流 通(卸 ・小売 間)

京 タ ネ ッ トワ ー ク BSC{ポ},(コ},HDLC EOSデ ー タ

レ1 TRC

ジ EOS-POS
ホ
ン

、

不 ッ ト ワ ー ク

東芝 グループ ACOS6 500超 J手 順,全 銀手順 。受 発 注:電 気 機 器(メ ー カ ー 間)

㈱ VAN TOSBAC7/90 X。25,X.75 (メ ー カ ー ・卸 間)(メ ー カ ー ・商 社

東
ACOS4 SDLC,HDLC, 間)(メ ーカ ー ・小 売 間)(メ ー カ ー ・

DP/9000シ リーズ BSC{叔{コ} 金融間)
芝 タ ンデムIBM 日電 ベ ー シ ッ ク 。フ ァ ー ム ・バ ンキ ング:電 気機 器

TOSBAC5600 (メ ー カ ー ・金 融 間)



ー

⑩
o。

ー

会社
名

ネ ッ トワー ク 名
他 ネ ッ トとの接
続 ・提携

ホ ス ト機 種 回線数 サ ポ ー トプ ロ トコル 適 用 業 務 運 用 状 況

。出 荷 指 示:電 気機 器(メ ー カ ー ・倉 庫

東
間)

芝 。工 程 管 理:電 気 機 器(メ ー カ ー ・建 設

㈱
業間)

㈱算 TMCNET NECACOS 28 レベ ル2B 。請求処理:一 般 小売(小 売 ・金融間) 。休 日無 し

東 セ
北 ン

430×2 X。25 ・12H

経 タ
営1
計

㈱ 東計VAN 共同VAN ACOS430×4 85 J手 順,全 銀手順 。受 発 注 ・請求 処 理:食 品(メ ーカ ー ・ 。休 日無 し

東 NEC 〃350 X。25 小売間) 。16H

計 〃250 BSC(ポ),(コ),HDLC,

電 FACOMM340×2 日電 ベ ー シ ック

算 〃M320

㈱サ CYCOMNET CAFISNET ACOS350 10 J手 順 。ク レ ジ ッ ト:小 売(情 報 サ ー ビス ・第 。休 日無 し

札;
'NTTCAFIS手 順

二種通信事業者間) 。10H

幌 ム 日電 ベ ー シ ッ ク

㈱計
南算
北セ
海 ン

量販店発注 デー

タ交換 システム

ACOS350

DUPLEX

100 J手 順

日電 ベ ー シ ック

。受発注:食 品(卸 ・小売間) 62年4月1日 以降

開始予定
。休 日無 し

道 タ
。10H

電1
子

十 サ JCS IBM3083 9 J手 順,全 銀手順 。請求処理:書 籍(小 売 ・その他聞) 。休 日無 し
⊥
ハ1 ネ ッ トワ ー ク 〃4361 SDLC,BSC(ポ),{コ) 。19H

コ ビ 〃S/36 トランプ手順
ン ス

三㈱
1

タ

7c
'h



会社
名 ネ ッ トワー ク 名 他 ネッ トとの接

続 ・提携
ホ ス ト機 種 回線数 サ ポ ー トプ ロ トコル 適 用 業 務 運 用 状 況

日産 NII-NET SECOM-NET IBM3090 500超 J手 順,全 銀手 順 。受 発 注 ・在 庫 管 理=レ コ ー ド(メ ー カ 。特 別 な カ レ ンダ

本業 モデ ル200 X.25,X.75 一 ・小 売 間) 一により運用

情㈱ SDLC,BSC{ポ},(コ} 他 ソ フ ト
報 HDLC

そ SOGO-NET 日本 情報サ ー ビ TOSBAC 10 J手 順 。受発注:電 器(小 売 ・情報サ ー ビス間)

2 ス,日 本電気情 DP/10S85 BSC(コ)

電 報 サ ー ビス,日

器
㈱

本IBM

ー

q⊃
ω

1

L



(4)情 報提供 サ ー ビス

会 社 名 ネ ッ トワ ー ク 名 提 供 情 報 デ ー タ の 入 手 方 法

㈱ イ ン テ ッ ク エ ー ス テ レ ネ ッ ト ビジネス:市 場/商 品情報,経 済(世 界,外 国),金 。販売代理店

融/証 券/為 替 レー ト,エ ネル ギー

その他:そ の他(運 輸)

富 士 通 ㈱ FENICS 一般:行 政 。ゲ ー トウ 子イ

社会 科学=全 般,図 書館学/情 報科学,教 育,人 口統 。他社か ら入手

計;人 文科学

日 本 電 気 ㈱ NEC-NET(C&C-VAN) 一般=新 聞/雑 誌/ニ ュース,法 律 。他社か ら入手

自然科学 ・技術:生 命学/医 学/薬 学/生 物

ビジネス:市 場/商 品情報,経 済(世 界,外 国),企

業財務/企 業情報(日 本),金 融/証 券/

よ 為 替 レー ト,エ ネル ギ ー,農 業,建 築/建

∩

ー

設,そ の他

共 同 ヴ ァ ン ㈱ ビジネス:企 業財務/企 業情報(世 界,外 国),金 融 。販売代理店

/証 券/為 替 レー ト

日 本 電 子 計 算 ㈱ JIP-NET 自然科学 ・技術:生 命学/医 学/薬 学/生 物,化 学 。元 データの収 集(金 融/証 券/為 替 レー ト)

ビジネス:経 済(日 本),金 融/証 券/為 替 レー ト, 。販売代理店(生 命学/医 学/薬 学/生 物)

その他 。他は,他 社か ら入手

その他:地 名/地 図/住 所

㈱ 東 洋 情 報 シ ス テ ム TISNET 一 般:法 律 。元デ ータの収集(法 律)

自然科学・技術1生 命学/医 学/薬 学/生 物 。他社から入手(生 命学/医 学/薬 学/生 物)

日本電気情 報サ ー ビス㈱ C&CVAN ビジネス:市 場/商 品情報 。元 データの収集
'

三 井 情 報 開 発 ㈱ 電 子 メ ール サ ー ビス ビジネス:経 済(世 界,外 国),金 融/証 券/為 替 レー ト 。他 社 か ら入手 。ゲ ー トウ ェ イ

'
句 句 ・
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会 社 名 ネ ッ ト ワ ー ク 名 提 供 情 報 デ ー タ の 入 手 方 法

野 村 コ ン ピュ ー タ ・シス

ム㈱

NCC-VAN ビジネス:市 場/商 品情報,経 済(世 界,外 国),経

済(日 本),企 業財務/企 業情報(世 界,

外国),企 業財務/企 業情報(日 本),金

融/証 券/為 替 レー ト

。元 データの収集(経 済(日 本),企 業財務/企

業情 報(日 本),金 融/証 券/為 替 レー ト)

。他社か ら入手(市 場/商 品情報,経 済(世 界,

外国),企 業財務/企 業情報(世 界,外 国)

㈱ ト ナ ミ 運 輸 トナ ミNET そ の他=そ の他 。元 データの収集

㈱ ユ ニ ス 〈TEL-ME>VAN 自然科学 ・技術:繊 維 。元 デー タの収集

。他社 か ら入手

㈱ コ ー ヤ ク ア ポロンVAN 自然科学 ・技 術1食 品 。元 データの収集

大 和 コ ン ピュ ータ ・サ ー

ビス㈱

イ ン テ グ ラル ・ネ ッ トワ ー ク ビジネス:市 場/商 品情報,経 済(世 界,外 国),経

済(日 本),企 業財務/企 業情報(日 本),

金融/証 券/為 替 レー ト

。元 データの収集(金 融/証 券/為 替 レー ト)

。他社か ら入手(上 記以外すべて)

日 本 ユ ニ パ ッ ク ㈱ U-NET ビジネス=市 場/商 品情報,企 業 財務/企 業情報

(日本)

。元 デ ータの収集(市 場/商 品情報)

。他社 か ら入手(企 業財務/企 業情報(日 本))

㈱ ビジ ネ ス ・コ ンサ ル テ

ィ ング ・セ ン タ ー

BCC-VAN 一 般=全 般 。他社か ら入手

ミ サ ワ バ ン ㈱ MISAWAVAN ビジネス1建 築/建 設 。元 デー タ収集

。他社 か ら入手

㈱ 高崎共 同計算 セ ンター TKCC流 通VAN 一般:行 政

社会 科学 ・人文科学:教 育

ビジネス:全 般

。元デ ータの収集



ー

㊤
①

ー

会 社 名 ネ ッ ト ワ ー ク 名 提 供 情 報 デ ー タ の 入 手 方 法

㈱ 芙 蓉 情 報 セ ン タ ー ビ ジネ ス:そ の 他 。他社か ら入手

㈱ 三 洋 システ ム セ ン タ ー サ ニ ーネ ッ ト ビジネス:金 融/証 券/為 替 レー ト 。元デ ータの収集

。他社 か ら入手

㈱ ア イ ネ ス KICNET 自然科学 ・技術:繊 維 。ゲ ー トウ ェ イ

㈱岩手電子計算 セ ンター ICS-VAN ビジネス=市 場/商 品情報 。元 デ ータの収集

丸 善 ㈱ MARUNET 一 般:全 般

その他:そ の他

。元 デ ー タの 収 集

。販 売 代 理 店

。ゲ ー トウ ェ イ

日本 ア イ ・ピー ・エ ム㈱ NMS 一般:新 聞/雑 誌/ニ ュース

ビジネス1市 場/商 品情報,経 済(世 界,外 国),企

業財務/企 業情報(日 本),金 融/証 券/

為替 レー ト

。他社か ら入手

㈱ リ ク ル ー ト ス ーパ ー デ ィジ タ ル サ ー ビス ビ ジ ネス:そ の 他 。元 デ ー タ の収 集

コ ア ネ ッ トイ ンタ ー ナ シ

ョナル㈱

CORENET ビジネス:市 場/商 品情報 。元 デー タの収集

上 新 電 機 ㈱ J&PHOTLINE
一般:そ の他

自然科学 ・技術:物 理/電 子/コ ンピュー タ

ビジネス1金 融/証 券/為 替 レー ト,通 信/放 送

。元 デー タの収集(そ の他)

。他社か ら入 手

東 京 テ レ ガ イ ド ㈱ テ レガ イ ドネ ッ トワ ー ク 一 般=全 般 。元 デ ー タの 収集 。他 社 か ら入 手

。ゲ ー トウ ェ イ

.,
一
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会 社 名 ネ ッ ト ワ

㈱ デ ー タ ・ ブ レ ー ン COMCOM(

㈱ 栄 電 社 パ ソコン通信

㈱ 福井電子計算 セ ンター SUISEN

(Superlnfo

ServiceNe

㈱ 石 黒 商 店 HOMAC-N

㈱ テ ィ ・エ ス ・エ ス

北 海 道

テ ィ ・エ ス ・エ

ビ ス

日 本 テ レ ネ ッ ト ㈱ LINKS

㈱ コ ー パ ス ツ ーカ ー 情 報 サ

㈱ トモ ネ ッ ト ・サ ー ビス トモ ネ ッ ト

ワ ー ク 名

COM(コ ム コ ム)

T-NET

Information

・エ ス ・エ スVANサ ー

提 供 情 報

一般=全 般

自然科学 ・技術:物 理/電 子/コ ン ピュータ

ビジネス=市 場/商 品情報,通 信/放 送

その他:そ の他

ビ ジ ネ ス

一般1行 政

全般,市 場/商 品情 報,金 融/証 券/為 替

レー ト

ビジネス 市場/商 品情報

自然科学 ・技術:気 象

一般:新 聞/雑 誌/ニ ュース

自然科学 ・技術:生 命学/医 学/薬 学/生 物,気 象

社会科学 ・人 文科学:図 書館学/情 報科学

ビジネス:金 融/証 券/為 替 レー ト,企 業財 務/企 業

情報(日 本)

一般:新 聞/雑 誌/ニ ュース

ビジネス:通 信/放 送

ビジネス 市場/商 品情報

e・

デ ー タ の 入 力 方 法

。元 デ ータの収集

。他社 か ら入手

券/為 替 。他社 か ら入手

。元 デ ータの収集

。他社 か ら入手

・元 デ ー タの 収 集

,気 象

務/企 業

。元 デー タの収集(新 聞/雑 誌/ニ ュース,図

書館学/情 報 科学)

。他社か ら入手(生 命学/医 学/薬 学/生 物,

気象)

。ゲー トウェイ(企 業財務/企 業情報(日 本),

金融/証 券/為 替 レー ト)

A

・他社か ら入手

。他社か ら入手

一.一
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会 社 名 ネ ッ ト ワ ー ク 名 提 供 情 報 デ ー タ の 入 手 方 法

㈱ 電通国際情報 サー ビス D*NET ビジネス:市 場/商 品情 報,そ の他 。他社 か ら入手

㈱ ア ク ト シ ス テ ム ズ ACTNET(ア ク トネ ッ ト) ビジネス:市 場/商 品情 報 。元 デ ータの収集

北 海 道 情報 サー ビス㈱ ARISTRON

(ア リ ス トロ ン)

一般:全 般
,新 聞/雑 誌/ニ ュース,人 物/機 関情報,

行政

自然科学 ・技 術1気 象

。販売 代理店

。ゲー トウェイ(全 般)

。元 デ ータの 収集

。他社 か ら入手

㈱ 日興 システム ・セ ンター N-NET ビジネス:金 融/証 券/為 替 レー ト 。元 データの収集

。他社か ら入手

。販売代理 店

㈱ 東 芝 東芝 グループVAN 自然 科学 ・技術:工 学/機 械工学 。 ゲ ー ト ウ ェ イ

㈱東北経営計算 セ ンター TMCNET 自然 科学 ・技術:繊 維 。他社か ら入手

㈱ 札 幌 サ イ コ ム CYCOMNET ビ ジ ネ ス:そ の他 。元 デー タの収集

㈱ フ ジ ミ ッ ク Eye-Net(パ ソ コ ン通 信 ネ

ッ トワ ー ク)

一般:全 般
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(5)'音 声画像 サ ー ビス(電 気通信役 務が音 声 ・画像 の企業)

会 社 名 ネ ッ ト ワ ー ク 名 ホ ス ト 機 種 適 用 業 務

日 本 電 気 ㈱ NEC-NET(C&CVAN) NECACOSシ リー ズ コ ン ピ ュ ー タ30台 。ビデ オ テ ッ ク ス

。音 声 メ ール(予 定1

。電子会 議

。メ デ ィ ア変 換(FAX－ コー ド)

。 〃(音 声 一 コー ド)(予 定)

共 同 ヴ ァ ン ㈱ IBM3083J 。ビデ オ テ ック ス(予 定)

4381×2 ・フ ァ ク シ ミ リ伝 送(予 定)

。メデ ィ ア変 換(FAX－ コー ド)(予 定)

。メデ ィ ア変 換(音 声 一 コ ー ド)(予 定)

㈱ 沖 ネ ッ ト サ ー ビ ス OKIVAN 50V 。フ ァ ク シ ミ リ伝 送(予 定)

・電子会議(予 定)

。メデ ィア変 換(FAX－ コ ー ド)

。 〃(音 声 一 コー ド)(予 定)

㈱ セ イ ノ ー情 報 サ ー ビス セ イ ノ ーVAN IBM3090,3081 ・音声 メール

㈱ 東 洋 情 報 シ ス テ ム
⑱

TISNET IBM3083,3033

FACOM380R,HITAC8690

。フ ァクシ ミリ伝送

。メディア変換(FAX－ コ ー ド)(予 定)

TANDEM 。 〃(音 声 一 コ ー ド)

㈱ 西 武 情 報 セ ン タ ー SIC-NET FACOMM-380×4,M360R,M-330E 。音 声 メ ー ル

NCRV-8650×3 。メ デ ィア変 換(FAX－ コ ー ド)(予 定)

HITACM-240D 。 〃(音 声 一 コ ー ド)

㈱ ユ ニ ス 〈TEL-ME>VAN HITACM-260D 。フ ァク シ ミ リ伝 送(予 定)

。 メ デ ィア変 換(FAX－ コ ー ド)(予 定)

。 〃(音 声 一 コ ー ド)

セ ン トラル ・ システムズ㈱ CSネ ッ トワ ー クサ ー ビス IBM3090-200,4341 。 ビデ オ テ ッ クス

FACOMM360R 。フ ァク シ ミ リ伝 送(予 定)

HITACM240D
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会 社 名 ネ ッ ト ワ ー ク 名 ホ ス ト 機 種 適 用 業 務

ミ サ ワ バ ン ㈱ MISAWAVAN HITACM260D 。ビデ オ テ ッ ク ス

。フ ァ ク シ ミ リ伝 送

。メ デ ィ ア変 換(FAX－ コー ド)

。 〃(音 声 一 コー ド)

三 洋 シ ス テ ム セ ン タ ー サ 二 一 ネ ッ ト HITACM680×1,M280×2

1BM309.8×2,3081×1,3083×1

。ビデ オ テ ック ス(予 定)

。音 声 メ ール(予 定)

。 フ ァ ク シ ミ リ伝 送

。メ デ ィア変 換(FAX－ コー ド)(予 定)

。 〃(音 声 一 コ ー ド)(予 定)

日 本 ボ イ ス メ ー ル ㈱

◆

VOICENET VMX－ 皿 一64

VMX]皿 一16

VMX-IV-8

。音 声 メ ール

ス カ イ ネ ッ ト ㈱ リムネ ッ ト キ ャ プ テ ンサ ー

ビス(DF)

・
UNIVAC-SYSTEM11 。 ビデ オ テ ッ ク ス

東 京 テ レ ガ イ ド ㈱ テ レガ イ ドネ ッ トワ ー ク VAX11/780 。 ビデ オ テ ッ ク ス

東 海 ボ イ ス メ ー ル ㈱ VMXボ イ ス メ ーノレ VMX－ 皿 一64 。音 声 メ ー ル

伊 藤 忠 商 事 ㈱ IBM3084×1,IMB3090×1

FACOM3 .60R×2
、

。音声 メ ー ル(予 定)

。フ ァク シ ミ リ伝 送(予 定)

。メデ ィア変 換(FAX－ コ ー ド)(予 定)

㈱ ボ イ ス メ ール 名古 屋 ボ イ ス メー ル DECPDP-11/44 。音 声 メ ー ル

㈱'高 島 屋 ロ ー ズ ネ ッ ト ワ ー ク 。音声 ・FAXの 伝送 交換

㈱ メ デ ィア マ ンイ ン タ ー

フ ェイ ス
タ ウ ンガ イ ド PDP11 。 ビデ オ テ ック ス

、 ■ ◎
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会 社 名 ネ ッ ト ワ ー ク 名 ホ ス ト 機 種 適 用 業 務

㈱ マ ンパ ワ ー ・セ ンコ ー テ レメ イ ト PC9801 。音 声 メ ール

国 際 ボ イ ス ・メ ー ル ㈱ ボ イ ス ネ ッ ト(仮 称) VMX皿/48 。音 声 メ ール
`

北 海 道 情 報 サー ビス㈱ ARISTRON

(ア リス トロ ン)

TOSBACDS800/60 。ビデ オ テ ッ ク ス

。メ デ ィア 変 換(音 声 一コ ー ド)(予 定)

住 友 金 属 工 業 ㈱ ス ミキ ンネ ッ ト 。ビデ オ テ ッ ク・ス(予 定)

。音 声 メ ール(予 定)

。メ デ ィ ア変 換(FAX－ コ ー ド)(予 定)

。 〃(音 声 一 コー ド)(予 定)

日 本 情 報 通 信 ㈱ NI+Cネ ッ トワ ー ク IBM4341

(昭 和62年10月4381×2台 にReplace予 定)

。音声 メ ール(予 定)

。ファク シミリ伝送(予 定)

。電子会議(予 定)

㈱ キ ャ ッ プ ネ ッ ト キ ャプ テ ン メー ル(キ ャ ップ

ネ ッ トメ ー ル ボ ッ クス)

OKIDDP80VM皿/H 。ビデ オ テ ック ス

。電 子 会 議

L
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(6)パ ソコ ン通信(サ ー ビスの主体 がパ ソコ ン通信 のみの もの を掲載)

会 社 名 ネ ッ トワー ク名 ホ ス ト 機 種 回線数 適 用 業 務

バ イ テ ル ・ ジ ャ パ ン ㈱ バ イ テ ル ・ネ ッ ト ワ ー ク ・ スパ ー リ ン グ 150 。パ ソ コ ン通 信 。そ の 他

サ ー ビス 。電 子 メー ル(予 定)

。 フ ァ ク シ ミ リ伝 送(予 定)

㈱ プ ロ シ ュ ー マ ー
』ODSY

3 。パ ソ コ ン通 信

㈱ デ ー タ ・ ブ レ ー ン COMCOM FM11 5 。パ ソコ ン通信 。電子会議

。電 子 メ ー ル 。フ ァ イル 中継

。電子掲示板

㈱ 栄 電 社 ノぐソ コ ン通 信T-NET NECPC-9801VX 10 。パ ソコ ン通 信 。電子掲 示板

。電 子 メ ー ル 。電 子 会 議

ロ ジ ッ ク ・ ガ ー デ ン ロ ジカ ル ネ ッ トワー ク 16Bitパ ー ソナ ルComPuter 1 。パ ソ コ ン通 信

。電 子 メ ー ル

。電子掲示板

テ ィ ー デ ィー シ'ソ フ ト TDCMRDBUSERS 3～5台 のパ ー ソナ ル コ ン ビュ ー 50回 線を (予定)

ウ ェア ・エ ン ジ ニア リン GROUPNETWORK タを計画 計画 。パ ソコ ン通 信 。電子掲示版

グ㈱ 。集 配 信 サ ー ビ ス

。電 子 メ ー ル

㈲ 青 電 舎 SPIN(SpecialPersonal PC-9801VM2 5 。パ ソコ ン通信 。電子会 議

ComputerInformation ・電 子 メ ー ル

Network) 。電子掲示板

日 本 通 信 建 設 ㈱ NTK-CNET PC-9801VM2 2 。電 子 メ ー ル

。電子掲示板

㈲ ヒ シ ヌ マ PullNET MZ-2500 1 。電 子 メ ー ル

。電子掲示板

㈱ ジ ン テ ー ゼ SYS-NET FC-9801V 14 。パ ソ コ ン通 信 。そ の 他

。電 子 メ ー ル

。電子掲示板

'
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3章 業 界 団 体 、特 定 企 業 グ ル ー プ のネ ッ トワー ク化

の 現 状 と 動 向

3.1業 界 団体 主 導 に よ る ネ ッ トワー ク化

前 述 の よ う に業 界 団 体 が 中心 に な って 構築 し,稼 動 して い る もの を機 能 別 に 捉

え る と,

。共 同 デ ー タ ベ ー ス型

。共 同情 報 交 換 型

。共 同受 発 注 型

の3つ に大 別 され る。

以 下 に各 機 能 ご と の動 向 につ いて 概 観 す る。

(1)業 界 共 同 デ ー タ ベ ース

業 界 構 成 企業 が共 同 利 用 を 目的 に 構 築 す るデ ー タベ ー ス ・シス テ ムで,そ の

内 容 は 各 種 の 生 産 ・出荷 ・貿 易等 統 計 デ ー タや製 品 デ ー タ,さ ら にはPOSデ

ー タ を活 用 した 売 筋 商品 デ ー タに 至 る まで ,多 様 な情報 が 対象 に な り っっ あ る。

代 表 的 な業 界 共 同 デ ー タベ ー スの1つ で あ るSIS(鉄 鋼 情 報 シ ス テ ム)は,

鉄 鋼 連 盟 会 員 会社 個 々で は 入手 出来 な い よ うな,又 は入手 す るに は相 当 の費 用

と要 員 を要 す るよ うな店 外情 報 を 一 元 的 に 蓄 積 ・整 備 し,付 加 価値 を高 め て提

供 す る,い わ ば 業 界 構 成 企 業 の情 報 シ ス テ ム補 完 機 能 を 果 た して い る。
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SISの 目 的

鉄 鋼 業 界 に お け るプ ラ ンニ ン グ情 報 の 処 理 体制 の 合 理 化,シ ステム化

↓

目的実現の方 向

会員 会社 と事務局 に共通 す る情報処理の集 中化(鉄 鋼業 界の共

同処理機能 と しての事務局 の情 報処理活動 を強化)

2.迅 速 かつ正確 な情 報 の入手,処 理,提 供

蓄積情 報の充実,的 確 な追加 および更新

事務局 の情報処理 の改善,効 率化

↓

期 待 され る効 果

会員 会社 およ び事務局 を含 む鉄鋼業界 全体 と して

情報処理 の要 員,機 材,コ ス トの節約

保有情報 の充実

情報の高度利 用

図3-1SISの 目的 と期 待 され る効 果

この よ うな 取 り組 み は石 油 化 学 工 業 協会 や㈱ セ メ ン ト協 会 な どで も進 め られ

て い るが,一 種 の 会 員 サ ー ビス と して考 え られ,蓄 積 デ ー タ の拡 充 や 利 用 サ ー

ビ ス体制 の 整 備 が 課 題 と な って い る。

単 な る情 報 利 用 だ け に と ど ま らず,受 発 注 等 と連 動 させ る よ うな デ ー タ ベー

ス も構 築 され て い る。

(祖日本 中 古 自動 車 販 売 協 会 連 合 会 で は,全 国 の 中古 自動 車 販 売 業 者 に 中古 車
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輌 の 情報 を 提 供 し,端 末 か ら オ ー ク シ ョン に参加 で きるVAN8000と い う

シス テ ムを61年6月 か ら稼 動 させ て お り,引 続 きオ ンラ イ ン受 発 注 シ ス テ ムの

検 討 が実 施 され て い る。

ま た,自 動 車 部 品 流 通 分 野 で も自動 車 部品 点数 が膨 大 で,メ ーカーご と,型 式

ごとで 異 な り,カ タ ログか らのオーダー業 務 が繁 雑 な ことか ら,共 同 の 部 品 デ ー タ

ベ ー スを 構 築 し,所 定 の 入 力 に よ り 自動 的 に受 発 注書 を作 成 す る シス テ ムの 構

築 が 進 め られ て い る。

② 共 同 情 報 交 換 シス テ ム

共 同 情 報 交 換 型 の シス テ ム の代 表 的 な もの は,全 国 銀 行 協会 の為 替交 換 シス

テ ムで あ る全 銀 シス テ ム(全 国銀 行 デ ー タ通 信 シス テ ム)で,昭 和59年8月

現 在 で加 盟 金 融機 関5,479と い う一大 ネ ッ トワ ークを 形 成 して い る。

さ らに 金 融 分 野 で は都 市 銀 行 各 行 の オ ン ラ イ ン共 同 シス テ ムで あ るCMS(

キ ャ ッ シ ュ・マネ ージメ ン ト・サ ー ビス)が 近 く稼 動 す る こ とに な って い る。

共 同情 報 交 換 シス テ ム は,業 界 内企 業 の共 通 業 務 につ い て,相 互 に情 報交 換

を行 うもの で あ るた め,各 社 の 事 務 合 理 化 や顧 客 サ ー ビスに連動 して お り,金 融

や保 険 な どの 業 界 で 進 展 が著 しい。

例 え ば,損 害 保 険 協 会 の 「損 保 ネ ッ トワ ー ク」 は元 受 損 害 保 険 会 社21社 と

接 続 す る シ ス テ ムで,そ の 取 扱 い デ ー タは 昨年 の 開 始業 務 で 年 間1,600万 件

を見 込 む 大 規 模 な ネ ッ トワー クで あ る。

こ こで は,自 動 車 保 険加 入者 の保 険 会 社 切 替 え に伴 う事 故 歴 な ど の情 報 交 換

を行 って お り,従 来 の 磁 気 テ ープ交 換 に よ る情 報 交換 と比 較 して大 幅 に情 報 交

換 期 間 が 短 縮 され た 。

この ほ か に も,生 保28社 に よ る生保 共 同 セ ンタ ーが企 業 年 金,団 体 定 期保

険 な ど共 同 引 受 け契 約 に関 す る資 金 決 済 の オ ン ラ イ ン処 理 を行 うな ど シ ステ ム

化 が 進 ん で い る が,将 来 の シス テ ム拡 充 に つ いて も検 討 が 行わ れ て い る。

損 保 ネ ッ トワ ー クで は,こ れ を核 に し31万 あ る代理 店 を 含 め た ネ ッ トワー

ク に拡 大 す る方 向 に あ るが,こ れ に伴 って トラ ンザ ク シ ョ ン機 能 な ど通 信 技術
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メーノ

BOX

ネ ッ ト ワ ー ク セ ン タ ー

② 〉

,②'「 … … 〉

正～5等 級

インテノク.

ぐ__一 一⑥

メール
BOX

③

5

回

答

・
確

認

会

社

自動 車

契 約

テ≒タヘ ス

処 理 の 概 要

① 依 頼会 社 は 「依 頼 デ ータ」(新 規6等 級 デ ー タ と無 事 故 ・事 故 確 認 デ ー タ)を ネ ッ ト

ワ ーク セ ンタ ーに伝 送 す る。

② ネ ッ トワ ー ク セ ンタ ーは 「依 頼 デ ータ 」 を 会社 別 に 振 り分 け る
。

この とき 「新 規6等 級 デ ー タ 」は 「1～5等 級 イ ンデ ッ ク ス フ ァ イル 」 との マ ッチ ン

グ 処 理 を 行 い,前 年 度 契 約 会 社 別 に 振 り分 け る。(②')

③ 「回 答 確 認 依 頼 デ ー タ」 を回 答 ・確 認 会 社 へ伝 送 す る
。

④ ⑤ 回 答 ・確 認 会 社 は 自社 の 自動 車 契約 デ ー タ ベ ー スを 利 用 して 回 答 ・確 認 処 理 を 行

い,「 回 答 ・確 認 デ ー タ」 を ネ ッ トワ ー クセ ンタ ーに 伝 送 す る
。

⑥ ⑦ ネ ッ トワ ー ク セ ンタ ー は 「回 答 ・確 認 デー タ」を 依頼 会 社 別 に振 り分 け
,依 頼会社 に

伝 送 す る。

図3-2
、損 保 ネ ッ ト ワ ー ク の 概 要

に対 す る高 機 能 化 ・標 準 化要 求 が 高 ま りつ つ あ る 。

③ 共 同 受 発 注 シス テム

共 同 受 発 注 型 の ネ ッ トワ ー ク ・シ ス テ ムの 多 くは異 業 種 を 結 ぶ もの が 多 い。

従 っ て,水 平 形 ネ ッ トワ ー クが 比 較 的 業 界 内 の 同 意 が 得 られ 易 い の に対 して

遅 々 と して 進 展 せ ず,具 体 的 な シス テ ム構築 ま で 至 らな い ケ ース が 多 い 。

これ は,既 に多 くの 企 業 が 独 自に何 らか の受 発 注 シス テ ムを稼 動 して お り ,

新 た に伝 票 や コ ー ド,伝 送 フ ォー マ ッ トな ど ビ ジネ ス プ ロ トコ ル を統 一 す るの

に 多大 な労 力 と時 間 を 要 す る こと,さ らに,そ れ を相手 業 界 に納 得 して利 用 し

て も ら う とい う2っ の大 き な 問 題 を 抱 え て い るか らで あ る。

つ ま り,ビ ジネ ス プ ロ トコ ルの 統 一 は 自社 シス テ ムの 変 更 な どを生 じ させ る

た め ・少 しで も自社 に有 利 な よ う展 開 す るた め,総 論 で は賛 成 で あ って も各 論
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で 利害 が対立 して しま う。

さらに,他 業界 との関係では取 引上 の力関係や話合 う場がな いなどか ら思 う

よ うに進展 しない とい った状況 にある。

この ような関係者間の 合意 を形成す ることの困難 さ以外 に も技術的,資 金的

な問題 が数 多 くあ るが,こ れ らの解決 は産 業界全体の視野 に立 づた取 り組み と

業界 団体の指導 力に期 待が寄せ られてい る。

また,産 業情報化推 進 センターのような中立的第三者機 関 によ る仲 介機 能や技

術支援が,今 後 増 々重 要 とな って こよ う。

政府で は,産 業 分野 におけ る情報 化が一層 円滑 に進め られ るよう,昭 和61

年4月 よ り 「情報処 理の促進 に関す る法律 」 に基づ き 「電子 計算機 の連携利用

に関す る指 針」を策定 ・公表す ることにな った。(9

既に遍 業,中織 魎 売の2業 界の指針が告示されたほか,睡)DtL.方響 竺 難 ヒ 徽
(電 子 計算機の連携利用 に関す る指針)

第3条 の2主 務 大臣(電 子計算機を 利用す る事業者(以 下単 に 「事業者 」

とい う。)の 行 う事業 を所管 する大臣を い う。)は,そ の事業の 分野に属す

る事業者 が広 く連 携 して当該事業 の分野 における電子 計算機の効率 的な利用

を図 るこ とが必要 であ り,か っ適切 で あると認 めるときは,計 画 を勘案 して

その事業 の分野 に おいて事業者 が連携 して行 う電子計算機 の利 用の態 様,そ

の実施の方 法及 びその実施 に当た って配慮 すべ き事項 に関す る指針を定 め,

これを公表 す る ものとす る。

2前 項 の指針 は,関 連中小企業者の利益 が不当に害 され ることの ない よう

配慮 された もので なければ な らな い。

3第 一項の指針 を定 めるに当た っては,あ らか じめ,関 係審議会等 の意見

を聴 くもの とする。

4前 項の規定 は,第 一項 の指針の変 更につい て準用 する。
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表3-2ビ ジネスプ ロ トコルの検 討 が進 ん で い る業 界 例

業 界 標 準 化 項 目 ・業 務 等 ビ ジ プ ロ ・ コ ー ド

銀行などの金融業
全 銀為 替交換 システム

CD(ATM)ネ ッ トワーク
B改 手順など

ク レジ ッ ト業界
オ ー ソ リネ ッ トワ ー ク

(未 完 成)

CAFIS,

CAT手 順 など

銀行←→一般 産業
主 に決済 デ ータの交換

(フ ァーム ・バ ンキング)

全銀協標準手順,

取 引先 コ ー ド(注)

家 電 流 通

(メ ーカー⇔量販 店)

総合受発注 ネ ッ トワーク用統 一

伝票,フ ォーマ ッ トの制定

統 一商品 コー ドと して

JANコ ー ドを採用

ス ー ノ寸一,

チ ェ ー ン ス ト ア な ど

受発注 ネ ッ トワーク
J手 順+JANコ ー ド

日用品雑貨業界

(メ ーカー一 →卸等)

受発注 ネ ッ トワーク
JANコ ー ド

鉄 鋼←→商 社
普通鋼に関する取引の

帳票類の標準化
鉄 鋼 商 社 統 一 コ ー ド,

統 一 フ ォ ー マ ッ ト

証 券 業 界 証券取引所情報 システム
東証上場企業 コー ド

医 薬 品 業 界

(メ ーカー←→卸等)

受発注に関 す る
デ ータ交 換 ネ ッ トワーク用

JANコ ー ド+
業 界統 一新手順

自 動 車 部 品
自動車部品受発注関連
総合受発注共同 ネットワーク用

全銀協標準手順

石 化 業 界

(石 油化学工業協会)

生産出荷統計速報の
共同データベース化用

パソコン通信網を

使用予定

中古 自動車業界 オ ー ク シ ョ ン情 報 の

共 同 デ ー タ ベ ー ス

中販連続 一 コー ド,

統 一手順

半 導 体 業 界 業界 共通 の型 名

(製 品 コー ド)

EIAJ型 名,

EIA型 名 他

(注)金 融 情 報 シス テ ムセ ン ター(FISC)で 検 討 を は じめ る 予 定

産 業 情 報 化 推 進 セ ン タ ー(CII)で ・は,製 造 業 の 受 発 注 用 取 引 先 コ ー

ドを検 討 開始
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3.2特 定 企 業 グ ル ー プ に よ る ネ ッ トワー ク化

(1)特 定 企業 グ ル ープ に よ る ネ ッ トワー ク

異 な る企 業 同 士 が ネ ッ トワ ー ク化 で協 調 す る理 由 は様 々で あ るが,主 な理 由

と して次 の よ うな もの が 挙 げ られ る 。

イ.ネ ッ トワ ー クの共 有(同)化 に よ る コ ス ト負担 の軽 減

旦 大 手 企 業 の ネ ッ トワ ー ク に対 抗

ハ.取 引の 強 化 と商 圏 の 拡 大

二.グ ル ープ 又 は関連 業 界 の 活性 化

例 え ば,VAN運 営 会 社 プ ラ ネ ッ トは,ラ イオ ンや ユ ニ チ ャー ム,資 生 堂 な

ど メ ー カ ー13社 で 構 成 す る民 間 企業 ベ ー スの業 界 共 同 ネ ッ トワー ク推 進 組 織

で あ るが,こ こで は洗 剤 ・化 粧 品 問 屋 との 受発 注 を オ ン ライ ン処 理 す る に 当 た

り,広 く関 連 企 業 に対 して ネ ッ トワ ークへ の参 加 を呼 びか け る こ とに よ り共 同

化 の メ リ ッ トを 最 大 限 に生 か そ うと して い る。

こ の よ うな例 は,玩 具 業 界(TWIN:玩 具 メー カ ー21社 が 参 加)や 時 計業

界(時 計共 同VAN:メ ーカ ー4社 が 参加)に 見 られ る。

大手 企業 の ネ ッ トワ ー ク化 に 対 抗 して,業 界 内 の複 数 企 業 が 団結 した もの と

して は,証 券 業 界(KCSCIoverNet:4大 証 券 会 社 の ネ ッ トワ ー ク に新 日

本,和 光,岡 三 の 三 社 が 団結)や 眼 鏡業 界(メ ガ ネ ッ ト:HOYA,旭 硝子 な

ど大 手 企業 の ネ ッ トワ ー ク に東 京 光 学機 械 な ど7社 が団 結)な どが あ る。

業 界 を 超え,取 引企 業 を 中 心 に ネ ッ トワ ー ク化 を拡 大 す る例 と して は,商 社

を 中心 と した もの が 最 も顕 著 で あ ろ う。

いわゆ る食品VANや 繊 維VANと 呼 ばれ る もの で,商 社 の 持 つ機 能 で あ る情

報 機 能 を高 め,取 引 の 強 化 と商 圏 の 拡大 を 狙 っ た もの で あ る。

無 論,商 社 だ けで な く メ ー カ ーや 問屋 が ネ ッ トワ ー クの 推 進 主 体 とな る こ と

もあ る。

ま た,業 界VANと ま で は いか な いが,互 い に コ ン ピュ ー タ を オ ン ライ ン化

し,情 報 交 換 を 行 う ケ ー ス も増 え て い る。
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その 代 表 的 な例 が トラ ッ ク業 界 で あ る。

トラ ック業 界 の90%は 中小 で,残 り10%が 大手 企業 で あ り,し か も全 国

路 線 を待 つ 。

従 って,地 区路 線 しか 持 た な い地 方 路 線 トラッ ク会 社 は,相 互 に業 務 提 携 を

行 い 全国 配 送 網 を築 こ う と して お り,こ の た め の 貨 物 追 跡 シ ステ ムや 空 車 情 報

な どの オ ン ライ ン シス テ ムの 共 同 化 が 進 め られ て い る。

② 大手 企 業 によ る ネ ッ トワー ク

自社 の 経 営 合 理 化 や 販売 の 強 化 等 のた め,自 社 内 だ けで は な く,系 列 会 社 や

代理 店 な ど社 外 企 業 を 含 めた 大 規 模 な ネ ッ トワー クが構 築 され っ つ あ る。

総 合電 機 メー カ ーで は,ほ とん どの企業 が61年 か ら62年 に取 り組み を本 格

化 して お り,販 売 会 社 ・代 理 店 等 の 再 編 成,物 流 基 地 の集 約 化 な ど営業 前 線 を

強 化 す るに伴 い,大 規模 総 合 ネ ッ トワ ー クを構 築 す る こ と と して い る。

例 えば,東 芝 で は系 列 小 売 店3,000社 との受 発 注 を また 日立 で は約5,000

店 と を オ ン ライ ンで 結 ぶ 計画 で あ り,部 品 調 達 や 配 送 面 に ま で 及 び っ つ あ る。

この よ うな展 開 は,ト ヨタ,マ ツ ダな ど 自動 車 業 界 で も同様 な動 きを みせ て

い る。

これ らの業 界 は取 扱 い 商 品 や 資本 関 係 が極 め て 強 く,イ ンタ ーオ ペ ラ ビ リテ

ィの 欠 如 に よ る多端 末 現象 な ど の問 題 は それ 程 表 面 化 しに くい業 界 で あ る。

しか し,大 手 企 業 の シス テ ムが 乱 立 し,さ らに強 大 化 す る こ とに よ って 様 々

な 問題 が 発 生 す る業 界 もあ る。

例 えば,文 具業 界 で は コ ク ヨ,内 田 洋 行,プ ラス な どの 大手 企 業 の ネ ッ トワ

ー クが複 数 小売 店側 に導 入 され ,小 売側 か らは メ ーカ ー側 に端 末 の統 一 化 を要

請 して い る。

ま た,旅 行 業者 な ど は 日本 交通 公社 や 近 畿 日本 ツ ー リス トな どの 大手 企業 に

対 して,日 本 旅 行 協会 が 中小 を含 め た業 界 ネ ッ トワー クの 構 築 に 向 け て 検 討 を

進 め て い るが,大 手 企 業 側 の シス テ ムへ の参 加 状 況 に よ って は,計 画 その もの

が 頓 挫 す る恐 れ も出 て い る。
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この よ うに,大 手 企 業 に よ る ネ ッ トワ ー クの 拡 大 は,業 界 に よ って は市 場 競

争 の面 や産 業 構 造 に与 え る影響 は極 め て 大 きい 。

今 後,こ れ らを見 極 め な が ら業 界 と して の統 一 化 され た ネ ッ トワー ク,あ る

い は シス テ ム相 互 間 の イ ンタ ーオ ペ ラ ビリテ ィ確 保 を 図 って い くこ と は極 め て

重 要 な課 題 と な って こよ う。

3.3産 業 界 に お け る ネ ッ トワー ク化 の 動 向

業 界 団 体 や 企 業 等 を 中心 に,情 報 ネ ッ トワ ー ク化 は,様 々 な 面 か ら検 討 され,

開発 ・運 用 され て い る 。

これ らは,業 界 と して の 特 質 や外 部 の情 報化 の 進 展 に伴 う影 響 な ど も あ って,

シス テ ム等 に よ って 一概 に 分類 ・整 理 出来 な い もの で あ る。

従 って,こ こで は業界 ごとに主 と して 共 同 ネ ッ トワー クに重 点 を置 き,39業 界

の 状 況 を と りま とめ て み た 。

また,共 同 ネ ッ トワー ク化 に必 要 な ビジネ ス プ ロ トコル に っ いて も,そ の統 一

・制定 経 過 な ど を含 め て 現 状 を整 理 した 。

今 後 と も,産 業 界 の ネ ッ トワー ク化 は進 展 して い くと予 想 され て い るが,そ の

際,個 別 業 界 の 情 報 化動 向 もさ る こ とな が ら,様 々 な ネ ッ トワ ー クが 相 互 に結 合

され て い くこ と を考 え れ ば,広 く産 業 界 全 体 の ネ ッ トワー ク化 動 向 を把 握,整 理

して い くこ とが 大切 と思 え る。
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川 産業界 におけるネ ッ トワーク化の動 向

(主 と して業界団体等 を中心 と した もの)

業 種 検討組織 ・団体 検 討 概 要 及 び進 捗 状 況 備 考

鉄 鋼 鋼 材 ク ラ ブ 〔受発注処理関連 〕 昭和61年4月

〔9大 商社が協力 〕 商社内における事務処理効率化を主な目. 連携指針に指定

的 として鉄鋼 ・商社間の取引に用いる帳票
'

・コ ー ド標 準 化 作 業 を実 施 した 。

・昭和45年 末までに57項 目の標準化を実施

した 。

・引 き続 き,製 品 コ ー ドの 検 討 を 実 施 した

が,現 在 も検 討 中 。

・送 状 デ ータ,特 殊 鋼 注 文 デー タな どの 磁

気 テ ー プ ・フォ ーマ ッ トの 標 準 化 も実 施 。

・オ ン ライ ン処 理 に 必 要 な デ ー タ交 換 方 式

(手 順)の 標準化はまだ結論が出ていな

い 。

・業 界 共 同 ネ ッ トワ ー クに つ いて は,特 に

検 討 され て いな い 。

日 本 鉄 鋼 連 盟 〔業 界 共 同デ ー タ ベ ー ス 〕

会員会社聞及び海外の鉄鋼団体などとの

技術交流を目的とした 「鉄鋼データベース」

を構築 した。わが国の主な鉄鋼技術に関す

る資料が集積 されている。世界的なデータ

ベ ー ス で あ る 。

・現 在 オ ン ライ ン化 を 検 討 中 。

・収録情報分野を拡大 し,「 鉄鋼情報デー `

タ ベ ース 」 へ の 拡 大 を 検 討 中 。

ネ ジ 工 業 会 〔受発注処理関連 〕 .

製 品 コ ー ドの統 一,共 同 受 発 注 ネ ッ トワ

一 クな どが
,何 度 か 検 討 さ れ た が,当 業 界

は弱 小 業 界 で あ り,納 入 先(大 手 メ ーカー)

の理解なしには実現 しえない構想という結

論に達 し,し ばらく沙汰止みの状況にあっ

たが再検討化の動きが出ている。
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業 種 検討組織 ・団体 検 討 概 要 及 び進 捗 状 況 備 考

電 力 電 力9社 電力業界における情報処理高度化のため

電 源 開 発 のマスタープラン策定に向けて検討に着手

電 気 事 業 連 合 会 して い る。

現在,今 後の具体的テーマの設定と検討

に 資す るた め,ビ ジネ ス プ ロ トコル の 共 通

化,業 界 共 同 デ ータ ベ ー スの 構 築 な ど の他

業界の動向,事 例を調査中。

セ メ ン ト セ メ ン ト 協 会 セメ ン ト協 会 に設 置 の ホ ス トコ ン ビ ュー

夕に需給動向などの情報をデータベース化

し,加 盟22社 と結 ん だVANを 構 築 して,

即時に情報を提供するサービスを今年6月

より実施する予定。

将来 の構想として生コン業界やゼネコン

(大 手建設会社)の 建設 ・施工データを入

れた周辺情報の提供サービスも計画 してい

る 。

石 油 化 学 石油化学工業協会 〔受 発 注 ネ ッ トワー ク 〕 ビ ジネ ス プ ロ トコル

石化製品販売用オンライン受発注システ 小委員会

ムの業界統一規約の検討を昭和60年9月 よ

り開始 した。現在(62/2)基 本的な問題

点の調査,受 発注処理に用いているデータ

項目の調査,既 に実施されている個別の企

業間オンラインシステムの使用の調査を完

了 し,統 一 規 約(石 化協 ビ ジネ ス プ ロ トコ

ル)の 骨子を検討中である。

〔業界 共 同 デ ー タベ ース 〕 デ ー タ ベ ー ス

石油製品の生産出荷統計の速報を石化協 小委員会

会員会社にサービスするための石化協 デー

タベース構築の検討が昭和60年9月 より開

始 され た 。 現 在(62/2),基 本 調 査,基

本設計をすべて完了し,昭 和63年1月 のサ

一ビスインを目標に構築準備が進められて

いる。昭和62年5月 頃か ら具体的な構築が

始まる予定である。
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業 種 検討組織 ・団体 検 討 概 要 及 び進 捗 状 況 備 考

日本化学工業協会 〔業界 共 同 デー タベ ース,受 発 注 ネ ッ トワ

一 ク 〕

、 昭和60年5月 頃(60年 度 検 討)よ り,業

界の情報化全般にっいての検討を開始 し,

業 界 デ ー タ ベ ース の 構 築,ビ ジネ ス プ ロ ト

コルの共通化が必要という結論を出 した。

引き続き昭和61年9月(61年 度検討)よ

り,実 務 者(シ ス テ ム部)に よ るWGを 設

置し検討を開始 した。現在(62/2),ど

うい う種 類 の デ ー タ ベ ー ス の ニ ー ズ が 大 き

い か,ビ ジネ ス プ ロ トコ ル の共 通 化 を ど う

いう組織 ・体制で行 うべきか等の基本的な

検討が続いている。

家 電 (財)家 電製品協会 〔受 発 注 ネ ッ トワー ク 〕

(販売流通) 〔日本電気専門大型 家電販売代理店(メ ーカー)と 家電量販

店協会他数団体が
協力〕

店を結ぶ共同家電VAN(主 業務は受発注

の構築を目指 し,各 種の検討を実施中,一

部は実行段階に入る。

・商 品 コ ー ドの 統 一(JANコ ー ド)を 実

施(61/4)

・家電統一伝票の制定(61/8)

・受 発 注 デ ー タ 交 換 用 家 電統 一 フ ォ ーマ ッ

ト(第1版)の 制 定(61/9)

・家電VANの 概案を検討中。

電 子部 品 (社)日本電子機械 〔受 発 注 ネ ッ トワー ク 〕

工業会
会員企業を中心とした,共 同型部品調達

部 品 メ ー カ
ー

全国電子部品流通連

合会が関係 している
VANの 構築を目標として,各 種調査研究

専 門 商社 を実施中。

セ ッ ト メ ー

カ ー
:÷ご 雛 施}(61/12薯1}

:三重還 二:灘 究}(62/2現在継続中)

現在,大 手電機組立メーカーを核とした

検討と組織化が進め られている。
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業 種 検討組織 ・団体 検 討 概 要 及 び進 捗 状況 備 考

機 械 工 具 全日本機械工具 全機工連では60年春から秋にかけ日本工 機械工具業情報シス

連合会 具工業会など工具製造業界9団 体と合同で, テム化委員会

業 界 統 一 コ ー ドと してのJANコ ー ドにつ

いて検討を行ってきたが未だ結論を出すに

至 って い な い。

61年 は,東 京の卸売業者の実務者を中心

にした 「全機工連情報システム研究会」を

設置 し,製 造 ・流通両業界を統合 した業界

ネ ッ トワ ー ク 「全 機 工 連VAN」 の 必要 性

を確認するなど情報システム化活動を活発

に展 開 して い る。

現在は,製 販両業界の代表による機械工

具の情報システムのあり方及びシステム構

築の指針を作成すべ く活動を進めており,

この委員会の構成メンバーは,全 機工連加

入組合の東京,愛 知,京 都及び大阪組合の

代 表,メ ー カー 側 は特 殊 鋼 工 具,超 硬 工 具,

測定工具,工 作用機器,作 業工具,電 動工

具及び油空圧機の工具,流 通に深い係 り合

い の あ る代 表 的 な メ ー カ ーで 構 成 さ れて い

る 。

プ ラ ン ト エ ン ジ ニア リン グ 会員会社による情報化に関する委員会を プ ロ ジ ェ ク ト ・エ ン

振興協会 設 置 し,デ ー タ ベ ー ス等 にお け るプ ロ トコ
ジニア リング委員会

ル イ ン タ ー オ ペ ラ ビ リ テ ィの 統 一 整 備 の
,

情報システム部会

検 討,EWS(エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・ワ ー ク
●シス テ ム

第1分 科 会
ス テ ー シ ョ ン)に お け るイ ンタ ー オペ ラ ビ

● シ ス テ ム

リテ ィの検 討,業 界 共 有 ・共 同 デ 一 夕ベ ー 第2分 科会

ス ・シス テ ムに お け るプ ロ トコルの 整 備 に

つ いて の検 討 等 々 を 行 って い る。

電 線 (社)電 線 工 業 会 〔受発 注 ネ ッ トワ ー ク 〕

昭和61年 初頭より,電 線業界における企

業間オンライン受発注 システムの問題点の

調査が始め られた。現在 も継続中であるが,

既に,電 線業界におけるオンライン受発注
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業 種 検討組織 ・団体 検 討 概 要 及 び進 捗 状 況 備 考

シス テ ム の統 一 規 約(ビ ジネ ス プ ロ トコル)

が必要であるという結論をまとめている。

現 在(62/2),各 会 員 会 社 で用 い て い

る伝票の項目,コ ー ド類の調査を実施 して

い る。 また,取 引先 の違 い に よ るコ ー ド体

系の違いなども調査 している。

自動車部品 全 国 自動 車部 品 昭和53年 度より自動車部品流通について

小売商団体連合会 の検 討 に着 手,現 在,62年3月 の シス テ ム

開発完了に向けて作業中。

自動車部品は点数が膨大で,メ ーカーご

と,型 式ごとで異なるため部品検索業務が

極めて繁雑で,時 間のロスや誤 りが発生,

こ の ため 共 通 の デ ー タベ ー スを 構 築 し所 定

の入力により自動的に受発注書を作成出来

るようにしたもの。部品商と純正部品専業

販売会社,優 良卸(日 本自動車部品協会)

を結 ぶ シ ス テ ム。

中古自動車 (社)日本中古 自動車 〔業 界 共 同 デ ー タ ベ ース 〕

販 売 販売協会連合会 オ ー ク シ ョン情 報(中 古 車 セ リ市 にお け 昭和61年5月 連携指

(略 称:中 販連) る各車種の落札価格)を,全 国の中古自動 針の指定業種 となる。

日本中古自動車
車販売業へ迅速に伝達することを目的とし

販売商工組合連合会
たVAN8000の 構築が昭和60年 初頭に計

(略 称:中 高連)
画された。昭和60年4月 か ら中販連,中 高

連 を 中核 と したVAN8000構 築 プ ロ ジ ェ

ク トが 組 織 さ れ,昭 和61年6月 に第1次 シ

ス テ ム(オ ン ライ ン ・オー クシ ョ ン情 報 デ

一 夕 ベ ー ス)が サ ー ビス イ ン し た
。

引 き続 き,第2次,第3次 シ ス テ ム(オ

ンライン受発注 システム)の 検討が実施さ

れ て い る。

・芙 蓉 情 報 セ ン タ ーのVAN(基 本 通信 サ

一 ビス)を 用 い て構 築 され て い る
。

・中 販 連 社 名 ・グ レー ド統 一 コ ー ドが 制 定

され た 。 そ の他 伝 票,コ ー ド類 が 業 界 統
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業 種 検討組織 ・団体 検 討 概 要 及 び 進 捗 状 況 備 考

一 さ れ た
。

・JCA手 順 を 使 用 。

石 油流 通 通産省石油部流通課 昭 和60年 度 よ り ガ ソ リ ンス タ ン ドの総 合

的情 報 化 に つ いて 検 討 に着 手,現 在 全国6

万 の ガ ソ リ ンス タ ン ドと元 売各 社 を結 ぶ 受

発注 シ ス テ ム の構 築 の ほか,ガ ソ リ ンス タ

ン ドの 経 営 多 角化 の た め,こ れ ま で バ ラバ

ラで あ った系 列 石 油 カ ー ドを 統 一,各 種 の

シ ョッ ピ ング に も利 用 出 来 る シス テ ム 作 り

を 目指 して,検 討 を継 続 して い る。

なお,同 業 界 で はPOSを 利 用 した 経 営

効 率 の た め の シス テ ム 開 発 が,元 売 メ ー カ

ー主 体 で 活 発 化 して い る。

給油所情報化委員会

:石 油連盟,全 国石

油商業組合連合会,

元売 メーカーが参加

医 薬 品 日本製薬 工業 協 会

〔日本医薬品卸業

連合会 〕

〔受発注ネットワーク〕

日本製薬工業協会が核とな り,業 界横型

共同ネットワークの構築を進めている。受

発注データ,在 庫情報などを主体とした高

速データ交換システムであり,昭 和62年2

月中に参加企業を募集 し,昭 和62年 度中に

構築する予定である。本ネットワークでは,

業界共通の高速新手順の開発が計画されて

おり,NTTが 受託開発する予定である。

製品コー ドを含む業界でのコー ド共通化

の検討は,昭 和49年 か ら始まり,昭 和55年

10月 にJANコ ー ドを 用 い る こ とで 共 通 化

を 達 成 した 。 この 協 議 に は通 産 省 も参 加 し

た 。

日 用 品

雑 貨

(ト イ レタ

リー 業 界)

プ ラ ネ ッ ト

(純 民 間 組 織)

プ ラ ネ ッ トは,ラ イ オ ン㈱,ユ ニ ・チ ャ

ー ム㈱
,㈱ 資 生 堂,サ ンス タ ー㈱,ジ ョ ン

ソ ン㈱,十 條 キ ンバ リー㈱,エ ス テ ー化 学

が 共 同 で 設 立 した純 民 間 の 業界 共 同 ネ ッ ト

ワ ー ク推 進 組 織 で あ る。

昭 和61年1月 よ り イ ン テ ックのACE

Telenetを 用 い た業 界 共 同 型 受 注 ネ ッ トワ
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検討組織 ・団体 検討概要及び進捗状況 備 考

一 クを 稼 動 させ
,昭 和63年3月 現 在,前 述

の メ ー カ ーを 含 む メ ー カ ー14社 と卸 店170

店 との 間 で オ ン ライ ン取 引 を実 施 して い る。

今後も加盟メーカー,卸 店が増加する模様
・

で あ り,機 能 ア ップ も計 画 さ れ て い る 。62

年 末 の 目標 は メ ーカ ー20社,卸 店260店 。 白

王 ㈱ 花 王 ㈱ は,プ ラネ ッ トと は別 に,独 自の

ネ ッ トワー クを稼 動 させ て い る 。現 在,系

列販売会社を中心に,約80店 とオンライン

取引を実施 している。

国石鹸洗剤化粧品 昭 和60年11月 に 業界 標 準 仕 入 デ 一 夕 フ ォ

磨雑貨卸商組合 一 マ ッ トを制 定 した
。

連合会

(略 称:全 卸連) 現 在(62/2),発 注 デ ータ,請 求支 払

〔(財)流 通 シス テ ム

開 発 セ ンタ ー 〕

照 合 デ ー タ,販 売 デ ータ,商 品 デ ー タの4

つ の業 界 標準 デ ー タ フ ォ ーマ ッ トが 制 定 さ

れ て い る 。

な お,業 界 標準 手 順 と してJ手 順 が 採 用

さ れ て い る。

そ の 他 ・富 士 通FIPが 自社 のVANを 用 いた メ

一 カ ー
,卸,小 売 を 結 ぶ 共 同 型 受 発 注 シ

ズ テ ムを構 築 中 で あ る 。 コ ー ド,フ ォー

マ ットは業界標準を用いる予定である。

・静岡県石鹸洗剤化粧品歯磨雑貨卸商組合
.

を 中 心 とす る31社 が 共 同 で,「 オ リオ ン」

を設立 し,業 種を越えて共同型受発注ネ

ッ トワ ー ク を構 築 した。 問屋(卸)と 小売 、

を 結 ぶ シス テ ムで あ る。

・東 京 堂 な ど問 屋 三 社 と ソ フ トウ ェア ・ハ
.

ウ ス の コ ア が共 同 で 「コ ア ネ ッ ト ・イ ン

タ ー+シ ョ ナ ル 」 を 設 立 し,コ ン ビ ュ ー

タ の 共 同 利 用 に よ る ソ フ トウェ ア の 共 同

開発を中心に問屋,系 列倉庫,小 売店,

メ ー カ ーを 結 ぶ 受 発 注 ネ ッ トワ ー クの 構

築を開始 した。
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業 種 検討組織 ・団体 検 討 概 要 及 び 進捗 状況 備 考

家庭 雑 貨 全国家庭用品卸商業 日本電気情報サ ービスのVANを 利用 し

協同組合 た受発注に関連 したデータ交換の実験を昭
(略 称:全 家協)

和61年9月 か ら開始 し,共 同型受発注ネッ

トワ ー クの 構 築 へ 向 け て,検 討 を続 け て い

る 。 メ ー カ ー50社,問 屋100社 に よ る デ ー

タ交 換 を 目標 に して い る。

なお,本 業 界 で は,共 通 商 品 コー ドと し

てJANコ ー ドが使 わ れ て い る。

三 宝 商 事 三 宝 商 事 は 「ス タ ーネ ッ ト」 を設 立 し,

グループ内企業とグループ外の問屋を結ぶ

ネ ッ トワ ー クの構 築 を開 始 した。 メー カ ー

と問 屋 を 結 ぶ ネ ッ トワ ー クで 花王 の ネ ッ ト

ワ ー ク と酷 似 して い る。

食 品 全国酒類卸売業 中小企業団体中央会の補助を受け,メ ー

協同組合
カ ー,問 屋,酒 販 店 の受 発 注 オ ン ライ ン ・

シス テ ム開 発 の フ ィー ジ ビ リテ ィ ・ス タ デ

イ に着 手 中,今 年 度 中 に もモ デル ・シス テ

ム作 りを 行 う。

日本加工食品卸協会 酒 類 加 工 食 品 メ ー カ ー の 協 力 によ り,問

屋 と メ ー カ ー に お け る デ ー タ 交換 の うち,

①問屋か らの発注データ ②販売実績デー

夕 ③ メ ー カ ーか らの 出荷 案 内 デー タ ④

商品案内データの4種 類について標準フォ

一マ ッ トを 作 成 した ほか
,交 換 シス テ ム の

運用方法について も基準を作成。

日 本 菓 子 協 会 メー カ ー が問 屋 に送 る 直送 データ(メ ー

全国菓子卸商業組合 カーが問屋に帳合を入れ,小 売店に直接納

連合会
品 した 商 品 デ ー タ),問 屋 か らメ ー カ ーへ

の発 注 デ ー タ,請 求 ・支 払 い デー タ,店 出

しデータ(問 屋が小売店に出荷した商品デ

一 夕)の 標 準 フ ォー マ ッ トは 検 討 中。

食料品流通改善協会 青果 ・食肉 ・水産物の流通を円滑にする

ため,商 品 コー ドに つ い て統 一 コー ドを 作

成,昨 年10月 に 「生 鮮 食 料 品 コー ド ・セ ン
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夕 一」 を 設 置 した 。

同 コー ドは,主 と して 市 場 と全 農 や 各 県

の経済農業協同組合連合会での情報交換に

利用す るものである。

ス ーパ ー な ど小 売 店 向 け にJANコ ー ド

への拡大対応が今後の課題。

なお,青 果物 ・水産物の卸市場の仲卸(

仲買い)が 共同で利用する情報 システムに

ついて も調査を実施。

全国農業協同組合 生 鮮 品 のPOS用 統一 コー ドの設 定 に つ

連合会 いて,生 産者,小 売それぞれの立場から検

日本 チェーンス トア協 会 討 を 進 めて い る 。

全国卸売酒販 酒類業界の受発注オンラインのため,統

組合中央会 一伝票,標 準手順について検討,国 税庁支

援 。

そ の 他 商社主導のシステム

伊 藤 忠 食 品 メ ー カ ー22社 一問 屋3社

('86.10)

三菱 商 事 〃8社 一 〃3社

('86.4)

メ ーカー主導の システム

味 の素,ニ チ レイ な ど冷凍 食 品 メ ーカ ー

7社 の共同出資によるVAN運 営会社フ

ア イ ネ ッ ト('86.4)

問屋主導のシステム

国 分2次 問屋28と システムを稼動

明 治 屋 食 品 メ ー カ ー とオ ンラ イ ン化

推進中

繊 維 (繊 維 産 業 全般) 〔デ ー タ ベ ー ス 〕 情報 システム化

繊維工業構造改善 繊維産業におけるデータベースの位置づ 調査専門委員会

事業協会 け,適 用分野などを検討するため,各 産地

に お け る デー タベ ー ス使 用 状 況,デ 一 夕 ベ

一スそのものの問題点などを多角的に検討

中 で あ る。
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(原 材 料 関 係) 〔受 発 注 ネ ッ トワ ー ク 〕

繊維工業構造改善 繊 維 協 が ま と め役 と な り,化 繊 協(メ ー

事業協会 カ ー)と 染 色 協 間 の オ ン ライ ン受 発 注 に関

〔1瓢撒 鯵 す る統一規約の検討が昭和60年 か ら実施さ

れ て い る。 現 在(62/2),出 荷 案 内 に関

す る統 一 フ ォー マ ッ ト第 一 次 案 が提 案 され

て い る が,ま だ 結 論 は 出て い な い 。

(ア パ レ ル 関 係) 〔POS,受 発 注 ネ ッ トワ ー ク 〕

繊維工業構造改善 繊維 協 が ま と め役 と な り,ス ーパ ー,百

事業協会 貨店などのPOS化 に対する対応策につい
〔アパ レル 産 業

協議会 〕
て検討するため,シ ステム化に関する勉強

会を実施中である。

(小 売 関 係) 〔POS,受 発 注 ネ ッ トワ ー ク 〕

日本 百貨 店 協 会 百貨店における繊維製品売場のPOS化

〔(財)流 通 シ ス テ ム と,受 発注(仕 入 れ)の オ ン ライ ン化 につ

開 発 セ ンタ ー 〕 いて調査検討中である。

(各 産 地 な ど) 〔デ ー タ ベ ー ス 〕

いくつかの産地では,政 府補助金による

デ ータ ベ ース の 構 築 が実 施 され,テ ス ト稼

動 を続 け て い る。(主 な デ ー タベ ー ス,計

画中を含む)

大阪船場繊維卸商団地協同組合(OTC

映像情報システム,稼 動中)

東京紳士服工業組合(技 術 ・ブランド情

報 セ ン ター,稼 動 中)
A

西陣織物映像情報システム(計 画中)

播 州 織 ニ ュ ー メ デ ィ ア ・ コ ミ ュ ニ テ ィ 構

想(計 画中)

洋 紙 板 紙 日本洋紙板紙 〔受 発 注 ネ ッ トワ ー ク 〕

卸商業組合 製紙メーカー代理店と洋紙板紙卸商を結

ぶ オ ンラ イ ン共 同 受 発注 ネ ッ トワ ー ク の構

築について,昭 和60年 度にかなり活発な調

査研究が実施された。特に,東 京洋紙商組

合が情報処理業者と共にかなり詳細な検討
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を行ったが,結 論に至らず,現 在見直しが

実 施 さ れて い る 。

日本洋紙代理店会 〔受 発 注 ネ ッ トワー ク 〕

連合会 '上記とは別に東京洋紙代理店会が代理店 ・

(東 京洋紙 の立場からオンライン共同受発注ネットワ
代理店会)

一 クの検 討 を 行 って い る
。 こ ち らの 方 は現 ●

在 も継続中である。

最近,代 理店と卸商の検討を一本化 しよ

うとす る気運が高まってきたが,現 在(62

/2),正 式 決 定 に 至 って い な い 。

昭和46年 に日本製紙連合会,日 本洋紙代

理店連合会,日 本板紙代理店連合会および

日本洋紙商連合会が共同して紙 ・パルプコ

,

一 ドセ ン タ ーを 設 立 し
,企 業 コ ー ド,製 品

コ ー ドの 登 録 を 行 って い るが,実 業 務 で は

ほとんど使われていない。

塗 料 関 西 ペ イ ン ト より効率的な受発注処理,製 品情報 ・顧

客情報管理,生 産管理を進めるため,グ ル

一プVANの 積極的拡充に乗り出 した。

事 務 用 品 コ ク ヨ ・KROSは ,小 売店各社とNTTのDR

・ コ ク ヨ販 売 店 オ ー ESSを 利 用 して接 続 した オ ー ダ ー ・エ

ダ ー ・エ ン ト リ ー ン ト リ ー ・ シ ス テ ム で あ り,シ ス テ ム 構
・ シ ス テ ム

(KROS) 築 に 当 って は,有 力小 売 店5,200社 に ア

ン ケ ー ト調 査 を行 い,情 報 シス テ ム 化 に

つ い て の意 見,希 望 を 聞 いた 。 この調 査

をもとにできるだけ小売店の要望に沿 っ 白

た シス テ ム に す るよ う検 討 を 行 った 。 参

加 予 定1,000社 。
'

・コ ク ヨ代 理 店 オ ー ・KAPSは
,一 般代 理 店 とNTTのDR

ダ ー ・エ ン ト リ ー ESSを 利 用 して 接続 した オ ーダ ー ・エ
・ シ ス テ ム

(KAPS)
ン ト リー ・シス テ ム,専 門代 理 店 とは,

KOPS・KOINSシ ス テ ム が 運 用 され

て い る。 代 理 店 に と って は,在 庫 の削 減

が 図 れ,経 費 の 節 減 が 可 能 と な り,コ ク
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ヨに と って は,代 理 店 か らの 情報 が リア

ル タ イム に 収集 で きる。 ま たDRESS

を利用することで回線費用の低減化及び

ホ ス ト ・コ ンピ ュー タ休 止 時 の デ ー タ の

蓄積が可能である。

内 田 洋 行 同社の販売網の事務用品店,物 流拠点を

(ウ チダVAN) 富士通のFENICSを 用いて接続 したV

ANサ ー ビスで,全 国 の代 理 店 網 との つ な

が りの強化,販 売店の活性化が狙い。この

た め,オ リ エ ン ト ・ リ ー ス とJCBの 共 同

出資 会 社 の フ ァ ミ リー ・レ ンタル と提 携 し,

新たに事務用品店,文 具店で家庭用品のカ

タ ログ ・レ ンタ ルが 行 え るよ う計 画 され て

い る 。

プ ラ ス 本社と販売代理店の端末をVANで 結び,

(プ ラス90シ ステム) 受注と商品管理をオンライン化 した もので,

VANは 日本 情報 サ ー ビス のJAISNET

を利用する。受注から納品までの時間短縮,

人員削減が狙い。VANを 利用するのは,

独自に回線網を作るより費用が安くなるた

めで あ る。

全国文具事務用品 業界団体である全国文具事務用品団体総

団体総連合
連 合 は,メ ー カ ー団体 に端 末 の 統一 を要 望

したが,い まだ に 改 善 策 が 出 て いな い 。

家 具 全国家具卸組合 統一商品コー ド原案の作成 全国家具卸組合

連合会 ・商 品 コ ー ドはJANコ ー ドを 採 用 す る。 連合会内

家具統一コー ド
・2月 か ら大まかな商品分類の決定作業に

作成委員会

入 り,4月 以 降 メ ー カ ー ま た は卸 売 業 者

が各地の商工会議所を通 じ,流 通コー ド

セ ンタ ー にメ ー カ ー コ ー ドの 登録 を 申請

す る 。

日本優良家具販売 受 発 注 オ ン ラ イ ン ・シス テ ム の 開発 に着 手

組合 ・ 「連 携 指 針 」 作 りを 開始,OSIに 対 応

した 情 報 ネ ッ トワー ク作 りに 着手 。
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・62年度中に加盟店や取引先を結 び受発注

を オ ン ライ ン化 す る第 一 次 ネ ッ トワー ク

を構築する。

玩 具 日 本 玩 具 協 会 欠陥品回収のための業界共同システム 「 玩具安全VANシ ス

玩具安全システム」の構築検討に61年 度よ テ ム 研 究 会:東 京 都,

り東京都の補助を受け着手中,同 協会では, 玩 具 メ ーカ ー,卸 問

業界 ベ ース でJANコ ー ドの併 記 表 示 を, 屋,VAN会 社

小 規模 店 用 に 統 一 分類 コ ー ド(補 助 コ ー ド)

の表示を昭和60年 に決定。

なお,有 力卸問屋21社 からなるTWIN

(ト イ ・ホ ー ル セ ラ ー ズ ・イ ン フ ォ メ ー シ

ヨン ・ネ ッ トワ ー ク)が 昨 年4月 に組 織 さ

れ,62年 前半のシステム稼動を目指 してい

る 。

ツ ク ダ 他20社 この シ ス テ ム の中 心 は,現 在,問 屋 と専

門店との①受発注処理,② 販売情報管理で

あ るが,将 来 は メ ー カ ー側 に も拡 大 した い

意向。まだ実験段階である。

眼 鏡 当 該 業 界 で は,メ ー カ ー主 導 に よ り,問

屋,眼 鏡 店 を結 ぶ シス テ ム化 が 進 ん で い る。

HOYA,旭 硝子,日 本 光学 の大 手 メ ー

カ ー は 独 自に ネ ッ トワー クを構 築 して い る

た め,服 部 セ イ コ ー,東 京 光 学 機 械 な ど7

社はこれに対抗するために共同でネットワ

一 ク運 営会 社 「メ ガ ネ ッ ト」 を 設 立
,昨 年

6月 よりレンズを主 とする眼鏡小売業か ら

の受発注のシステムを稼動させている。

カ メ ラ 東京 リサーチ(市 場 カメラメーカーと小売店を結ぶ業界VA

調査会社) Nを62年7月 を メ ドに構 築 す る。 小 売 店 の

(TOPICS) POS端 末 とメ ー カ ーや 問屋 の コ ン ビュ ー

夕 を 富士 通 の 「FENICS」 で 結 び,東

京 リサ ーチ の コ ン ピ ュータ は,富 士 通 のV

ANセ ン タ ー と結 ぶ 。 業 界VAN構 築 に必

要 な デ ー タ交 換 フ ォ ーマ ッ トや 商 品 コー ド
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の 統 一化 作 業 は流 通 シス テ ム 開 発 セ ンタ ー

の指導を得る。

全日本写真材料商 写真業界流通情報システムに関して業界

組合連合会 友好三団体で懇談会を設置することが検討

写真流通商社連合会 さ れ て い る。

日本写真機 工業会

時 計 服 部 セ イ コ ー,シ チ 服部セイコーが86年末から開始する小売

ズ ン商 事,リ ズ ム 時 店VANに シチ ズ ン,リ ズ ム 時 計,オ リエ

計,オ リエ ン ト時 計 ント時計が相乗りする。小売店にはセィコ

(TOKINET) 一エプソン製端末を設置し,小 売店からの

発注情報をそれぞれの会社に伝送する。

セ イ コ ーへ の発 注 分 は,IBMの 「NM

S」 経 由,シ チ ズ ン,リ ズ ム,オ リ エ ン ト

へ の 発 注 分 は,富 士 通 の 「FENICS」 経

由でそれぞれのホス トへ情報が伝達 される。

小売店は,1台 の端末で各社へ発注でき

る 。

宝 飾 品 オ ー ラ ム 企 画 宝飾品業界は売上げが長期的に低迷 して

お り,メ ー カ ー,問 屋,小 売 店 が一 体 とな

って業界活性化に取り組み始めた。

オーラム企画は,貴 金属問屋最大手の ヒ

ラコや服部セイコーなど宝飾品関連企業27

社が共同出資 して設立 した宝飾品専門マー

ケ テ ィ ン グ企 画会 社 で あ る 。

宝飾品は,商 品の特性か ら小売店ごとに

コ ン ピ ュ ータ 管理 す る のが 難 しく,業 界 全

体で取り組むべき課題 となっている。この

よ うな状況から,全 国の宝飾品問屋 と小売

店 を 結 ぶ 受 発 注 オ ン ライ ン ・システ ム 作 り

に 着 手 した。

89年をメ ドに全国の主要宝飾問屋約30社

と宝 飾,時 計店2,000社 を オ ン ライ ンで 結

ぶ計 画 。
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ス ポ ー ツ 富 士 通 ス ポ ー ツ用 品業 界 を対 象 と した メ ー カ ー,

用 品 矢 野 経 済 研究 所 問屋,小 売店を結ぶ業界VANで,受 発注

や小売店の商品管理の円滑化が目的である。

特 定 メ ー カ ー が主 導 す るVANと 異 な る

ため,業 界挙げての参加が予定されている。

システムに参加を表明している小売店は,

全 国 に約300社 あ り,メ ー カ ー は 有 名 メ ー

カ ー17社 。

日本 ス ポ ー ツ 用 品 コ ー ドの標 準 化 に つ い て は,JANコ ー 情報化対策委員会

工業協会
ドを ベ ー ス に統 一 商 品 コー ドの 採 用 を 検 討

中 。 サ イ ズ ・カ ラー に つ い て の 運 用 を 研 究

中 。

レ コ ー ド 全 国 レ コ ー ド商 組 合 〔POS〕

連合会
小売店でのPOSレ ジ導入のため,商 品

(略 称:全 レ連) コ ー ドの 統一 を実 施 した(JANコ ー ド)。

(54/4)引 き 続 き,大 手 小 売 店,卸 店 と

レ コー ド ・メ ー カ ー を 結 ぶ 共 同 受 発 注 ネ ッ

トワークの構築を目標とした検討が続いて

い る 。

出版 ・印 刷 日本印刷産業連合会 業 界 共 通 の デ ー タベ ー ス シス テ ムの 開発, 「印刷情報を原始情

研究が進められている。これは,出 版物を 報 と す る デ 一夕 ベ ー

データベース化する際の方式を標準化する ス構築の研究」委員

もの で,キ ー ワ ー ドのつ け方 や 抄 録 の 作 り 会

方 を 統 一 した ソ フ トウ ェ ア を開 発 す る。

2～3年 後 を メ ドに,デ ー タ ベ ー ス の モ

デルシステムを完成させる予定となってい

る 。

東京都印刷工業組合 中小印刷業者の組合と電算写植機メーカ

印 刷 機 械 貿 易 一が 共 同 で 印 刷 ネ ッ トワ ー ク シス テ ム を 開

発 した 。 「コ ンバ ー ト」 と呼 ぶ 端 末 を 公衆

回 線 で 中 核5社 の コ ン ピ ュー タ に 接続 し,

端末の画面と対話 しなが ら印刷物製作をオ

ン ライ ン処 理 す る。

このシステムを導入することにより零細
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印刷会社で もかなり高度な印刷物が作れる

よ うに な る 。

日 本 出 版 販 売 84年 よ り,全 国 の オ ン ラ イ ン情 報 サ ー ビ

(NOCS) ス を 開 始 し,書 店300店 を ネ ッ トワ ー ク化

して い る。

東 京 出 版 阪 売 84年6月 よ り,全 国 の 書 店 を対 象 に オ ン

(TONET) ライ ン情 報 サ ー ビス を開 始,320店 を ネ ッ

トワ ー ク化 して い る。

大 阪 屋 84年 よ り,書 店15店 と ネ ッ トワ ー ク化 し

て い る 。

(社)日本書籍出版 出版 業 界 で は,統 一 コ ー ド(日 本 図 書 コ

協会 一 ド(ISBN+分 類+価 格)表 示OCR
,

(日 本 図書 コ ー ド

管理委員会) 雑 誌 に つ い て は,共 通雑 誌 コ ー ド(13桁)

(社)日 本 雑誌 協会 OCR/JAN併 記表示)が 使用されてい

(社)日本出版取次
る 。

協会

日本書店組合連合会

ク レ ジ ッ ト 日本 ク レ ジ ッ ト ク レ ジ ッ ト ・ビジネ ス にお け る重 要 なネ 三情報機関連絡

産業協会 ッ トワ ー ク と して,① 個 人 信 用 情 報 交 流 利 協議会

用 ネ ッ ト ワ ー ク ・シ ス テ ム ② ク レ ジ ッ ト

・オ ー ソ リ ・ネ ッ トワ ー ク ・ シ ス テ ム が あ

る 。

信用情報交流については,信 用情報機関

が業界ごとに存在することか ら全国銀行協

会連合会,全 国信用情報センター連合会及

び(社)日 本 ク レジ ッ ト産 業 協 会 の三 機 関 は,

58年 に 「三情報機関連絡協議会」を設置し,

三機関の情報交流についての問題点を中心

に種々協議 し,情 報交流を早期に実施する

こととなった。当初は事故情報の交流を実

施 し,将 来 は,他 機 関 あ るい は,全 情 報 の

交流へ と拡大することから,今 後ビジネス

プ ロ トコル 等 の検 討 を 進 め る。

オ ー ソ リ ・ネ ッ トワ ー ク に つ い て は,与
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信限度を含めた全顧客を対象に完全なオー

ソ リ ・シス テ ム を 実 現 し,適 正 な信 用供 与

が で き るよ う,58年11月 よ り導 入 を始 め た。

現 在,3,000台 のCATをPOSオ ン ライ

ン シス テ ム との 共 存 で完 全 な ク レ ジ ッ ト ・

オ ー ソ リ ・ネ ッ ト ワ ー ク が 稼 動 して い る。

信 用 保証 信用保証協会連合会 会員協会10協 会の役員から成るコンピュ コ ン ピ ュー タ委 員 会

一夕委員会では,金 融機関とのデータ交換 コ ン ピ ュ ー タ

と主要業務について検討 している。 専門部会

業界共同システムについては,構 築する

方 向 で 検 討 を 進 め,伝 票 ・帳 票 類,コ ー ド

類,伝 送 フ ォ ー マ ッ ト等 の 標 準 化 や 異 機 種

間 接 続 プ ロ ト コル,シ ス テ ム運 用 規 約 な ど

について も検討中である。

生 命保 険 (社)生 命 保険協 会 61年5月 に生 保26社(現 在28社)の コ ン

ビュータを通信回線で結ぶ 「生保共同セン

夕 一(略 称LINC)」 が 稼 動 し,企 業年 金,

団体定期保険など,共 同引受け契約に関す

る 資金 決 済 の オ ン ライ ン処 理 が ス タ ー トし,

現在その適用業務拡大の検討が継続されて

い る 。

他業界 との連携 で は銀行が最も多いが,

各 社 個 別 に フ ァー ム バ ンキ ン グ を構 築 して
■

い る。 第 一 生 命(都 銀13行,地 銀64行,相

銀69行,信 金456金 庫,計602)の もの が

業界最大規模。

損 害 保 険 (社)損 害 保 険 協会 61年10月 に国内元受損保21社 を結ぶ 「損

害 保 険 ネ ッ ト ワー ク」 が 稼 動,現 時点 で は

任意加入の自動車保険契約者の事故歴など

の情報交換であるが,将 来は約31万 ある代

理 店 を 含 め た ネ ッ トワ ー クに拡 大 す る方 向 。

銀行 と の フ ァー ムバ ンキ ン グ は生 保 と同

様,各 社 の個 別 ベ ー ス で あ る。
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証 券 (社)日本証券業協会 証券 業界 は,第3次 オ ン ライ ン ・シス テ

ムの 構 築 に 向 か って お り,本 店OA,営 業

店 支 援,海 外 店 シス テ ム,対 外 シス テ ム結

、
合,顧 客 情 報 シス テ ムが 主 なテ ーマ 。

銀 行,生 ・損 保,ク レジ ッ トな ど の異 業

, 種との連携も進みつつあるが,業 界 として

の取組みは 「証券ANSER」,「ATM」

(現 金自動預け払い機)の 共同利用のみ。

な お,4大 証 券 の ネ ッ トワ ー クに 対 抗 す

るた め,新 日本,和 光,岡 三 の 共 同 ネ ッ ト

ワ ー ク 「KCSCloverNet」 が 今 年 稼

動 。

建 設 建 設 省 建設省,建 設物価調査会,経 済調査会の

三 機 関 で プ ロ ジ ェ ク ト ・チ ー ムを編 成 し,

セ メ ン ト,鉄 鋼 等 の10万 点 に 及 び土 木 ・建

築 資 材 の コー ド統 一 に昨 年 着 手,62年12月

の完成を目標に作業を行 っている。

当初は,各 地方建設局で利用 しているコ

一 ドがバ ラバ ラで あ った た め
,そ の統 一 を

図るための計画であったが,建 設関連業界

の要望 もあり,同 業界の電算化,OA化 に

対 応 す る た め の ビ ジネ ス ・プ ロ トコ ル標 準

化 の一 つ と して取 組 ん で い る。

こ の た め,既 存 コ ー ドと統一 コー ドと の

変 換 シス テ ム,デ ー タ ベ ース の 構築,普 及

L ・保守管理方法なども今後の課題と してい

る 。

このほか,建 設業の許可審査の厳正 ・迅
,∠

速 化 の た め,(財)情 報 管 理 セ ンタ ーを62年

4月 に 設 立 予 定 。

不 動 産 建設省不動産流通 建設省では,昭 和60年 度より不動産流通 不動産情報標準

近代 化 セ ン タ ー 市場の高度化のため 「レインズ構想」に着
システム委員会

東京都宅地

建物取引業協会
手,昨 年 標 準 シス テ ム と してF型(フ ァ ク

シ ミ リ入 出力,ホ ス トコ ン ピ ュー タで 物 件
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・情報のや りとり) ,B型(フ ァクシミリ

とパソコン併用可能)の2つ を開発。

不動産流通については,業 界団体(8団

体)の 認定による認定流通機構があり各企

業 レベルで情報提供を行っているが,そ の

組織体である不動産 センター及び任意団体

である不動産流通促進協議会(大 手仲介7

社)も 同システムを導入 していく方向にあ

る。

なお,運 営 ・メンテナンスについて継続

して検討中。

観 光 日本 旅 行 業 協 会 近畿 日本 ツーリストのホテル ・旅館向け

(JATA)情 報 「コンパス」や日本交通公社のキャブ

テ ンに よ る 「トリ ップ 皿」 な どに 代 表 され

るような業界大手主導で,宿 泊予約,発 券

自動化,観 光情報提供などの業務の情報化

が 進 ん で お り,海 外 との ネ ッ トワ ー ク化 も

活 発 化 しつ つ あ る。 これ に対 して,日 本 旅

行業協会は中小業者を中心に,旅 行業務全

体 としての情報化の方向を昭和60年 に 「二

ユ ーメ デ ィア特 別 委 員会 」 を 設置 して 検 討,

昨 年8月,JATA内 にrJATA情 報セ ン

夕一準備室」を発足させて今年4月 にはJ

ATA情 報センターを設立する予定。

準備室は,ホ テルの空室情報などのデー

タベ ース 内 容 を詰 め る ほ か,予 約,照 会 シ ]
ス テ ム構 築,セ ンタ ー機 能 を検 討 。

運 輸 陸 運 中小 トラック業者の経営の合理化を進め
つ

全 日本 トラック協 会 るた め,共 同 ネ ッ トワ ー クを 検討 中 。 ネ ッ

トワ ー ク は,VAN事 業 者 の もの を利 用 す

る予定であるがVAN業 者,稼 動年月日に

つ いて は未 定 で あ る。

大手業者(ヤ マ ト運輸,西 濃運輸,名 鉄

運 輸,日 本 通 運,佐 川 急 便 な ど)は,独 自
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にVAN会 社 を 設 立 し,グ ル ー プ と して ネ

ッ トワ ー ク化 が 進 ん で い る 。

海 運 ・共 同 ネ ッ トワ ー ク(SHIPNETS)

シプ ネッツ ・セ ンター 有力海運会社,海 貨業者,検 量 ・検数業

者を網羅 した全国的な異業種 オンライン ・

ネ ッ トワー クで あ り,船 荷 証券 の発 行 な ど,

各業種でやり取りしていた各種海運データ

を ネ ッ トワ ー ク化 した もの で61年4月 に京

浜港で稼動 した。今後,大 阪港,神 戸港に

も拡 大 す る 予 定 で あ る。 利 用 ネ ッ トワ ー ク

は,NTTのDRESSで あ る 。

・VAN業 者(電 通国際情報サービス)に

F よる海運VAN

(荷 主一船会社)が 構築され,船 舶スケ

ジュールや運賃情報を提供する企業三社と

VAN運 営のための組合を設立する。また,

貿易専門誌などを発行する東京ニュース通

信社が航路別の配船スケジュール,運 賃情

報,船 舶出入港情報などの輸出入業務に関

係 す る情 報 を オ ン ライ ン ・サ ー ビスす る 。

このほか 日本電気も同時期のサービス開始

を考えており,活 発な動きが見られる。

航 空 業界共同システムとしては,大 蔵省関税

航空貨物通関情報 局が中心となり構築 した航空貨物の通関 シ

処 理 セ ンタ ー ス テ ム,NACCSが 稼 動 して い る。

(NACCS)
関係業界は,航 空貨物代理店,混 載業者,

通関業者,航 空会社,機 用品業者などであ

る。 輸 出 入者 コ ー ド,IATA航 空 会 社 コ

一 ド
,都 市 コー ド等 の統 一 コー ドが 使用 さ

れ て い る。

日本航空(マ ルチ 旅客関係では,日 航の航空VAN「 マル

ジ ャパ ン)
チ ・ジ ャ パ ン 」 が,86年5月 に ス タ ー トし,

日航 のJALCOM皿 の 端 末1台 で,内 外

航空会社の国際便の座席予約ができる。ま
▲
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た86年 中には,自 動運賃計算機能が付加さ

れることによ り旅行代理店での複雑な運賃

計算業務が省力化される。

倉 庫 CPク ラ ネ ッ ト 中堅倉庫業者23社 が集まって業界VAN
4

(運輸省) 「ク ラネ ッ ト」 の 構 築 を 計 画 して い る。 こ

れ は,倉 庫 各 社 が ネ ッ トワ ー クを 共 有 して, ■

荷主の物流管理を代行する。
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(2)業 界 別 ビジネズプ ロ トコルの標準 化動向

1∋ 複合商品小売店業界

チ ェ ー ン ス ト ア 百 貨 店

。 日 本 チ ェ ー ン ス ト ア 協 会 。日本百貨店協会

。日本 セ ル フ サ ー ビス協 会

主な推進団体
。 日 本 ボ ラン タ リーチ ェー ン協 会

。日本生 活協同組 合連合会

。昭和50年4月 。昭 和49年3月

「チ ェーンス トア 用 統 一 伝 票 」 「百貨店用統一伝票 」を制

(手 書,タ イ プ用)を 制 定 。 定,そ の 後 「統 一伝票B様 式」

統 一 伝 票 。昭 和59年3月 に 統 一 伝 票 と名称 を 改 め る。

の 状 況 B様 式 と名 称 を改 め,タ ー 。仕 入/納 品

ン ア ラウ ン ド用 伝 票 を追 加 。百貨 店 一 →取 引先

制 定。

。 チェー ンス トア ←→ 取 引 先

。共通 取 引先 コ ー ド協 会 会 員

統 一 コ ー ド
・共 通 取 引先 コ ー ド

の90%以 上 が採 用。

。 昭 和57年3月 オ ン ラ イ ン

「受 発 注 」 用 フ ォー マ ッ ト,

デ ー タ 交 換
昭 和60年3月 「請 求 支 圭山

。未検 討

フ ォ ー マ ッ ト

(オ ン ラ イ ン,MT,FDD)

用 フ ォ ー マ ッ ト制 定 。

POSの 導 入 。JAN型POSを 中 心 に 導 。OCR型POSを 中 心 に導

状 況 入 が 進 行 中 。 入が進行中

。昭 和55年 頃 か ら大 手 ス ー 。 ク レ ジ ッ ト ・オ ン ラ イ ン ネ ッ

オ ン ラ イ ン化 パ ー を 中心 に,現 在 は 中 小 ト ワ ー ク が 普 及 。

の 状 況 企業 で のEOS,取 引先 オ 。一 部 の 百貨 店 は オ ン ライ ン

ンラインが普及 して いる。 受 発 注 を 開 始 して い る。
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② 食品 ・雑貨業界

加 工 食 品 菓 子 医 薬 品 日 用 雑 貨 生活用品家庭雑貨

業界標準のビ 。日本加工食品卸協会 。全国菓子問屋組合連合 。日本医薬品卸売業連合 。全国石鹸洗剤化粧品歯 。醐生活用品振興

ジネスプロ ト 会 会 磨雑貨卸商組合連合会 セ ン タ ー

コル推進団体 。日本菓子協会

。昭 和54年3月 「酒 類 。昭 和56年11月 「菓 。昭 和46年4月 「医薬 。昭 和58年3月 「全 卸

食品統一伝票」を制定 子統一伝票」を制定。 品統一伝票」を制定。 連統一伝票」を制定。
。売上/納 品 。売上/請 求明細/仕 入 。仕切書(納 品案内) 。売上/請 求明細/仕 入

統 一 伝 票 。 メ ー カ ー ← 卸 ← 小 売 /納 品 。 メ ー カ ー ← 卸 ← 病 院 /納 品
の 状 況 。酒類食品卸売業が二次 。メ ー カ ー ⇔ 卸 。普 及 率90%以 上 ・メ ー カ ー ← 卸

卸や一般 食品小売店向 。普 及 率90%以 上 ・ 。普 及 率70%以 上

け に 採 用 。 メ ー カ ー と

卸 間 はPR中 。

。POS用 コ ー ドと し て 。POS用,受 発 注 用 コ 。POS用 コ ー ド と して 。POS用 コ ー ドと し て 。業 界 と して統 一 商 品 コ

JANバ ー コ ー ドが{B
一 ドと してJANコ ー JANを 採 用 。 JANを 採 用 。 ソ ー ス

一 ドにJANコ ー ドを

%以 上 ソース マー キ ン ドを 採 用 。 。昭和61年 か らソ ー ス マ ー キ ング は90%以 使用することを決定。
統 一 コ ー ド グが普及。 。ソ ー ス マ ー キ ン グ98 マ ー キ ングを 開始 。 上 普 及 。

%以 上普及。 。事 業 所 コ ー ドと して 共

。取 引区 分 コ ー ドを標 準 通 取 引先 コ ー ドを 採 用 。

化 。

。昭和60年4月 。昭和60年3月 。MTの デ 一 夕 フ ォ ー マ 。昭 和60年11月 o標 準 デ ー タ フ ォ ー マ ッ

メ ー カ ー⇔卸 間の 「受 メ ー カ ー← 卸 間 の 「直 ットを標準化 メ ーカ ー← 卸 間の 「仕 トの 検 討 会 議 ス タ ー ト

デ ータ交 換 発 注 」,「 出荷 案 内 」, 送 デ ー タ」 オ ン ラ イ ン 入 」,「 受 発 注 」,「販

フォーマ ッ ト 「庫出し(販 売 デ汐)」 用 フ ォー マ ッ トを標 準 売 デ ー タ 」,「 請 求

の 標 準 化 の オ ン ラ イ ン用 フ ォ ー 化 支 払 」,「 商 品 デ ータ」

マ ッ トを 標準 化 の オ ン ラ イ ン用 フ ォ ー

マットを標準化

POSの 導入 。ス ー パ ー,一 般 食 品 店 。 ス ーパ ー ,一 般 食 品 店
。一 部 の薬 局 ・薬 店 でP 。ス ーパ ーでPOSが 普 。一 部 の ホー ムセ ンター な

状 況 でPOSか 普 及 。 でPOSが 普 及 。 OSを 導 入 。 及 。 どでPOS導 入が始 まる。

。スーパ ーと卸 間 でEOS 。スーパ ーと卸 間でEOS 。一部大手 メーカーと卸 問 。大手 メー カー ・中堅卸 間 。チェー ンス トアと卸売 業

が 普 及 。 が 普 及。 で オ ンライン実施。 「出 でオ ンライ ン化 。 「販売 間では活用化しているも

オンライン化 。一部 の大手 メーカーと大 。大手 メー カーと大手 卸 間 荷 データ」,「受発注 デー デ ータ」,「 仕 入 デ ー タ」 のの,全 体 と しては これ

の 状 況 手卸のオンライン化が始 でオ ンライン化普 及。 夕」か中'心 などが中心。 か ら。

ま った 。 「直送 デ ータ」,「 売 上 。オ ン ライ ンの共同 ネ ッ ト 。一 部 の メ ーカーが 中心 。一一部卸売業 り共 同VAN

。MT交 換 ベ ー ス で 情 報 情報 デー タ」が 中'㌦ ワーク検 討 中 。 になって業界VANを 構 か 発 表 され,メ ーカー ・卸

処 理 セ ンターを利 用 。 築 。 間,卸 ・小売司に利用 を

検討 中 。
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③ 衣料品 ・耐久消費財業界

出 版 レ コ ー ド 家 電 衣 料 品

業界標準の 。㈱ 日本書籍出版協会(書 籍) 。勧 日本 レコー ド協 会 。財家電製品協会

ビ ジ ネ ス 。拙 日本雑誌協会(雑 誌) 。日本電気専門大型店協会

プ ロ ト コル 。拙 日本出版取次協会

推進 団 体 。日本書店組合連合会

統一伝票はなし 統一伝票はな し ・昭 和61年5月 「統 一伝 票E ・昭 和60年 「アパ レル統 一

統一伝票の

状 況

様式」を制定。
。納品/仕 入/請 求明細/物 品

受領

伝票」を制定。

。 メ ー カ ー ・販 社 ← 小 売

。書 籍 は ,ISBN(国 際標 準 図 書
。昭和60年10月 。昭和61年1月 。ボ デ ィフ ァッシ ョン業界は昭和

統 一 コー ド

の 状 況

番 号)を ㏄R-Bフ ォントで マ
ー キ ン グ。

新 刊 図書 の80%以 上 が 表 示

され て い る 。雑 誌 は,昭 和61

年8月 にJANコ ー ドの 体 系

を持 つ 「共 通 雑 誌 コ ー ド」 が

業界 統 一 商 品 コ ー ドと してJ

ANコ ー ドを 採 用 。

シ ン ボル はOCRバ ー の併 記 。

昭 和61年4月 よ り業 界 一体

と な って 全 商 品 に ソ ース マ ー

キ ング開 始 。

業 界統 一 商 品 コー ドと してJ

ANコ ー ドを 採 用 。

シ ン ボル はOCRと バ ー の併

記 。

昭 和61年4月 よ り業 界 一 体

と な って 新 製 品 ・既 存 製 品 に

60年10月 に業界統一商 品 コ
ー ドと してJANコ ー ドを採用,

シ ンボルは,OCRと バ ーの併

記表示。
ソースマーキ ングが開始 されて

いる。
。その他の業界では未だ統 一 コー

統 一 コ ー ドと して定 め られ た。 ソ ー ス マ ー キ ン グ 開 始 。 ドな し。 但 し,POS用 シ ンポ

。 シ ンボル はOCRが 基 本 で バ 。 ネ ッ トワ ー クの ス テ ー シ ョ ン}一 ルと してOCR-Bフ ォ ン トが
一 も併 記 で き る。 ドと して共通取 引先 コ ー ドを採 用。 POS値 札 とともにJISイ ヒさ

れて いる。

未 検 討 。昭和61年11月(改 訂) ・昭和61年6月 未 検 討
デ ー タ交 換 メーカ ー ・特約店(卸)間 の 「受 「受発注(オ ンライ ン)」 標準 フ

フォー マ ッ ト 発注 」,「 品番 マ スター」,咄 オー マ ッ トを制 定 。

の 標 準 化 荷 データ(日 次,月 次)」 標準 フ

オ ーマ ッ トを 制 定 。

PO図)導 入

状 況

。一部の書店でPOSを 導入。日本

書店組合連合会でSAの 一環 とし
てPOSの 導入研究を開始。

。一 部 の レコ ー ド店 でPOSを

導 入 。

。大 型 家 電 店 や ス ー パ ーの 家 電

部 門 で のPOSの 導 入 が 進 行 。

。フ ァ ッ シ ョ ン専 門 店 や 百 貨

店 でPOS導 入が 進 ん で い
る。

。個別の取次店が中心に書店と 。業界に共同受注 ・配送会社が 。統 一商 品 コ ー ド,統 一イ云票,標 準 。一 部 の ス ー パ ー,百 貨 店 と

ネ ッ トワ ー ク化 か 進 んで い る 。 2社 ある。この配送会社を中 フ ォーマッ トの制定 を機 に,小 売 アパ レル卸 の オ ン ライ ン受

心 に,発 注 の オ ン ライ ン化 が ・メーカー販 社間の個 別 オ ンライ 発注が行われている。
オンライン化 検 討 され て いる 。 ン受発注システムの検討が盛んに 。一 部 の 「原産 地 」 「商 社 」

の 状 況 。日本 レコ ー ド協 会 で デ ー タ交 な った。 「紡 績 メ ー カー」 「卸 売 業 」

換統一の ための業界VANが 。統「 商品 コー ドの伝 達のための業 でオンライン化か行なわれ
検 討 され て い る。 界統一のVANサ ービスが昭トロ61 て い る 。

年4月 よ り開始され て いる。
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玩 具 ス ポ ー ツ用 品 履 物 家 具

業界標準の 。柚 日本玩具協会 。㈱ 日本 ス ポ ー ツ用 品 工 業 協 会 。全日本履物団体協議会 。全国家具卸組合連合会

ビ ジ ネ ス 。日本靴卸団体連合会

プ ロ トコ ル 。日本ゴム履物協会

推 進 団体
。昭 和61年5月

「玩 具 統 一 伝 票(統 一伝 票C

様 式)」

統一伝票を検討中。 。昭和55年7月

「履 物 統 一伝 票 」を制 定 。
。売 上/納 品/請 求 明細

。昭和58年3月

「家具統一伝票」を制定。
。売上/仕 入/請 求明細/納

統 一 伝 票
の 状 況

。メー カ ー⇔ 卸 ← 小 売

・小 売 は主 に玩 具 専 門 店

。メ ー カ ー ← 卸 ← 小売

。革 靴 ,ゴ ム履 物 業 界 を 中 心 に

普 及 。

品
。メ ー カー0卸 一 小 売

。メー カ ー,卸 間で 採 用 開 始 。
。昭和61年 か ら請求支払伝票

の検討に着手。

。昭 和60年10月 。昭 和61年10月 業 界 統 一 。昭 和60年10月 業 界 統 一 。昭和61年10月 業 界 統

統 一 コー ド
の 状 況

統 一 業 界 商 品 コ ー ドと してJ

ANコ ー ドを採 用。
シン ボル は,OCRと バ ー併

記 。

昭和61年4月 よ り マ ー キ ン

グ開 始 。

商 品 コー ドと してJANコ ー
ドを 採 用 。

シ ンボル はOCRと バ ーの 併

記 表 示 。

商 品 コ ー ドと してJANコ ー
ドを 採 用 。

。マ ー キ ン グはOCR/バ ーの

併 記 。
。昭 和61年7月 業 界POS

用 統 一 値 札 を 決 定 し,業 界 と

一 商 品 コー ドと してJAN

コ ー ドを 採 用 。
。マ ー キ ングはOCR/バ ー

併 記 。
。昭 和63年4月 よ り ソ ース

マ ー キ ング促 進 を 行 う。

。昭和61年12月ST(玩 して積 極 的 に ソ ー ス マ ー キ ン

具安全)マ ークの考え方をJ グを 開始 。

ANコ ー ドに融 合 し,普 及 促

進を開始。 '

デ ー タ 交 換

フォーマ ッ ト 。検 討 中 。未 検 討 。未 検 討 。未 検 討

の 標 準 化

POSの 導 入 。一部 の小 売 店 でPOSを 導 入 。 。一 部 の 小売 業 で 導 入。 ス ポ ー 。靴 専 門店 ,ス ーパ ーや 百 貨 店

状 況 ツ用品店のPOSを 支援する の靴売場でのPOSの 導入が
VAN企 業 な どが あ る 。 進 んで い る 。

オンライン化
の 状 況

。協会 か 中心 に な って メ ー カ ー

⇔卸 ←小 売 の受 発 注VANの

設 立 を検 討 中。 これ は 玩具 の

安全 対 策 ネ ッ トワ ー ク も兼 ね

。一 部 の小 売 一卸 メ ー カ ーか個

別 に受 発 注 を オ ン ラ イ ン化 。
。POSを 支援 す るVANが オ

ン ラ イ ン受 発 注 の サ ー ビス を

。ス ーパ ーを 中心 に大 手 の 製 造,

卸 が オ ン ライ ン受 発 注 を 行 っ
て い る。

。大 手 の卸 売が メ ーカ ーの 間

で 個 別 に 受発 注の オ ン ラ イ

ン化 を検 討 して いる 。

る構 想 で あ る。 行 って い る。
。卸 共 同 のVAN(卸 一小 売)

が 稼 動。
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カ メ ラ メ ガ ネ 時 計
業界標準の 。日本写真機工業会
ビ ジ ネ ス

プ ロ トコル

推 進 団 体

・写真流通商社連合会

。日本写真材料商組合連合会

一 一

。上記3団 体合同で検討中。 。統 一 伝 票 は な し 。統 一伝 票 は な し

統一伝 票の

状 況

。上記3団 体合同で検討中。 。レンズを中心に大手の企業が 。大 手 メ ー カ ー がJANコ ー ド

JANコ ー ドに よ って,OC に よ って,OCRと バ ーの併
Rと バ ーの併 記 で ソ ー ス マ ー 記 で ソ ー スマ ー キ ングを 行 っ

統 一 コ ー ド キ ン グを 行 って い る。 て い る(ブ ラン ドタ ブ 及 び カ
の 状 況 。任 意 の大 手 メー カ ーか 共 同 で 夕 日グ)

作 ったVANか ネ ッ トワ ー ク
に 参 画 す る企 業 コー ドと して

共 通 取 引 先 コ ー ドを 採 用 。

デ ー タ交換

フォーマッ ト 。上記3団 体合同で検討中。 。未 検 討 。未 検 討
の標 準 化

POSの 導入 。大手カメラ専門店がPOSを ・大手専門店でPOSを 導入。 。一 部 の 専 門店 でPOSを 導 入 。
状 況 導 入 。

。カ メ ラ専 門 店 か 検 討 中 。 。 レ ンズ メ ー カ ーが 卸 ,小 売 店 。大 手 メ ーカ ーを 中 心 に 個 別 ネ

オ ン ライ ン

化 の 状 況

。上記3団 体共1司で業界VAN

の検討が行われている。
と オ ン ライ ン化 。 レ ンズ 大手
10社 の 中7社 は 共 同 でVA

Nネ ッ トワ ー クを 運 営,他 の

ッ トワー クで 小 売 店 と ネ ッ ト
ワ ー ク化 。

。専 門 メ ー カ ー4社 で小 売 店の

3社 は個 別 ネ ッ トワ ー クで サ 発注端末の共同化が計画され
一 ビ ス

。 て い る 。
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